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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　え？　機嫌いいな、ですか？

　そんなことないですよ？　宿題だってあるし。今日きようの夕ごはん、ハンバーグは嬉うれしいけど、ブロッコリーだって出るし。

　……ブロッコリー。

　ありえませんよね？　あの緑色のぷつぷつ！　あたし、駄だ目めなんですよ。なんだか顕けん微び鏡きようで見たトンボの目を思い出しちゃって！

　ごまかしても駄目だ、ですか？　私を誰だれだと思ってる──って、天使様ですよね。

　ただの天使ではない、大天使アークエンジエルラファエルだ──って、そんな、改めて言われなくてもわかってますって！

　ばんばん！

　わ！……やだなあ、ちょっと肩を叩たたいたぐらいで怖い顔しないでくださいよ。

　ちょっとしたスキンシップじゃないですか。天使様、やっとこの部屋の中だけなら、触れるようになったんだし。

　なにかいいことあったのか、ですか？

　えへへ～♪

　やっぱりわかっちゃいます、天使様？

　そりゃあわかる、ですか。そんなに顔がにやついてれば──って、そうですか？

　どれどれ。

　…………。

　……そんなことないですよ？

　ほら、天使様も鏡見てくださいよ。ちっともにやついてなんかないですよ？

　ね？

　すごおく真ま面じ目めに、この世界が平和であるためにはどうしたらいいのか、って考えてる顔じゃないですか。

　その証拠に──さあ、このゴミ箱を見てください！　この美しい地球を守るための第一歩として、ゴミの分ぶん別べつを積極的にしてるんですから！　ちっ、めんどくせえなあ、とか思ってませんよ、ぜ～んぜん！

　えっ!?

　いま、すごく口く調ちようが悪かった、ですか？

　…………。

　……またまたあ！

　ちっちっちっ。天使様、そんな風に脅おどかして危機感を煽あおんなくたって大丈夫ですって！　順調に、あたしと光ひかる君くんは、こっ、こっ、こっ──ストップ！

　いま、『朝か？』とか、つまんないギャグ言おうとしたでしょ!?

　ごまかしても駄だ目めですよー♪

　天使様の口、ぽかあん、と開いてましたもの。ぽかあん、て。あれは、朝のあ、です。

　あれ？　天使様のこめかみ、ぴくぴく動いてますよ？　どうしたんですか？

　続き？──あ、そうでした、そうでした……こほん。

　では。

　えー、あたしと光ひかる君くんはですね？　順調に、こここっ、こいっ、こいっ、こいっ──って！　なんで傍そばに来てるんですか!?

　あたしがいま、来い、って言ったじゃないか、って？

　違いますよ！

　あたしと光君は順調に恋人への階段を上がってるって、そう言おうとしたんです！

　……きゃー！

　言っちゃった！　言っちゃった！

　だって！　だってですよ!?

　二人はもう、ちゅー、をした仲なんですから！

　しかも！　あたしからしたんじゃなくて、光君からしてくれたんですから、これってすごいことですよね!?

　ね!?

　そりゃ、光君があのことをこれっぽっちも憶おぼえてないっていうのはわかってますけど……気にしないことにしました！

　たとえあのとき、ちょっぴり堕だ落らくしてたとしても、光君は光君ですもん♪

　……こほん。

　愛あい、いいか。おまえは俺おれのもんだ。絶対に守ってやる──なんて！

　そんな風に、あの光君が言ってくれるなんて！　憶えてなくても光君、あたしのこと好きなんじゃないかなあ、って思うんですよ、やっぱり！

　ああいう積極的な光君も、なんだか新鮮で──わ！　な、なんですか？

　わ、わかってます！

　光君が七つの《大罪》を犯して堕落すればこの世は終わり、なんですよね？

　もちろん、そんなことさせません！

　ちょっと悪い光君も確かに格かつ好こうよかったですけど、でも、やっぱりあたし、いつものぼんやりのほほんとした光君のことが好きですもん。

　守ってくれたのは嬉うれしいけど、やっぱり、暴力はいけないと思うし。

　光君、手首捻ねん挫ざしちゃったし。

　包帯してるの見たら、あたし、思わず涙でそうになっちゃいました。痛そうで可哀かわい想そう、っていうのと、守ってくれたんだ、っていうのがじわじわ実感できて。

　え？　悪あく魔まっ娘こたちにばれてないだろうな、ですか？

　それはたぶん……大丈夫だと思います。

　あたしが光ひかる君くんを、す、すすす、好きなのっ──はあはあ……こほん、えっと、それは光君以外のクラスメートが全員、知ってるみたいですから。

　でも、暢のん気きなもんですよ？　みんな。

　世界の危機だっていうのに、あたしと、那な賀が花はなさん、田た名な網あみさん、三人の誰だれが光君とくっつくか、こっそり賭かけをしてるんですから。

　こっちは両肩に世界の命めい運うんが乗っかってて、ずっしり重いっていうのに。

　あ、はい。

　大丈夫です。あたしが天使様に言われて頑がん張ばってることは、ばれてないと思います。そういうそぶり、ぜんぜん見せてないですし。

　でも、おかしいですよね？

　那賀花さんたち、光君を堕だ落らくさせることが目的なら、あたしにあんなにライバル心燃やさなくてもいいのに。

　それは違う？　悪魔が最も恐れるものが愛なのだ──って、あたしって、そんなにすごい力がっ!?

　え？　そうじゃなくて、愛は愛でも愛情の愛、ですか？

　…………。

　……。

　きゃ、は、恥ずかしい……もう！　天使様が悪いんですからね！　紛まぎらわしい言い方するんですから！　だったら、ＬＯＶＥ、って言ってくださいよ。

　あ、ヴの発音は、こうやって下唇を嚙かむようにするんですよ？　学校で習いました。ほら、こうです。こう。

　さん、はい！──らヴ。

　わ、天使様、綺き麗れいな発音ですね。英語の先生になれそうですよ。部屋から出られないんだから無理、って、そうですよね。

　あ、それでどうして、らヴ、が悪魔の最も恐れるものなんですか？

　自分の命を他人のために投げ出すほどの自じ己こ犠ぎ牲せいを生むのが愛であり、それは悪魔の望む利り己こ主しゆ義ぎとは相あい反はんする感情、ですか？

　よくわからないんですけど、それって、恋、とは違うんですか？

　え？　恋は悪魔的だ？

　な、なんですか、それは!?　だって、好きにならなくちゃ、愛だって生まれないじゃないですか！

　そこが狂おしいところ、って──は、はい。確かに、恋は堕おちるものっていいますけど、でもそれは別に、堕だ落らくするわけじゃないですよね？

　近い？

　真に純粋なものを摑つかむには最も穢けがれた場所に近付かなければならない、ですか？　だからこそ、真の愛はダイヤモンドのように眩まぶしい──って、天使様、なんというか……意外とポエマーだったんですね。

　きゃ！　そんなに顔を真っ赤にして拳こぶしを握りしめなくてもいいじゃないですか！　馬ば鹿かになんかしてませんよ！　褒ほめてるんですって！

　……ふう。

　うん、でも天使様の言うことも、ちょっとわかるかもしれないです。

　人を好きになるのって、綺き麗れいなことばかりじゃないですもんね。

　なんていうか、いつもは隠されてる気持ちが剝むき出しにさせられる感じで、頑がん張ばるのも、楽しいのも、悲しいのも、全部、ずっと強くて。

　好きになってもらいたくて自分を磨みがくために、お洋服とか、アクセとか、欲しいと思っちゃったりするし、好きな人が、他ほかの女の子と少し仲良くしてるのを見ただけで、悔しいと思ったり、その女の子が憎らしいと感じたりもしちゃいますし。

　だから恋は危険、ですか……あ、わかった！　つまり、虎こ穴けつにいらずんば虎こ子じを得ず、ですね!?　恋は虎穴で、愛は虎子!!

　あたしも頑張って、虎穴に入って虎子を得ます！　そして光ひかる君くんを守ってみせます！　だって今度の日曜日、あたしは光君とデートなんですからっ!!

　めざせっ二度目の、ちゅー!!

　え？　決意は立りつ派ぱだけど、なんだか急にロマンティックじゃなくなった、ですか？

　んー……確かに、そうかも。

　──んふふ。

　だけど、やっぱり天使様って……ちょっぴりポエ──あたっ!!
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「これは、看かん過かできぬ事態ですわ！」

　むっふー、と馬もかくや、という勢いで息を吐はき出した明あけ星ほし獅しぃ子こは、居並ぶ一同を勝かち気きな瞳ひとみでぐるりと見回し、手にした乗馬鞭むちで大きなテーブルを叩たたいた。

　びしん、という音に一二の瞳が見つめてくる。

　ブロンドの、ポニーテールならぬ、耳の上でツインテールにした髪を振ってひとりひとりの瞳を、事態の重大さをわからせるように注視し、鞭で今度は掌てのひらを軽く叩き、

「そう！　例たとえるなら《デフコン・ツー》!!」

　薄い胸を突き出し、背を反そらす──尊大に。

　これはとても大変なことなのだ、という意味で言ったのだが、ほとんどの少女たちはきょとんとして、なんの反応も示さなかった。ひとりなどはまったく手を休めずに、袋に入ったスナック菓子を機械のように食べ続けている。

　こめかみが引きつる。

　……万事がこれだ。

　まったく危機感というものがない。

　いや、それぞれに抱いだいてはいるのかもしれないが、それをちっとも態度で示せていない。スナック菓子をバリバリやったり、ノートパソコンを開いて株の売買をしたり、化粧を直したりしていては、伝わるものも伝わらない。

「……なあ」

　新しいスナック菓子の袋を開けたぽっちゃりした少女の隣で、細身の体にみっしりと筋肉の鎧よろいを具そなえた田た名な網あみ久く美みが手をあげる。

　身長は一五〇センチと低く、獅ぃ子といい勝負であるが、体重では、重い方が負けとするならば、獅ぃ子の勝利だ。しかし、見た目にどちらが細いか、ということになるとこれが不思議なことに久美の方が細いと思える。

　これは、体に付いた肉の違いだった。獅ぃ子の肉は柔らかい、それなりに脂肪の乗った中トロだが、久美のそれは筋肉で全部ができている、といってよかった。筋肉は重いのが道理。それが見た目に出ているだけだ。

　久美は、昼間はただの不良中学生だが、夜になると一転、渋しぶ谷やや六ろつ本ぽん木ぎにある、秘密会員制クラブなどで行われる《キャットファイト》──レスリングを主体にした女同士の格かく闘とう技ぎ、というかたぶんにショー的な色合いの濃い見み世せ物ものに出場している。

　女なのに『サー』の称号を冠かんむりに持つ子こ猫ねこ──《アイスキャット》がリングネームだ。

　といってもそれは、お金が欲しいというより、宿命である《憤怒ラース》の《罪シン》を発散させるためのことでしかない。

「なんですの、久美？」

「いまのは、こいつへのあてつけか？」

　言って、隣の那な賀が花はな美み巳みの肩に手を置くと、美巳は手を止めずに久く美みを振り返った。頭に『？』マークが浮いているのが見える。置いた手に、ぐ、と力をこめ、久美は獅しぃ子こを責めるような目で見た。

「そりゃあ、こいつは太ってるよ。けどよ、それは《大食グラトニー》の《罪シン》のせいだろ？　明あけ星ほし。てめえはいつもいつも高こう慢まんでいけすかねえ女だけどよ、そんなことを言うやつだとは思わなかったぜ！」

　どん、とテーブルを叩たたくと、分厚い樫かしの天板が悲鳴のように軋きしんだ。

　太ってる、という指摘に美巳は食べる手を止め、ぽそりと、ひどい、と呟つぶやいた。たとえ食べることがやめられないとしても、容姿が気にならないわけではないのだ。

「……いったい、なにを言ってるんですの？」

　獅ぃ子が眉まゆをひそめると、久美は怒った猫ねこのようにしなやかな動きで身を乗り出し、舐なめるように下から睨にらみつけてきた。

　どんな格かつ好こうをしようと本人の自由ではあるが、白いＴシャツに紺のスパッツという体育着姿なのは、廃教会の寄宿舎食堂を改造したこの場に合っているとは言いがたい。

　では獅ぃ子はというと、馬もいないのに赤いジャケットに白いズボン、黒いロングブーツという乗馬服姿で、おかしいともいえたが、これにはちゃんと理由がある。

　幼い頃ころの事故で足の動かない獅ぃ子が移動するには、代わりの足が必要であり、いまも背後に控えている身長二メートルを超える大男、《赤せき兎と》がそうなのだ。

　その名前は、古代中国の武将で今は神様になっている関かん羽うとかいう男の愛馬にあやかって、父親が付けてくれたもので、馬に乗るならば、乗馬服の着用が当然であるから、年中この格好をするしかないのだ。

「だから！」

　久美はもう一度テーブルを殴なぐりつけた。

「さっき言ったろ!?　《デブコン・ツー》って！　てめえは、デブのコンテストに二回もでちまう、って例たとえで危機感を表したつもりかもしれねーけど、もう少し考えろよな!!　美巳の気持ちってやつをよ！」

「……お猿さる」
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「なにい！　てめえ、なんつった！」

「お猿と言ったんですわ！　お猿と！　あなた、脳みそが筋肉でできているんですの!?　あなたの方がわたくしの何倍も──何百倍も失礼ですわ！　わたくしが言ったのは《デ・フ・コ・ン》！　《ディフェンスコンディション》！　アメリカ軍などで使用している、危機状況による防衛態勢ランクのことですわ！　《デフコン・ツー》は、攻撃機に核かく弾だん頭とうを装備する必要があるほど深刻な状況のこと！　今度のことはそれほど深刻な！　わたくしたちへの敵対行為と考えた方がいい、という意味の比ひ喩ゆ！　美巳の肥満に匹ひつ敵てきする危機的状況だなんて、そんなおかしな言いかたをするはずがないでしょう!?」

　びしっ、と鞭むちでテーブルを叩たたくと、くっくっ、と端はしで笑いがこぼれた。

「何なに気げに、君もひどいよ？　獅しぃ子こ」

　切れ長の瞳ひとみに微かすかに涙をためて、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろが腹を押さえている。男の子のような、キツイ巻き癖ぐせの付いた短いブラウンの髪が揺ゆれていた。

　彼女も、久く美みや美み巳み──そしてライバルであり、この危機的状況を作り上げた張本人、白しら鳥とり愛あいと同じく一四歳で、久美たちと同じく、千ち代よ神がみ中ちゆう学がく二─Ａに送りこまれたメンバーだが、背負った《怠惰スロース》の《罪シン》のせいなのか、めったに登校することをしていない。

「ねえ、那な賀が花はなさん？」

「そんなことはありませんわ！」

　美巳が答えるよりも早く、獅ぃ子は鞭を掌てのひらで鳴らした。

「わたくしは久美の言葉を《的てき確かく》に、翻訳したにすぎませんもの！　そうでしょう、久美？　あなたは、だからこそわたくしにおかしな怒りをぶつけたんですわよね？」

「そ、そりゃあそうだけどよ……」

　久美は珍しく口ごもり、しかしすぐに眦まなじりをあげた。

「だからって、せっかく包くるんだオブラートを思いっきり剝はがすことねーだろっ!!　言い方を考えろって言ってんだよ!!」

　久く美みの抗議にしかし、ふー、と獅しぃ子こはため息をついた。

「まったく……うるさいですわね。自分の勘かん違ちがいを棚に上げて、わたくしを詰なじるなんて、やはりお猿さるのすることは野や蛮ばんですわ」

「んだとっ！」

　椅い子すの上に立ち上がり、久美は、だだん、と天板を踏みつけた。怒りが本当に瞳ひとみの中に輝きとなって見える。

　たとえ《憤怒ラース》が久美の《大罪》だとわかってはいても、売られた喧けん嘩かは買わざるを得ないのが、獅ぃ子の《大罪》、《高慢プライド》の宿命だった。

　退ひかぬ。譲らぬ。省かえりみぬ。──これは、世界有数の複合企業コングロマリツト《ヴィーナス・グループ》のオーナーである明あけ星ほし家けの家か訓くんでもある。

「……いい加減にしてもらえませんか？」

　ひやりとするような冷たい声が、一いつ触しよく即そく発はつだった獅ぃ子と久美に冷や水を浴びせた。ポニーテールにした黒髪の、額ひたいに落ちかかる前髪を払い、フレームのない眼鏡めがねを押さえてそう言ったのは、鏡かがみ倉くら子こだ。硬こう質しつなレンズの向こうから、苛いら立だちを隠そうともしない視線を投げてくる。

「時は金なり、でしょう？　くだらない言い争いで時間を浪費することが、この会合の目的なら、わたしは失礼させていただきますが？」

　怒りを孕はらんだ目に、獅ぃ子は久美を睨にらみつけた。退くならば、久美が先だ。でなければ、なにがあろうと獅ぃ子は矛ほこを収められない。それが《大罪》の宿命だ。それを理解している久美は、しぶしぶではあったが腰を下ろした。唇くちびるは思いっきり尖とがっていたが。

「……ごめん、美み巳み」

　あさっての方を向いてそう呟つぶやく。

　白い縁飾の付いた半はん袖そでのドレスっぽい服を着た美巳は、すん、と鼻を啜すすった。モンブランのクリームのようなロングソバージュの栗くり色いろの髪がふわふわと揺ゆれる。

　ゴスっぽい、というらしい格かつ好こうは、可か愛わいらしいといえば可愛らしいのだが、ぽっちゃりした体形を余計に際きわ立だたせているように思えなくもない。

「……ハンバーガー、おごってくれたら許してあげる」

「いいっ!?」

　久美は青くなった。

　当然だ。《大食グラトニー》の《大罪》を宿命にもつ美巳の食欲は底なしである。いくら久美がキャットファイトで多額の報酬を稼かせぎだしているといっても、さすがにバーガーショップ一軒丸ごとの在庫を買いきるほどの蓄えはないだろう。美巳は、それだけ食べるのだ。

　梁はりが剝むき出しの天井を仰あおいで唸うなり、久美は小さく、わかった、と呟いた。美巳はにっこりと微笑ほほえむと、一〇〇個で我が慢まんしてあげるね～♪　と、信じられないようなことを言って、止まっていた手を再び動かし、スナックを口に放ほうりこんだ。

　仕切りなおすように獅しぃ子こは咳せき払いをした。

　ずいぶん脱線してしまった。本題に戻って、傾向と対策を話し合わなければ。倉くら子この言ったとおり、時間は無限ではないのだ。

「よろしくて？　問題は光ひかる様さまがあの子──あの憎き白しら鳥とり愛あいと、仲良くしたいと望んでおられることですわ。それさえなければ、実力での排除も辞じさないところですけれど……けれど！　まるでデートのように二人で出かけることを、黙って送り出すほど、わたくしたちはお人よしではありませんわ！」

「ねぇえ、あれってデートなのぉ？」

　そう言って、牧もく鷹おう羊よう子こが、キャラメルカラーのロングヘアを揺ゆらして、小首を傾かしげた。

　たったそれだけの仕し草ぐさなのに、一七歳とは思えぬほど、やたらと色っぽい。

　九五センチという怪物的な大きさの胸を隠そうともせず、ノーブラでタンクトップという格かつ好こうを恥ずかしがる様子もなく、魅みせる、ということをよくよく知りぬいた態度だ。

　当然といえば当然だった。彼女は現役のグラビアアイドルなのだから。魅せることに関してはまさしくプロ。

　その羊子が動くと、彼女の膝ひざの上に、凶きよう悪あくなまでに大きい胸に挟はさまれるようにして抱だっこされている宇う美み野の巳み和わは、胸の揺れに同性といえど恥ずかしげに、ワンレングスの髪の下でほんのりと頰ほおを染め、いつも手放さないくたびれたテディベアを抱きしめた。

「デートでしょう！」

　腰に手を当てて、獅ぃ子は断言した。

「男女が二人で出かければ、それは、どんな理由があろうとも、デートですわ！　光様はともかくとして、あの白鳥愛は、絶対にそう思っていますわ！」

「そうかなぁ」

《邪淫ルスト》の《大罪》を持つがゆえに奔ほん放ぽうな性格の羊子には、その程度のことではデートにはならないのかもしれないが、白鳥愛は別だろう。あの娘こが光に思いを寄せていることは、知らぬは光本人ばかり、という状況であることを、獅ぃ子は久く美みたちから聞いている。

　そして──思い出すだけで胸が締めつけられるが、光も心の奥底、自らは意識していない場所で、白鳥愛に想いを寄せていることがわかっている。

　その光と愛が、たとえ学級委員の仕事としての買出しといえども、二人で出かけるとあっては放ほうってはおけない。そこで一気に二人の仲が進展して、恋が愛に変わってしまったら、すべてがおしまいだ。

　明あけ星ほし獅ぃ子を始めとする、七人の少女たち、《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》の目的は、神かみ代しろ光に《七つの大罪》を犯させ、堕だ落らくさせて真の姿に目覚めてもらうことである。

　神代光──その正体は、厳密にいえば人間ではない。いまは人の体を持ってはいても、その魂たましいは純粋な高位の存在だ。

　かつては大天使と呼ばれ、その後、堕だして地じ獄ごくの神となった者──悪あく魔ま神しん《ルシファー》。

　それこそが、光ひかるだ。

　獅しぃ子こたちはかつて、自分たちの《罪シン》にそれぞれが思い悩み苦しんでいた。他人と比べて違うということは、個性個性といいながらも周りから突出することを嫌きらう民族性もあって、この国では決して好意的には受け入れられない。

　獅ぃ子にしてもそうだった。

　周囲は、足を悪くして歩けなくなったということに負けないよう強くあろうとして《高こう慢まん》になるしかなかったのだろう、と言っているが、それは大きな間違いだった。

　昔から、獅ぃ子は他人が愚おろかしく見えて仕方がなかった。

　ただ不幸であったのは、扶ふ養よう家族の身でなにを言ったところでわがまま娘の空から威い張ばり、としか見てはもらえず、事実、そのとおりであると幼いながらにわかってしまう頭を持ってしまっていたことだった。

　ゆえに、獅ぃ子は努力した。《高慢プライド》に負けない地位を得ようと、特に会社経営を中心に、何度も倒れるほど、時間を惜しんでありとあらゆる猛勉強をして、一六歳にしていくつもの会社の社長となった。

　とはいえ、年齢だけはどうしようもない。

　この国は長く生きていればそれだけで実力があり、そうでなければ実力はない、と考える傾向があるため、社長には代理人を立てて影に徹しているが、実質のすべての判断をしているのは獅ぃ子だった。

　だがそれでも、どうして自分はこんなにも《高こう慢まん》なのだろう、という疑問に答えが出ることはなく、満足することもなかった。

　求めても求めても求めても果てが見えない、ということがどれほど苦しいか、これは決して余よ人じんにはわかるまい、と思っていた。

　だが数ヶ月前、突とつ如じよとして獅ぃ子は求めていた答えを得た。天てん啓けい、という言葉が本当にあるのだということを、初めて知った。

　具体的に誰だれかの声が聞こえてきて教えてくれたとかいうことではない。まさに閃ひらめいたのだ。

　自分の《高慢プライド》は《罪人シナー》であるがゆえの宿命であると。

　そしてそれは、天使の謀ぼう略りやくによって人間へと転てん生せいさせられてしまった《ルシファー》である神かみ代しろ光を堕だ落らくさせ、再び悪魔神として蘇よみがえらせるために使われるためのものなのだと。

　胸のつかえが下りる、とはまさにこのことだった。

　誰に教わったわけでもなく、なにをすればいいのかもわかっていた。他ほかの少女たちも同じであったのだろう。

　獅ぃ子は、棕しゆ櫚ろとは病院にいた頃ころからの友人だったが、他の少女たちとは初対面であったにもかかわらず違和感はなく、一目で同志であることがわかった。

　役割は違っても目的はひとつ。

　だがそれも、光ひかるが自みずから愛に目覚めてしまえば不可能になってしまうのだ。そうなったら自分たちは永久に救われない。この《罪シン》に、永久に苦しむことになるだろう。

　しかしなにより──

（他ほかの女に光様を取られるなど……我が慢まんできませんわ！）

　その気持ちが強い。

《嫉妬エンヴイ》の《大罪》は、巳み和わの宿命だが、他たの少女たちにそうした感情が欠けているわけではない。だが《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバー同士で取り合うことがないようにか、仲間を差し置いても独占したいという気持ちにはならず、仲間同士では嫉しつ妬とも覚えなかった。

　理由はわかる。

　そうでなければ《邪淫ルスト》の《大罪》への誘惑など、我慢できないだろうからだ。他人よりも《欲》の強い自分たちである。仲間同士で嫉妬を感じていたら、それこそ殺し合いになりかねないだろう。

　しかし他の女には──白しら鳥とり愛あいには取られてたまるものか、という思いが燃えている。

　実行可能な解決策はいくつもある。

　一番手っ取り早いのは、愛を力ずくで排はい除じよしてしまう方法だ。人知れず一家ごと消してしまうことは、《ヴィーナス・グループ》の力をもってすれば難しくはない。

　だが、それはできなかった。

　たとえどんなに慎重にやっても、光にはばれてしまうと《わかって》いるからだ。

　もちろん、その上で、あえて排除を実行することは可能だ。

　だがその場合、光はあらゆる《罪シン》を憎むようになり、最も恐れる結末──大天使《ルシフェル》として、転てん生せいを果たしてしまうことになるだろう。

　そうなったら、自分たちは彼から永久に顧かえりみられることはなくなる。それは、獅しぃ子こたちにとってはこの世の終わりに等しく、想像するだに恐ろしいことだった。

　恋がどうこうということではなく、存在する世界から弾はじき出される、という意味で。

「……で、どうするんですか？」

　ノートパソコンのキーボードに指を走らせながら、ディスプレイから目もあげない倉くら子こにそう訊きかれ、獅ぃ子は頷うなずいた。

「問題は、いかにデートを潰つぶすかですけれど──」

「闇やみ討うちでもすっか？」

　にやり、と久く美みが笑う。

「足でも折れば、デートには出てこれないんじゃねーの」

「この、お馬ば鹿か！　だから、お猿さるだっていうんですわ。そんなことをして、光様に知れたらどうするおつもりですの？　いいえ、きっと知られてしまいますわ。とにかく、白しら鳥とり愛あいに直接危害を加えるような案は却きやつ下か！──他ほかになくて？」

　ぐるり、と獅しぃ子こは同志たちを見回した。倉くら子この指は止まらず、棕しゆ櫚ろはあたりをはばからずにおおあくびをしている。美み巳みももう何十個目かわからない銀色の袋を引き開けて、スナックを摘つまんでいる。まともに考えている人間のあまりに少ないことに、頭痛がしてきた。考えてはいる久く美みにしても、どうせ考えているのは力ずくでいかに解決するか、だ。

「ないんですの？」

　すると、おずおずとテディベアの手があがった。

「巳み和わ、なにかありまして？」

「……デートを潰つぶすなら、光ひかる様さまを、お出かけさせなければいいと思います……」

　テディベアの頭に半分顔を隠しながら言う。

「……そうすれば、デートは中止になるから……」

「お、そうか！」

　ぱし、と久美は自分の掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた。

「じゃあ、光様を監かん禁きんすれば──って！　そんなことできるわけねーだろ！　光様、泣いちまうじゃねーか！　この教会の地下墓地になんか閉じこめたりしたら！」

「なんで地下墓地なんですの!?」

「なんで、って……監禁っていったら地下室だろ？　そこで手て錠じようでパイプに繫つないどくとか」

「光様にそんなことできるわけないでしょう!?　泣いちゃいますわ！」

「だからそう言ってるじゃねーか！」

　久美が吼ほえる。

　はっとして、獅ぃ子は首を振って自分に、落ち着け、と言い聞かせた。久美と話をしようとすると、どうしてもこう喧けん嘩か腰ごしになってしまう。退ひくことを許さない《高慢プライド》の《大罪》が《憤怒ラース》に引きずられてしまうのだ。

「わかったからお座りなさい……」

　鞭むちを持った手をあげて久美をなだめながら、獅ぃ子はこめかみを揉もんだ。と──

「……別に、監禁する必要はないと思いますけど……」

　ぼそぼそ、と巳和がテディベアの陰から言った。

「……デートに間に合わないように、足止めをしておけば、それでいいと思います……みんなで、いろいろと工夫して、それで……」

「なるほどぉ～、さすが巳和ちゃん♪」

　後ろから、羊よう子こがぎゅう、と抱きしめる。大きな胸に顔が文字どおり埋まって、巳和はなんとも恥ずかしげに頰ほおを染めてうつむいた。

　悪くはない──と、獅ぃ子もそれは認めた。

　最近の光ひかるは、明らかに怪しい募金の勧誘などには、毅き然ぜん、とまではいかないが、断ることができるようになっていたが、まだまだ困っている人を放ほうっておくことなどできない性格だ。

　見知らぬ他人に対してもそうなのだから、ともに暮らす自分たちが困っていて、それを見過ごせるはずなどなかった。

「確かに、面おも白しろいアイデアですわ」

　ぴし、と獅しぃ子こは注目させるように鞭むちでテーブルを打った。

「光様が三時間も遅刻すれば、いくらあの白しら鳥とり愛あいでも、怒って帰るに違いありませんもの。それどころか、なんの連絡もなければ、遅刻した光様のことを嫌きらいになるかもしれないですわ。そうなれば、わたくしたちは労せずして、二人を引き離すことができ、傷しよう心しんの光様を堕おとすことも容易になる──」

　それを聞くと、居並ぶ少女たちの瞳ひとみが輝いた。

「けどさあ」

　だが、一人、変わらぬ気けだるさを漂わせて、棕しゆ櫚ろはあくびを嚙かみ殺した。

「そんな上う手まくいくかな？　携帯電話くらい彼女も持ってるだろ？」

「光様が持っていませんわ」

　腰に手を当てて、獅ぃ子は不敵に微笑ほほえんだ。

「家の電話は外から回線を遮しや断だんいたしますから、皆さん、そのおつもりで。携帯に関しては、なにか適当な理由をつけて、決して貸さないように。貸してしまえば、それですべてが水の泡あわですから──なにか質問は？」

　誰だれの手もあがることはなかった。

「では、決まりですわね？　作戦開始は明日の一三：〇〇。終了は一六：〇〇予定。一二：三〇には、電話回線を遮しや断だんいたしますから、そのおつもりで。くれぐれも光様に気け取どられることのないよう、言動には注意を」

　こくり、と少女たちが頷うなずく。獅ぃ子は壁の時計を見た。すでに午後一一時を回っている。光はもうきっと、夢の中だろう。もしも白鳥愛が出てくる夢なら、悪夢であれ、と願わずにはいられなかった。

「では、本日の《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》はこれまで！──解散！」
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　愛あいは姿すがた身みの前で横を向いたり、少しかがんでみたり、くるりと回ってみたりして、自分の様子を何度も確かめた。

　ベッドの上には、何着もの服がまるで衣ころも替がえをしているかのように並んでいる。

　自らを着せ替え人形にして、とっかえひっかえ、ああでもない、こうでもない、とコーディネイトに頭を悩ませているのだが、朝からずっとこんな調子だった。

　なにしろ今日きようは光ひかるとのデート！

　その実態は、文化祭でクラスで使う品に足りないものがあるから買出しに行ってきてくれないだろうか、と担任の来くる栖す先生に頼まれて、中央線で一本の新しん宿じゆくに行くだけのことだったが、なにしろ二人きり、しかも先生のお墨すみ付つき、となれば、心も弾はずむというものだ。

　そんな理由ででもなければ、あの生き真ま面じ目めな光が、女の子と二人だけで新宿のような巨大繁はん華か街がいに行くことなどあり得ない。

　買い物ならなんでも、千ち代よ神がみ駅えきのデパートで事足りる。

　まあ、文化祭の道具もそうなのだが、そこはそれ。

　天使の声だけの後押しもあって、なけなしの勇気を振り絞しぼり、愛は先生に、新宿行きを申し出て認めさせ、さらに、このことは二人だけの内緒にしようね、と光には念を押しておいた。そうでないと、必ず邪じや魔まが入ると思ったからだ。

　とはいえ、あの素直な光のことだ。どこまでそれを守れているかはわからない。

　それに──恋する女の子の嗅きゆう覚かくは侮あなどれない。

　たとえ光がなにも言わなくても、ちょっとしたことで、ピン、とくるということはあるのだ。

　それに彼の周りにいる少女たちは、ただの女の子ではない。

　あの品行方正な光を堕だ落らくさせて、地じ獄ごくへ送りこもうとする《地獄の使徒ヘル・アポストル》なのだから、そのくらいの秘密を暴あばき立てることなど、造ぞう作さもないかもしれない。

　もっとも向こうが悪あく魔まなら、こちらには天使がついている。しかもただの天使ではなく《大》のつく天使だ。

　といっても、悪魔と戦うなにがしかの《力》を授けてくれたわけでもなく、時々、役に立ったり立たなかったりする助言をしてくれる程度だが。

（やったではないか）

　心しん外がいな、と言いたげな声が頭に響ひびいて、愛は、きゃあ、と悲鳴を上げて胸の前を隠した。

　白のノースリーブのブラウスを着ていて、下着姿ではないのだから隠す必要もなかったのだが、思わず反射的にそうしてしまった。

「見てたんですかっ!?」

（安心しろ。視覚は切ってある）

　天使の姿は部屋の中にはない。今はこことは違う場所にいて耳と声のチャンネルだけを開いているのだろう。

　彼は愛あいの五感を通して、実体化できない部屋の外の様子を見聞きし、いろいろと助言をしてくれるのだが、光ひかるが関係していない場所、特にお風ふ呂ろやトイレなどのプライベート空間では絶対に、あとは基本的に、こちらから呼びかけない限り接続を切ってもらっている。

　とはいえ、実際にそれを守ってくれているかどうかは確かめる術すべはなく信じるしかないのだが、こうした盗み聞きのようなことがあると、それも疑いたくなる。

　だが、天使は気にした様子もなく、

（素晴らしい《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》の一ひと揃そろえ──なぜあれを使わない）

　そう続けた。

　確かに、そんなものも貰もらった。

　どういうものかといえば、いわゆる《キューピッドの矢》というやつである。それを使えば、たとえ相手のことをなんとも想っていなかったとしても、あっという間まに好きになる、という超便利グッズだ。

「いやですよ」

　ちょっとポーズをとってみながら、愛は言った。

「そんなの、噓うその恋ですもん。わたしは、ちゃんと光君に好きになってもらいたいんです。そんなの使って好きになってもらっても、こっちが冷めちゃいますよ。天使様がこっそり、光君に矢を射ってくれればよかったのに」

（同じことではないのか？）

「ぜんぜん違いますよ！　知らなかったら、光君、わたしのことを好きになってくれたんだ、って素直に喜べますけど、誰だれかに無理やり強制されて好きになってもらったなんて知ったら、ショックですもん」

（そんなものか）

「そんなものです。わたしにだって、たとえほんのちょっぴりでも、プライドはあるんですから。光君にはちゃあんと好きになってもらいたいですもん」

（自信があるのだな？）

　う、と愛は言葉に詰まった。そう訊きかれてしまうと、なんとも答えが難しい。残念ながら、自信があるとはいえないかもしれない──いや、むしろない。一四歳にして、いまだ誰とも付き合ったことはないし、告白されたこともないのだから、モテている、とはいいがたい。

　いまだ下町気質かたぎが残ってはいても時代の流れには逆らえず、クラスではすでに誰それが初体験を済ませた、などという話もある。

　もっとも、ほとんどの女子は耳を赤くしてそのいかにもありそうな話を聞いては驚いているばかりなのだが、それでも彼氏のいる子は少なくはないし、遊びとかではない、本気のファースト・キスを済ませている者もいる。

（人ひと事ごとのように言っているが、おまえもであろうが）

　そう天使に指摘されて、愛あいは瞬間湯ゆ沸わかし器きのように真っ赤になった。

　言われてみれば、そうだった。

　渋しぶ谷やの工事現場での情熱的なキスのことは、忘れるはずもないが──思い出しただけで体温がぐうっと上がる──クラスメートが話していることとは違うように思えていた。

（この調子で頼むぞ）天使の声が頭に響ひびく。（堕だ落らく中のくちづけ、というのは気に喰くわぬが、神かみ代しろ光ひかるが深しん層そう心しん理り下かでおまえのことを憎からず想っていることはわかった。あとはそれをいかに表層に引き上げるか、だ。その点で、その服装はなかなかいい）

「本当ですか？」

　愛は腕を解ほどき、鏡に全身がよく映るようにした。目を通して天使にも見えるように。

（うむ。肌の露ろ出しゆつが多いのがなによりだ。若い男子にはそれが一番効く。制服は半はん袖そでが限界ゆえに、肩の露出は新鮮だろう。脇わきからちらちらと覗のぞくブラジャーにもときめくはずだ。できればブラジャーはもう少し濃い色の方がいいな。その方が透すけやすい）

　ばっ、と愛は腋わきを締め、じとっとした目で鏡を──そこに映った自分の瞳ひとみの奥を、睨にらむように見た。
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「……天使様、えろおやじっぽい……」

（な、なにを言うか！　私は、一般的な中学生男子の生理的な反応を、効果的に引き出す案を出しているだけだ！　肉体という檻おりに閉じこめられている以上、心もその影響からは──）

「まー、そういうことにしておいてあげますけどー」

　言いながら、愛あいは持っているブラジャーを思い浮かべた。

　だが、あいにくと、なるべく透すけないように、という観点からしか買っていないので、一番濃い色のでもスカイブルーのものだった。それに──天使の言うことに一理あるのだとしても、やっぱり恥ずかしい。

　けれど、今日きようはこのノースリーブの服に決めた。夏っぽいし、せっかくの機会なのだから、どうせなら普ふ段だんとは違う自分を見てもらいたい。腋わきはしっかり締めておくけれども。

　スカートはピーチカラーで、膝ひざ上でふわりと裾すそが広がっている、乙おと女めチックなとっておきの逸いつ品ぴんに決めてある。新しん宿じゆくのあるショップで見つけて惚ほれこみ、お年玉をすべてつぎこんで手に入れた、中学生には高価すぎるほど高価な服だ。

　ずっとこれを着ける《特別な日》を探していたのだけれど、光ひかるとのファーストデートなら、これ以上のいい日はなかった。

　いつもしているカチューシャの替わりに、今日は薄桃色の細いリボンを頭の上で結び、靴下に白と薄緑の横よこ縞じまのハイソックスを穿はくと、ようやく納なつ得とくできた。

　これで光を誘ゆう惑わくできるとか、そういうことではなくて、これなら自信を持って彼の前に立てる。そう思えると、笑顔もいつもと違うように感じる。

（気のせいではないぞ）

　なんだか優しげな天使の声が、頭の中に響ひびいた。

（自信が、おまえを輝かせているのだ。それは《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》のごとく、人の心を射い貫ぬく力を持ち得る。その可能性があるからこそ、私はアレの使用を強制しないのだ）

　人に言われると、なんだか胸にすとんと落ちた。うれしい。

　鏡に──天使に向かって、愛は微笑ほほえんだ。

「ありがと、天使様。わたし、頑がん張ばるね♪」

（うむ。その意気だ。いざとなったら押し倒すくらいの気き概がいを持て。新しん宿じゆくには新宿御ぎよ苑えんとかいう、カップルの集つどう場所があるのだろう？　草むらで契ちぎるというのも──）

「ててて天使さまっ！」

　愛は悲鳴のように叫んで、顔を真っ赤にした。

「なななななに言ってるんですかっ！　そんなことしませんよっ!!」

（しろよっ！）

「しませんっ!!　そんな！　外でなんてあり得ないですっ!!　っていうか、天使様、口く調ちよう変わってるし!!」

（──おほん。そんなことはないぞ）

　ごまかした、と思ったが、愛は黙っていた。蒸し返してこれ以上、契れ、などと言われてはたまらない。出かける前から、よけいな汗をかいてしまう。

　無言で制せい汗かんスプレーの缶を手に取り、それを腋わきの下に吹きかける。

　当然のエチケットだ。

　鏡を覗のぞきこみ、唇くちびるにはパールピンクのリップクリームを塗る。これは化粧ではなく、唇を保護するための薬だから校則に違反はしていない。

「……うん」

　艶あでやかな唇はぷるっとしてゼリーのようで、顔の中でとても目立っている──気がする。

（傘を持っていった方がいいぞ）

「え？　雨、降るんですか？」

（夕立があるだろう、とＴＶで言っていただろう？　聞いていなかったのか？）

　そうだっただろうか、と思いながら、愛あいはレースのカーテンを開けて空を見た。真っ青な、いい天気だ。雲ひとつだってない。今日きようもすごく暑くなりそうだ。

「大丈夫ですよ。それに、もし雨が降っても、雨あま宿やどりするところは沢たく山さんありますから」

（……ふむ、そうだな）

　なんとなく、顎あごに手を当てている気がした。

（雨宿りという理由があれば、ラブホテルにも入りやすいか）

　突然飛び出した単語に、愛は絶ぜつ句くした。

　光ひかるとそんなところに入る……考えただけで、恥ずかしさのあまり窒ちつ息そくしそうになる。なんてことを言いだすのだろうか、この天使は！

「入りませんっ！」

　ショルダーバッグを引っ摑つかんで怒ど鳴なり、愛は部屋を飛び出して乱暴に扉とびらを閉めた。

　──まったく、熱が出そうだ。




　　　　☆




（これでいいかなあ……）

　自分の格かつ好こうを見下ろして、神かみ代しろ光は首を捻ひねった。

　机にベッド、それにクローゼットがひとつという、それでもう一杯の狭せまい部屋の中には、姿すがた見みなどというものはない。

　それを不便に思ったことはない。そう思ったのは初めてだった。これまでは洗面で事足りていて、全身の様子を見る必要などなかったからだ。

　けれども、それを今日は欲しいと思った。

　客観的に見られないと、いったいこれでおかしくないのかどうか、さっぱりわからない。

　そもそも、休みの日に愛と出かけるといったことが初めてで、制服以外にどういう格好をしたらいいのか、見当が付かなかった。

　とはいえ、悩むほど数を持っていないのも事実である。

　その中でいかに組み合わせるか、相談するなら、現役のグラビアアイドルでもある羊よう子こがいいのかもしれなかったが、愛あいに、これまでに見たことのない真剣な顔で、

「内緒だから」

　と言われて、頷うなずいてしまった以上、それは守らなくてはならなかった。内緒にしなければならない理由はわからなかったが、それはもう約束だ。

　だから、一いち応おう、午後から出かけることは共有スペースである食堂のホワイトボードに書いておいたが、詳しいことは説明していなかった。

　皆がそれを読んだかどうかはわからなかったが、少なくとも、朝食のときには、獅しぃ子こたちからはなにも訊きかれていない。

（だけど、今け朝さはみんな、なんだか静かだったなあ……）

　振り返るとそう思う。

　いつもは、眩暈めまいがするほどにぎやかな食卓が、今日きように限っては誰だれも無む駄だ口ぐちを叩たたかず、黙もく々もくと箸はしを動かしていた。お腹なかがはち切れそうになっても、さらにまだ、美み巳みが料理を勧めてくることもなく、ほとんど風ふう物ぶつ詩しとなっている獅しぃ子こと久く美みの喧けん嘩かも起きなかった。

　いいことのはずだが、

（ちょっと物足りなかったかも）

　そう、光ひかるは思った──にぎやかさも、お腹も。

　だが、そういう日もあるのだろう。自分のように気楽な学生ではなく、彼女たちはそれぞれが仕事を持っているのだから。

　獅ぃ子は複数の会社のオーナーで、倉くら子こは株のトレーダー。

　羊子はトップグラビアアイドルでＴＶにも出ているし、久美は毎晩ではないがリングに上がって血まみれになって勝利をもぎ取り続けている。

　ただただ食べているだけのように見える美巳も、それ自体が試作品の試食をしてアンケートに答える、という仕事だ。

　最年少の一三歳の巳み和わでさえ、ネットで自作のぬいぐるみを売っていて、テディベア作家としてそれなりに有名らしい。

　比べて、自分がしている仕事は、この、人の訪れない廃教会の管理だけである。その主な役目は掃除で、今ここは自分の家でもあるのだから、これでお金を貰もらうのは申し訳ない気もする程度のものだった。

（なのに、物足りないなんて思ったら駄だ目めだよね）

　首を振って自分を戒いましめ、光は肩に斜めに鞄かばんをかけた。

　結局、なんとかいうメーカーのプリント柄のＴシャツの上に綿のシャツを羽は織おり、下は黒のジーンズという無難そうな格かつ好こう以外に思いつかなかった。もちろん、裾すそはきっちりとズボンの中に入れている。

　机の上の目覚まし時計を見ると、一時半を少し回ったところだった。待ち合わせは、二時半にＪＲ新しん宿じゆく駅えきの南口の改札をでて甲こう州しゆう街かい道どうを渡った先の遊歩道、新宿サザンテラスにあるジェラート店の前である。

　十分に間まに合あう時間だ──なのに、どうしてか逸はやる。いやな逸り方ではなく、待ちきれない、といった感じに近い。

　勢いこんでドアを開けた途と端たん、堅い手ごたえとともに、ごん、と音がした。

「いたぁい♪」

「わ！」

　少し遅れて、なんだかなまめかしい声がして光ひかるは驚き、慌あわてて顔を出した。

　すると廊下に、まるで寝乱れたかのような格かつ好こうで、羊よう子こが倒れていた。

　ドアは、彼女の頭を直撃してそこで止まっており、開けた拍子にぶつかって仰あお向むけに倒れたのかとも思ったが、それにしては妙になまめかしい。

　ほわん、と羊子の体からピンク色の光ひかりが立ち上っているかのようだ。緩ゆるめのタンクトップの肩口からは、つきたての餅もちがあふれてしまったかのように、大きな真っ白い胸が半分ほども肌を覗のぞかせていて、内臓はどこにあるのか、と訊ききたくなるような細い腰の中心で、呼吸をするように形のいい臍へそが微かすかに拡かく縮しゆくを繰り返している。

　そんなに乾燥しているわけでもないのに、やけに喉のどが渇いて、光は唾つばを飲みこんだ。

　なぜだか心臓が痛い。

　それは締めつけられるような感じではなくて、ふくらんで割れてしまいそうな感覚だった。

「いたいよぉ、光様♪」

　全然いたそうではない声でそう言って、羊子はつぶっていた片方の瞳ひとみを開いた。ブラウンのそれは潤うるんで、窓から差しこむ陽光にクリスタルのように輝く。

　ごくり、と喉が動いてしまって、どうしてか、それがとても恥ずかしかった。すると、羊子のぽってりとしてゼリーのようにぷるんとした艶あでやかな唇くちびるが微笑ほほえみの形になった。

　光は、理由はわからないが顔が熱くなるのを感じながら、廊下に出て扉とびらを閉め、彼女の傍そばに膝ひざをついた。

「あの、大丈夫ですか……？」

「駄だ目めぇ♪」

　甘えたような声それ自体に香りがあるように、光は頭の芯しんがぼおっとなった。

「動けないかもぉ。ほらぁ、頭、ごつんってやったから♪　ひょっとしたら、脳内出血とか起こしちゃってるかも……」

「えっ、じ、じゃあ、救急車を──」

　驚いて立ち上がりかけた光は、手首を、細腕に似合わぬ力強さで摑つかまれてつんのめった。慌あわてて自由な手を廊下について体を支えたが、その結果、羊よう子こに覆おおいかぶさるような格かつ好こうになって、鼻先が触れるほど、彼女の顔が目の前にあった。

「う・そ♪」

　唇くちびるが触れそうになる。羊子の息は薔ば薇らの香りがした。

「ちょっと立ちくらみがして、それで廊下で休んでたら、ドアが開いて頭を軽く打っちゃっただけだからぁ、大丈夫ぅ♪」

「そ、そうなんですか……よかったです……」

　声がかすれる。まともに目を見られず、光ひかるはきょろきょろとあたりに視線を走らせたが、顔が近すぎてどこもかしこも羊子で一杯だった。

「光様ぁ？　モック、お部屋に行きたいんだけどぉ、ちょっとふらふらするから肩を貸してもらえますかぁ？」

「は、はい！」

　光は慌あわてて羊子の上から退のくと、彼女に手を貸した。

　羊子は光の腕に摑つかまりながら立ち上がり、するりと肩に手を回してきた。

　肩の上に、幸せな柔らかさを感じてちらりと見ると、タンクトップからあふれた真っ白な胸がそこに乗っかっていて、驚いて、う、と息が詰まった。

　光の身長は一六〇センチなく、逆に羊子は一七〇センチを超えている。だからといって、肩に胸が乗っかってしまうというのは、その大きさが並ではないことを示している。

　吸い寄せられてしまったかのように、目が離せない。呼吸が荒くなるのがわかり、体の芯しんの方が、なぜだかむずむずした。

「光様、どうしたのぉ♪」

　羊子のその声に我に返り、光は首を振った。

「な、なんでもないです……い、行きましょお」

　声が上うわずってしまったのが、どうしてか、ひどく恥ずかしかった。すると、まるでこちらの思いなどお見通し、というように羊子は微笑ほほえみ、体重を預けてきながら歩き出した。

　なにやら、柔らかすぎる布ふ団とんの上を歩いているかのようで、よろり、ふらり、としながら、ずらりと廊下に非等間隔に並んだ扉とびらのひとつを光は目指した。

　光が少女たちと共同で使っているここは、元は修道士たちの宿舎で、ほとんど廃はい屋おく同然だった建物をリフォームしたものである。

　商店街の福引にあたって、ヨーロッパ旅行に行ったきり帰ってこない（定期的に絵葉書は届く）、本来の管理人の玄げんの許可は得ているとはいえ、原形をとどめているのは外観と、光の部屋くらいのもので、あとは徹底的に改装されていた。

　並んだドアは個性豊かで、それを見れば誰だれの部屋かわかるようになっている。光は、羊子の巨大なポスターがプレート代わりに貼はられたその前で止まった。隣で寄りかかっている少女と同じ顔で、外国のホテルのプールサイドに立った羊よう子こが微笑ほほえみかけてくる。ビキニのブラはしておらず、豊かな胸は腕で隠されているだけだ。

「これ、今年の新しいやつなんだぁ♪」

　うれしそうに羊子は言った。

「昨日きのう、出来上がったばかりなの♪　発売になる前に持ってきちゃったぁ」

　ふふふ、と笑うその横顔は、先ほどまでの妖よう艶えんなものとは違って、甘いのだけれどもすっきりとした、どきどきするというよりも思わずこちらも微笑んでしまうような笑顔だった。

「素敵ですね」

　素直にそう言うと、羊子は表情をぱっと輝かせ、素早く頰ほおに唇くちびるを押しつけてきた。

「ありがと♪」

　独特の柔らかさと、不意打ちに硬直していると、彼女はいたずらっぽく目を細めて扉とびらを開けて中に入り、足元の定まらない光ひかるは、どちらが支えられているのかわからない有あり様さまで、部屋の中に引きずりこまれてしまった。

　くるりと体の位置が入れ替わり、光は後ろから抱きしめられる格かつ好こうになった。冷房は効いているものの、部屋の温度は決して低くはなく、触れ合う剝むき出しの二の腕はしっとりとしている。だが、少しも不快ではない。背中でドアの閉じる音がして、頭に頰が押し付けられる。

「あ、あの……ベッドにいきましょう」

　またしても鼓こ動どうが速くなったのを不思議に思いながら、光は言った。羊子の体調も心配だが、時間も気になる。

「まぁ♪　誘ってるの、光様？」

「え、誘う……？」

　光は首を傾かしげた。

「あの……具合が悪いんなら、横になった方がいいと思って……」

「なーんだぁ」

　大きな姿すがた見みの中で、羊子が唇を尖とがらせた。

　その鏡は壁の一角を占めていて、部屋を実際よりも広く見せている。羊子の部屋は白っぽい印象で、家具などもクリーム系の色調で統一されていた。天てん井じようには羊子自身のポスターが何枚も貼はられ、どこにいても見られている感じがある。

「モック、てっきり光様が目覚めたのかと思っちゃった」

「起きてますよ？」

「そうじゃなくてぇ！　もう、可かぁ愛わいい♪」

　ふう、と耳に息をかけられて、光はぞくぞくっとした。

（風か邪ぜ……？）

　ぞくっとしたら、それは病気の──熱が出る前ぜん兆ちようという認識しか、光にはなかった。

「光ひかる様さま？　モックのこと運んでくれる？」

「あ、はい」

　背負った羊よう子こを半ば引きずるようにして、光はベッドに向かった。耳元でくすくす笑いが止やまず、とても具合が悪そうには見えないが、本人がそう言っているのを疑う理由はなかった。

　この頃ごろは、体調のことでクラスメートから学校で用事の交代などを頼まれると、本当かな、と微かすかに疑う自分に戸と惑まどうことがあったが、この場合、なにかを代わってほしい、という話ではない。

　なんとかベッドに到着すると、のそのそと後ろを向いてベッドに二人で腰掛けた。

「あの、手を──」

「だぁめ♪」

　離して、と言おうとしたのだが、逆に腕に力が籠こもり、光は後ろから抱きかかえられる格かつ好こうでベッドに引き倒されてしまった。天井のポスターの羊子が微笑ほほえんでいる。首筋に顔をうずめられて、光は身を捩よじった。彼女の息、唇くちびる、そして髪が肌に触れるたびに、産うぶ毛げがふわっと立つ。

「んー、いい匂におい♪」

「わ、く、くすぐったいです、牧もく鷹おうさん！」

「いや？」

「い、いやじゃないですけど……」

　そう、不快ではない。ないが、なにやらひどく落ち着かなかった。腰のあたりが、そこには別に触れられてもいないのに、くすぐったいような、熱いような感じがする。

「光様、気持ちのいいこと……嫌きらい？」

「い、いえ」

「そ。よかったぁ」

　するり、と指がズボンのウエストに滑りこんで、シャツの裾すそを引いた。

「わ！　な、なにをするんですか？」

　慌あわてて羊子の手を押さえようとしたが、彼女の方が力が強い。抵抗はむなしく、ずるりと裾は引き出されてしまい、きれいな爪つめの先が柔らかいお腹なかの肌をこすった。

「……光様ぁ、いまどき、ズボンの中に裾を入れる男の子なんていないよぉ？　学校じゃどうかは知らないけどぉ、私服でそれはみっともないと思うなぁ」

「そ、そうなんですか……？」

　お腹から手が離れないことになぜか緊張を覚えながら光が訊きくと、羊子は頷うなずいた。

「うん♪　モックだったら、そんな男の子とは一緒に街を歩きたくないな。恥ずかしいもん」

「は、恥ずかしい……」

　そんなこと、考えたこともなかった。では、もしこのまま出かけていたとしたら、知らず、愛あいに恥ずかしい思いをさせていたということだろうか。

　危なかった。

　日ごろ、とてもよくしてもらっている愛あいに、恩を仇あだで返すような真ま似ねはできない。こんな重要なことを、自らの体調の不良を押して教えてくれた羊よう子こに、光ひかるは心からの感謝を覚え、胸が熱くなった。

「……羊子さん」

「んん？　なぁに？」

　腰骨のあたりをじかに撫なでられ、軽く耳たぶを嚙かまれ、うなじの産うぶ毛げがさわいだ。けれどそれも、光の気持ちを揺ゆるがすことはなかった。

「──ありがとうございます」

　光は、心からの笑顔で羊子を振り返った──




　　　　☆




（早く、来すぎちゃった）

　携帯のサブディスプレイの時計を見て、愛は、もっと落ち着かなくちゃ、と深呼吸をした。

　なにしろ、待ち合わせにはまだ三〇分もある。

　もしかしたら、光のことだから遅刻をしないように早く来ているかもしれない、と思い、早めに家を出たのだが、さすがに早すぎたようだ。

　場所は──あっている。

　サザンテラスにできたばかりの、ジェラート店の前。ソフトクリームではない。コーンのカップもちゃんと四角い、本格的なジェラートだ。

　この前、クラスメートで席も近くの平ひら山やま綾あや香かが行ってきて、とても美お味いしかったという話を聞いて、一度、来てみたいと思っていたら、タイミングよく買出しの話があって、それで無理やりに新しん宿じゆくまで足を延ばすことを、認めさせたのだった。

　それにしても、カップルが多い。

　もっと家族連れでにぎわっているところを想像していたのだが、小さな子供を連れている人はまれで、女の子同士か、カップルがほとんどだった。

　皆、別の種類のジェラートを頼んで、食べあっている。シェアっていうんだっけ、と愛はなにかで聞いた単語を思い出した。あれはとてもいい。この店のジェラートは、ひとつ四五〇円と高い。一人ずつ別なものを頼んで食べあえば、安くいろんな味が楽しめる。

（だから、男の子同士で来てる人ってほとんどいないのかな？）

　女の子同士は、同じ缶を回し飲みしたりとか、その辺、あまり気にしない子が多いのだが、男の子はいやがるということを聞いたことがある。もちろん、カップルは大丈夫だろう。でなければ、キスなんかできない。

（キス……）

　不意に、工事現場での荒々しいキスを思い出してしまい、愛あいは頰ほおを熱くした。

　唇くちびるの感触は、目を閉じれば今も残っている。

　光ひかるのそれは、思っていたよりも柔らかくて不思議な感触だった。他ほかでは体験したことのない気持ちよさがあった。

　時々、どんななんだろう、と思いをめぐらせて自分の唇を押してみることはあったが、本当のキスは、そんなことでわかるものではなかった。

　指で唇を触さわるのと、唇で唇に触ふれるのとでは、まったく感覚が違う。

　あのときに気を失ったのは、光が元に戻ったときの《浄じよう化か》のせいだと思っていたのだが、もしかすると、キスのせいかもしれない。

　ファースト・キスがあんな不意打ちだったのは、まったく想像していなかった。

　驚いたのと気持ちがよかったので気が遠くなった、というのもあり得る。

（また……できるかな？）

　愛は唇を押した。しっとりとして、それでいて強く押し返してくる。リップクリームは、この日のために下ろした新しいものだ。あのときのキスを光は憶おぼえていないから、これを見てもなにも思わないかもしれない。だが──

（悪い光君だって、光君だもの。キスした感じは体に残ってるはず……それに、いつもと違う場所で、いつもと違うわたしを見たら、思い出してくれるかもしれないし。そしたら……そしたら、あのときのことを思い出して、

『あ、あのときはごめんね……』

『えっ、な、なんのこと？』

『そ、その……あんな、無理やり……キキキキキキスとかっ!!』

『う、ううん！……い、いいの……うれしかったし』

『！　ぼ、僕も思い出せてよかった……』

『神かみ代しろ──ううん、ひ、光君……』

『──白しら鳥とりさん』

　なんて言って、そしたら光君は肩とか摑つかんできて、二人とも顔が真っ赤で、あたりに人がいるんだけどそんなのもうぜんぜん気にならないただの背景になっちゃって、あたしもこう、ゆっくりと目を閉じて、そしたら光君も目を閉じて、それでそれで、唇をんーって──）

　えへへ、と愛は頰を緩ゆるませた。と──

　──そのまま草むらに押し倒せ！

「わあ！」

　なんの前触れもなく脳内に響ひびいた、デリカシーのかけらもない覗のぞき見み趣味の天使の声に、愛は大声をあげてしまった。それまでにぎやかにジェラートを楽しんでいた雰ふん囲い気きが一変し、周囲はしんと静まり返った。みんながこちらを見ている。

　突き刺さる人々の視線に、愛あいはそれまでとはまったく違う理由で顔を真っ赤にして、慌あわてて店に背中を向けてしゃがみこみ、植えこみでなにかを探すふりをした。

（……人の想像に変なオチをつけないでくださいっ!!）

　涙目になって、愛は天使に抗議した。

　だが天使は気にした様子もなく、指を振る仕し草ぐさが目に浮かぶような感じで、ちっちっちっ、と舌を鳴らした。

　──変ではないぞ。おまえの目的は神かみ代しろ光ひかると《契ちぎる》ことだ。それを忘れたのか？

　生々しい《契る》という言葉に、愛はしゃがみこんで植えこみの枝を引っ張りながら、ますます顔が赤くなるのを感じた。

　忘れるはずがない。

　正直に言ってしまえば、キスをしてからはそれが急にリアリティを持ってきてしまい、逃げ出したくなるような、でももっと近づきたいような、訳のわからない気持ちに、光を見るたびに襲おそわれるのだ。

　だから、二人きりで会ったりしたら、どうなるかは自分でもわからなかった。

　学校のように誰だれかの目があるわけでもない。気持ちが暴走して、自分から飛びついて、キス、してしまうかもしれない。

（って！　なに考えてるの、わたし！）

　ぶちぶちと、愛は葉をちぎった。今なら頭の上でお湯が沸わかせそうだ。

　──いいではないか、すれば。

　再び、無責任な天使の声がして、愛は唇くちびるを尖とがらせた。

（……そんなこと駄だ目めです）

　──なぜ？

（だって。光君、わたしをどう思ってるか、わからないし……）

　──告白されたではないか。

　天使の言葉に、愛は眉まゆをひそめた。

　確かに。あれは、告白といえばいえるかもしれない。

　渋しぶ谷やの静かな住宅街の工事現場で、悪い気けにあてられたクラスメートに襲おそわれたとき、光は《憤怒ラース》の罪を犯し、《堕落ダウンフオール》してまで助けてくれ、そのとき、

『おまえは、俺おれのもんだ』

　と、言われたのだ。

　そのあとで、不意打ちの荒々しいキスとなったのだが、元に戻った光はしかし、キスともども、なにを言ったかも、それどころか、愛と会ったことさえ、すっかり忘れていた。

　なので、表面上、二人の関係はなにも変わっていない。

　愛あいだけが、勝手にうわついている状況ともいえた。

　ただし、久く美みはなにがあったかを知っている気がしてならなかった。あの夜以降、彼女の視線には殺意に似た冷たさを感じる。

　もしかしたら、見られていたのかもしれない。

　渋しぶ谷やに行ったのは、久美がキャットファイトを利用して光ひかるを《堕落ダウンフオール》させようとするのを阻止するためであったのだから、傍そばにいたとしてもおかしくはなかった。

　──かまわんではないか。

　淡たん々たんとした天使の声が頭に響ひびいた。

　──あれは連中には打撃だったはずだ。神かみ代しろ光の中に《愛》があるかもしれないとわかったのだからな。《堕落ダウンフオール》に《愛》は天てん敵てき。それに、たとえ神代光自身が憶おぼえていなくとも、あれが彼奴きやつの本心だろう。ゆえに、安心して押し倒すがいい。

（やです！──あっ）

　思わず手に力が入り枝を折ってしまい、愛は、慌あわててそれを根元に隠した。管理者が飛んできて怒られるかもしれないと思いながら、そうしたところで姿が見えなくなるわけでもないのに、息を殺して時間がすぎるのを待った。

　──なぜだ？

　どうやら見つからなかったらしい、と思えた頃ころ、再び天使の声がした。

（……天使様の言うとおりかもしれないですけど、わたしはちゃんと、あの光君の口から聞きたいんです──気持ちを）

　すると、天使は大きくため息をついた。

　──白しら鳥とり愛。

（はい）

　──ならば、おまえから告白すればいいではないか。気持ちが聞きたいというのなら、問いかければいい。待っていて、それで、あの神代光がおまえに自分から告白してくれると思うのか？　《堕落ダウンフオール》した彼奴ではなく、今のあやつが。

（う──）

　愛は、がつん、と見えない拳こぶしで殴なぐりつけられたような気がした。

　確かにそのとおりだった。

　なにも言わずに気持ちに気付いてほしい、などというのは都合がよくて図ずう々ずうしい話かもしれない。それに、もしそんなことができる少年なら、とっくに気付いているはずだった。なにしろ、クラスで愛の気持ちを知らないのは、当の本人だけ、という状況なのだから。

　だが、こちらから言えば、さすがの光も気付くはずだ。

　いくらなんでも、女の子から『好き』と言われて、それを、友達として、だとか、そういう風には捉とらえないだろう。

　──安心するがいい。

　背中を押すように、天使が脳内で囁ささやいた。

　──もし駄だ目めでも《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》がある。それを使えば、今度は神かみ代しろ光ひかるからおまえに熱烈な告白をしてくるだろう。うむ、安心だ。

　愛あいはため息をついた。やっぱり、わかっていない。

（……何度も言ってますけど、あの矢は使いません。光君の《堕落ダウンフオール》を止める以外には、ですけど。そんな道具で無理やり好きになってもらってもうれしくないですし、そんな光君に、そ、その、だ、だ、抱かれてもっ、か、悲しいだけですから……）

　一気に頭の中で言って、愛は息をついた。性に関係することを口にするのは、やはりどうしても慣れない。

　──おまえは勘かん違ちがいをしているぞ。

　額ひたいに浮き出した汗をハンカチで押さえた愛の頭の中で、そう声がした。

（勘違い？）

　──そうだ。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は無理やりに愛情を抱いだかせる道具ではない。新たなる目を開かせるためのものなのだ。

（どういう、ことですか……？）

　──あれはまさに《矢印》なのだ。射られた者の目を対象に向けさせるための道みち標しるべ。それまで見ていなかったものを見させ、気付かせるための指針。それだけのものにすぎぬ。

（じゃあ、誰だれにでも効果があるってわけじゃないってことですか？　それって、ちょっとは好きっていう気持ちがないと駄だ目めってことですよね？）

　──いいや、ある。

　天使はきっぱりと言いきった。

　──人の心には目には見えぬ汚れがついている。それは思いこみであったり、偏へん見けんであったり、つまらない意地であったり、世せ間けん体ていであったりとさまざまだ。汚れは心の目を曇くもらせ、相手の本質を、人が誰でも持つ輝きを見えなくしてしまう。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》はそれを剝はがし、相手の本質を見せるだけのこと。愛情を覚えるのはその結果の自然の成なり行ゆきだ。本質を知れば、人は誰でも他人を愛することができる。

（わー……いま、なんだかすごく天使っぽいこと言いましたねー）

　──ぽいのではなく天使だ！

（あはは）

　愛は、笑って立ち上がった。いまの説明が本当なら、いい道具だ。心を変えるのではなく、本来の姿を見せることを助けるためのものだというのなら。

（あ、だから《堕落ダウンフオール》に効くんですか？）

　──うむ。汚れを落とし、本来の姿に戻すという効果は《堕落ダウンフオール》にも効く。ゆえに、安心して神かみ代しろ光ひかるに使うがいい！　そして一時も早く《契ちぎる》のだ！

（考えておきます）

　そう言って、愛あいはジェラートの店を振り返った。

　人々はもう、先ほどの愛の奇行などなかったかのように、休日の午後を楽しんでいる。もうすぐ自分もあの仲間に入れるのだと思うと、うれしかった。お薦すすめはメロンとパイナップルらしい。別々に買って、本当に分け合えたらどんなにいいだろう。もちろん、直接、口をつけてというのは恥ずかしいし、ハードルが高いから、スプーンでちょっと貰もらうだけでいい。それでも間接キスのようなものだ。

（もしかしたらもしかしたら、そのスプーンで食べさせ合いっことかできちゃったりなんかして！──って、落ち着くのよ、愛！）

　またしても暴走しそうになった自分を戒いましめ、愛はバッグから携帯を取り出して、再び時間を確認した。

　二時一五分。

　あと一五分もしないうちに光が来る。そうしたらジェラートを買って食べて、それから本来の目的である買い物に行って、そのあとは──流れ次第。一いち応おう、お金は持ってきてあるから、ちゃんとした喫茶店にだって入れる。

（楽しみだなあ）

　愛は頰ほおが緩ゆるむのを隠すように空を仰あおいだ。真っ青な空に、真っ白な雲が、泡あわを立てたかのように広がっていくのが、綿菓子のようで面おも白しろかった。




　　　　☆




　ぶるっと体を震ふるわせて目を開いた光が最初に見たのは、ビキニの上を外し、胸を手で隠して微笑ほほえむ羊よう子こだった。なぜ半はん裸ら!?　一瞬、混乱したがすぐに、それがポスターであることに気付いて、ここが彼女の部屋だということを思い出した。

（確か、牧もく鷹おうさんをベッドに運んで、洋服のアドバイスを受けて……それから、どうしたんだっけ……？）

　その先の記憶がなかった。

　目の前でカメラのフラッシュが焚たかれたかのように、突然、眩まぶしくなったというところまでは憶おぼえているが、そこまでだった。しかし、気分が悪いとか、そういうことはなく、むしろ爽そう快かいだった。疲れが一気に抜けたような、晴れ晴れとした気分だ。

　頭の下になにやら柔らかいものがあって、その温ぬくもりと弾力はなんともいえぬ心地よさで、気分がいいのはそのせいもあるだろう、と思え、いったいどんな枕まくらなんだろう、と、光は体をねじった。

「……わ！」

　枕の正体を知った瞬間、光ひかるは跳はね起き、顔を両手で覆おおった。だが、一瞬ではあったが、目の前の映像はしっかりと網もう膜まくに焼き付いてしまい、体温を一気に上昇させた。

　ベッドの上に、全ぜん裸らの羊よう子こが横たわっている！
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　薄着だったとはいえ、確かに服を着ていたはずなのに、それが、綺き麗れいさっぱり消えていた。自分は、その上に仰あお向むけに乗っかっていたのだ。つまり、枕の正体は、羊子の大きな二つの胸だった！

（な、なんで……）

　光は目をつぶり、手探りで夏なつ掛がけの端はしを摑つかむと持ち上げ、それで羊子を包むようにして転がしてベッドの端まで回した。そうして恐る恐る目を開けると、彼女は海の苔り巻まきのようになって顔を壁に向けていた。

　ほっと息をつき、光は額ひたいににじんだ汗を拭ぬぐった。

　自分たちの親が光の両親の世話になったその恩返しに世話をするために来た、という少女たちには感謝をしているが、しかし、どうしてこう裸はだかになりたがるのか、それだけはわからなかった。

　これが羊子だけのことなら、そういう趣味なのかな、とも思えるのだが、たとえば食事中とかに一瞬記憶が飛んだ、と思った次の瞬間には、七人の少女たち全員が全裸で、《赤せき兎と》が慣れた様子でバスローブなどを配ったりすることが時々ある。

　となれば、これはもう個人の趣味ではない。

　けれど恥ずかしいと思う以外の迷惑をかけられているわけでもないし、なにかサークル的な活動の一環だというのなら、口を出すことでもなかった。一緒に裸はだかになりましょう、と言われたら困ってしまうが、そういうことはいまのところはない。

「──あっ！」

　光ひかるはとんでもないことを思い出して、腕時計を見た。

　二時一五分！　待ち合わせまで一五分しかない！

　火ほ照てった体が一気に冷めて、光は青くなった。いまからだと本当にギリギリだ！　駅まで走って七、八分。電車がすぐに来れば、乗車時間だけなら五分。確か、新しん宿じゆく方面なら一番後ろに乗れば、南口改札には一番近い。

（どうしよう……）

　電話をするか。それとも、とにかく行くか。

　一瞬、考え、とにかく電話を入れようと決め、光は急いで、しかし静かに部屋を出た。遅れることを連絡しておけば、愛あいも、どうしたのだろう、と心配をしなくても済む。

　だが、あいにくとこの宿舎には電話がなく、玄げんの小屋まで行かないとならない。食堂にもあるが、少女たちがいる可能性が高いし、彼女たちに頼めば、携帯を貸してもらえるだろうが、理由を言わなければならないだろう。

　愛との約束がある以上、それはできなかった。

　光は廊下を駆け出した。けれども、普ふ段だんからそんなに運動は得意ではない──というよりむしろ苦手で、常にのんびりとしている光は、すぐに息が上がって、肺が焼けたように痛みだした。けれど、止まるわけにはいかない。

　さまざまな扉とびらの前を行きすぎ、階段をふらふらしながら下りた。一階は、新設された浴場や調理場、倉庫や空調の設備など、部屋以外の用よう途ととして使われていて、人ひと気けはなかった。渡り廊下を行けば食堂へとたどり着けるが、そちらへは向かわず、玄関でスリッパから靴くつに履はき替かえると外に出た。

　思わず、う、と声が出るほど強い陽ひ射ざしが照り付けてきて足がふらついた。地面からはゆらゆらと陽炎かげろうが立ち上っていて、あっという間まに汗が噴ふん出しゆつしてくる。

　陽射しを遮さえぎるもののない庭を、もはや走っているとはいいがたい足取りで、敷地の隅すみにひっそりと建っている小屋へと、光は急いだ。なんとかたどり着いたときには膝ひざが震ふるえていて、ポケットからズボンにつながれたキーホルダーを取り出し、鍵かぎを探った。三日に一度、この中を掃除するのも光の役目だ。

　鍵を開けて中に入ると、雨戸を閉めたままであったので真っ暗で、しかも、息が詰まるほど蒸し暑かった。ドアを閉めて電気を点つける。ちかちかと瞬またたいたあとで、古い蛍光灯が灯ともる。靴を脱いで畳たたみにあがり、いまどき珍しい黒電話の受話器を取った。

（あ、れ……？）

　受話器からは、なんの音もしない。本当なら、ツー、という音がするはずなのに。ダイヤルに指を入れて回してみる。だが、やはりなんの音もしなかった。電話が壊れているのだろうか？　光ひかるは時計を見た。二時二五分。あと五分しかない。光はこの電話を諦あきらめた。駅に向かうまでに、公衆電話がひとつだけある。そこに賭かけよう。と──

「なあ、ここでいいのか？」

　ドアの向こうで、そう、久く美みの声がした。

「ひとまずはいいですわ」

　と返したのは獅しぃ子この声だった。

「中に運びこむのは、光様に鍵かぎを借りなくてはなりませんし」

「うす」

　ずん、と小屋が揺ゆれた気がした。なにか玄げんの物を運んできたのだろうか？　開いてますよ、と声をかければ、彼女たちに二に度ど手で間まをさせなくて済む。だが、光はそこを動かず、声が遠ざかるのを待ってしまった。出かけるところを、どうしてだか見られたくないと思ってしまい、体が動かなかった。

　やがて声は聞こえなくなり、光は外に出ようとドアに急ぎ、靴くつを履はくのももどかしく、把とつ手てを回して押した。

「あ、あれ……」

　だが、扉とびらがなにかに引っかかったように動かない。肩をあてて、思い切り力をこめる。しかし、結果は変わらなかった。

（あ、もしかして──）

　先ほどの獅ぃ子と久美のやり取りでは、なにかを運んできた様子だった。それが、ドアを塞ふさいでしまっているのかもしれない。暑さのせいばかりではない、汗がさらに噴ふん出しゆつしてきて、シャツを体に貼はり付けた。

　靴をきちんと履き直し、もう一度思い切り押した。だが、いったいなにを置いたのか、びくともしなかった。

（駄だ目めだ……）

　もう一度、腕時計を見、そうして光は、誰だれにも言わない、という約束と、遅れると伝えること、どちらが大事かと考えた。

（やっぱり、言わないっていうことの方が大事だよね……）

　愛あいの真剣な表情を思い出せば、やはり、二人で買い物をすることは言ってはいけないような気がしてならなかった。となれば、やるべきことはひとつ。自力でこの状況をなんとかし、一刻も早く、電話をしなくては。

（携帯電話って、必要だったんだ……）

　獅しぃ子こに新しく持つように勧められたときに、遠慮したことを光ひかるは初めて後悔した。以前、両親が健在だった頃ころは、防犯のためということでＧＰＳ付きのを持たされていたのだが、二人が事故死し、遺産相続のごたごたのひとつで解約をしてしまってからは、特に使うこともないと思って持っていなかった。

（とにかく、なんとかして出なくっちゃ）

　靴くつを脱ぎ、もう一度家に上がって窓を開け、雨戸に手をかけた。だが、なにかが引っかかっているのか、鍵かぎを外しても雨戸はびくともしなかった。そこは諦あきらめ、他ほかの雨戸も調べてみる。だが、どれもこれも同じだった。

（ど、どうなってるの……？）

　光は肩で息をしながら、目に入った汗を拭ぬぐった。一昨日おととい、掃除のために開けたときにはなんの問題もなかった。それが今日きよう、こんなときに限っていきなり開かなくなるなんて、なんてついていないのだろう。他に窓はなかっただろうか、と考え、

（そうだ、トイレ！）

　小さな換気用の窓を思い出した。あそこなら雨戸はない。光は、もつれそうになる足に力を入れて、平ひら屋やのプレハブのトイレのドアを開けた。和式の水洗で、窓は水洗タンクの上にあった。模も様よう硝子がらすのそれを開けた光は、しかし、絶望的な気分でその場に座りこみそうになった。窓には、格こう子しがかっちりとはまっていたのだ。揺ゆさぶってみたが、びくともしない。

「どうしよう……」

　格子を摑つかんだまま、光は、汗が流れ落ちるのを拭おうともせずに、たった何本かのステンレスの棒に阻はばまれた向こうに広がる晩ばん夏かの景色を呆ぼう然ぜんと見つめた。




　　　　☆




　──来ぬな。

　頭の中に響ひびいた天使の声に、愛あいは、不安が増していくのを抑えることができなかった。

　店の前には、楽しげなカップルや友達連れが集って、思い思いにひんやりと甘いジェラートを楽しんでいるのに、自分だけが別の世界に隔かく絶ぜつされているような気分だった。

　先せん刻こくから握りっぱなしで汗で湿った携帯を、愛はもう一度見た。ちょうど、サブディスプレイの時計の表示が、二時四四分から、四五分に変わった。

　約束の時間から、すでに一五分も過ぎている。光の性格からして、なんの連絡もなくこんなに遅刻することなど考えられなかった。

（なにかあったのかな……）

　──可能性として高いのは、やはり《地獄の使徒ヘル・アポストル》共どもの妨害だな。

（だって、光ひかる君くんにはちゃんと──）

　──口止めをしておいてもわかることがある、とおまえも思っていただろう？

（それはそうですけど……）

　──電話をしてみたらどうだ？　学級委員という同じ役職についているのだ。理由は、いくらでも考えられるだろう？

（うん……）

　天使の言うとおりだ。先生から連絡があって、とかなんとか適当に言えばいい。

　愛あいは携帯のメニューからアドレス画面にして、光の家となっている《聖セント・千ち代よ神がみ教きよう会かい》の電話番号を選択して決定ボタンを押し、耳にあてた。自分の汗でぺたぺたする。すぐに呼び出し音が鳴り始めたが、いくら待っても誰だれも出なかった。留守番電話にも切り替わらない。一度切ってかけ直しても、結果は同じだった。

（出ない……）

　光が携帯を持っていないことが悔くやまれた。しかしやはりなにかあれば、なにを置いても連絡があるはずだ。愛の携帯の番号は教えてあるのだから。

　あと考えられる事態としては、電車が止まっている、という可能性がある。人身事故などで電車が動かず、その中に閉じこめられているなら、携帯を持っていない光には、連絡のしようがない。

　改札に行って訊きくか──だが、そうではなかったとしたら、行き違う可能性がある。そうしたら、怒って帰ってしまった、と光は思ってしまうかもしれない。

　どのみち電車が止まっていて遅れているのなら、そうだとわかっても自分が安心できるだけで、それで光が早く来るわけでもない。行き違うことの方が怖かった。

（とにかく待ちます）

　愛は、携帯をバッグにしまった。もう、時間は見ない。光が来ないはずはないのだから、ただ信じて待てばいい。

　きっとあと一〇分もしないうちに、息を切らし汗だくになって、光は現れるに違いない。

　そして、

『ご、ごめんなさい……電車が途中で止まっちゃって……』

　と申し訳なさそうな顔で言うだろう。

　そうしたら、愛はちょっとだけふくれてみせて、

『そんなことだと思った』

『怒って……ますよね？』

　ますます光は申し訳なさそうな顔になるはずだ。泣きそうなほど。

　そこで初めて笑顔を見せて、

『怒ってるよ？　ジェラートを一緒に食べたら直るけど』

　と言えば、実にスムーズにジェラート店に誘うことができる。そう考えれば、光ひかるの遅刻も悪くはないと思えて、ほんの少しだけ不安も和やわらいだ。

　だが、それを笑うかのように、不意に陽ひが翳かげり、愛あいは空を見上げた。真っ白だった入道雲が太陽を隠し、愛の不安をそのまま色にしたような灰色の腹を見せながら、それが頭の上に広がりつつあった。




　　　　☆




「……どうですか、光様のご様子は……」

　テディベアを引きずるようにして食堂に戻ってきた巳み和わは、テーブルの上に置かれた大きな液晶モニターを少女たちの間から覗のぞきながら訊きいた。画面には、あまり鮮明ではないが、それでも光だとはっきりとわかる姿が映し出されている。

「なんかさ、頑がん張ばっちゃってるよ」

　微かすかに苛いら立だちの交じった声で、久く美みが答えた。ショートカットの髪の横顔が、面おも白しろくない、と雄ゆう弁べんに語っている。

　他ほかの少女たちも同じだった。

　獅しぃ子こは憮ぶ然ぜんとして《赤せき兎と》の肩の上に座って何度も何度も鞭むちを手に打ち付けていたし、美み巳みはスナックを摘つまんではいたがまったく口に運ぶ様子がなく、倉くら子こなどはノートパソコンを閉じていた。

　ただ一人、棕しゆ櫚ろだけは平素と変わらぬ様子で、特にモニターを見るでもなく、おおあくびなどをしていたが、心しん底ていはわからなかった。

「で、あいつは？」

　ちらりと視線をよこして久美が訊いたのは、羊よう子このことだろう。巳和は、今回の作戦の功労者である彼女の様子を見に行っていたのだ。

「……深く眠ってます……光様の《浄じよう化か》の光を間ま近ぢかに浴びて、リラックスしたんだと思います……羊子さん、グァムから帰ってきたの昨日きのうの深夜だったから……」

　グラビアの撮影で行っていて、終わるなり、打ち上げもしないで戻ってきたらしい。なぞの木彫りの人形とお面を、巳和はお土産みやげに貰もらった。彼女はいつもそうしたお土産を買ってきてくれるものだから、巳和の部屋の壁は、主に南国の仮面で一杯だった。

「……もう、どのくらいですか……？」

　おぼつかない足取りで部屋の中を行ったり来たりしている光を見ながら、巳和は訊いた。

　モニターに映し出されているのは、リアルタイムでの玄げんの家の中の様子だ。合計一〇台のカメラが仕掛けてあり、動体センサーで、動いているものを捕らえているカメラの映像だけが映し出されるようになっている──らしい。

　久く美みは、今はオブジェと化している暖だん炉ろの上に置かれた時計を見た。

「今、二時五五分だから、閉じこめられてから二五分だな」

「……その間、休みなしですか……？」

「ああ。光ひかる様さまはずっと、なんとか窓が開けられないかって試してるよ。無理なのにな」

　巳み和わは頷うなずいた。

　玄げんの家の雨戸という雨戸は戸と袋ぶくろに細工をして、雨戸が入らないようにしてある。一枚目が入らなければ、当然二枚目も入らず、窓は開けられても外に出ることはできない。使えずに物置になっている風ふ呂ろ場ばと和式のトイレの窓には、なんの意味もないように思えるのだが、防犯用の格こう子しが最初からはまっていたので特に細工はしていなかったが、久美ならばともかく、光の細腕では開けられるはずもない。

　何度目かのトライも失敗に終わった光は、ごん、と雨戸を叩たたいた。

「お？」

　途と端たん、久美が急に横顔を輝かせて、長なが机づくえに身を乗り出した。

「ひょっとして……堕おちるか？」

　あり得ない話ではなかった。暦こよみ的には晩ばん夏かとはいえ、真夏に等しい残暑の厳しいこの陽気にクーラーの効いていない小屋に閉じこめられて、手も足も出ないのだ。しかも、電話も通じず、誰だれかを呼ぶこともできない──呼んだとしても、誰も来てはくれないのだが。

　こんな理り不ふ尽じんな目に遭あっていること、それと完全に遅刻なのにそれを知らせる術すべがないことに苛いら立だち、怒りを覚えてもおかしくはない。

　だが──つまりそれは、光がそれほどまでに、白しら鳥とり愛あいとの約束を大事に思っている、ということに他ほかならない。

　ちり、と胸の奥が焦こげるように痛んで、巳和は薄い胸をテディベアで押さえた。小さな黒い蛇へびが卵の中で蠢うごめいているような気がする。正体はわかっている──《嫉妬エンヴイ》だ。

　この蛇の存在を自覚したのは、三つのときだった。

　よくある話である。弟ができて、両親がその子にばかりかまうようになったのが、きっかけだった。

　父は田舎いなかの古い大きな家の長男で、ずっと男の子を望まれていたらしい。第一子が娘だったので、二人目には実家からも多大な期待がかかっていたようだ。

　では、母はどうかといえば、こちらもやはり男の子が欲しかったらしい。結婚を決めたときから、男の子を産む、と決めていたということを何度も話しているのを聞いている。

　幼稚園にあがる前の少女にはわからないと思っていたのだろうか？　いや、確かに言葉の意味はわかってはいなかった。だが、本当に望まれて生まれてきたのがどちらであるかということぐらいは、両親の様子を見ていればわかる。

　両親がベビーベッドの横に膝ひざをついて飽あくことなく弟の顔を覗のぞきこむのを、巳和は一人、冷凍食品を温めただけの食事を食べながら見た。何度も。何日も。

　そんなある日、巳み和わは胸が苦しくなった。

　息が詰まり、胸をなにかに嚙かみ付かれているみたい、と訴え、病院に連れていってもらったが、多少栄養の偏かたよりは見られたものの、異常はどこにも見つからなかった。

「たぶん、精神的なものでしょう」

　医者は、そう言った。

「弟さんにご両親を取られた気分になって気持ちが塞ふさぎ、それが体に出たんでしょう。赤ちゃんが心配なのはわかりますが、お嬢じようさんも一緒に可か愛わいがってあげてください」

　そのときの母親の目を、巳和は、今も忘れてはいなかった。あれは憎しみだ。おまえのせいで恥をかかされた、とあの目は言っていた。

　帰りの車の中で、母は延えん々えんと文句を言っていた。ずっと言っていた。家に着くと、今度はそれを父にぶちまけた。内容は憶おぼえていないし、たぶん理解できなかったのだろうが、とにかく父が母の言うことを全面的に信じたのはわかった。

　二人が、手に負えない噓うそつき、と電話で誰だれかに言っていたのは憶えている。何件も何件も同じような電話をかけていた。

　もちろん、巳和は噓などついていなかった。

　本当に胸は痛んだし、息は詰まったのだ。なにかが体の奥で、大事な芯しんに巻き付いている、そんな感じだった。

　そしてそれは、弟のことでなくても起こるようになった。

　幼稚園に通いだすと、それまでとは世界が一変した。

　沢たく山さんの他人がいる。

　自分よりも早く給食を食べ終わった子がいれば地じ団だん太だを踏みたくなり、砂場で自分が遊ぼうと思っていた子と他ほかの子が先に仲良くしていれば、目の前が真っ赤になるほど体が熱くなる。先生が自分のことをかまってくれないと黙って涙を流し続けた。

　そんなことが数週間続くと、口数は減り、友達もできなかった。するとますます、自分を仲間外れにしておいて楽しそうな様子の皆に、気持ちがおかしくなっていき、いつしか問題児として見られるようになっていた。

　そんなある日、幼稚園で絵を描く授業があった。

　題材は自由。そこで巳和は、日ひ頃ごろ、胸に蠢うごめいている《それ》を形にしてみようとクレヨンを走らせた。出来上がった絵は、真っ黒な《なにか》だった。それがなんだかわかったのは、幼稚園の先生が、『蛇へび！』と叫んだからだった。先生は悲鳴をあげ、同じ組の子たちは泣き出して、大変なさわぎになった。

　そのせいで、幼稚園を退園する羽は目めになったが、巳和自身は本当に久しぶりに気持ちが晴れた気がした。ずっともやもやしていたものに、ようやく形ができたのだ。

　だが、両親は巳み和わをカウンセリングに通わせた。

　都内にある有名らしい病院で、この子はどうかしているんです、というのが、母がカウンセラーに言った言葉だった。

　羊よう子ことは、そこで出会った。

　巳和が五つ、羊子が九つだった。あとで聞いた話だが、羊子は小学校三年にして、クラスメートを体育用具室に連れこんでいたずらをして──されていた、ではなく──いたらしく、性的なモラルにかけている、ということで来ていたのだが、なぜか気があった。

　羊子にしても、クラスの女子からは嫌きらわれていて、女の子の友達がいなかったせいか、巳和が懐なついてくれるのはうれしかったらしい。

　羊子が、一緒の小学校に通えるといいのにね、と言ったので、巳和は両親に、彼女の通う小学校へ入れるように引っ越したいと言った。

　すると、これ幸いと二人は、巳和のために二ＬＤＫのマンションを購入した。そこに一人で住めというのだ。身の回りの世話は、通いの家か政せい婦ふがやってくれるという。お金だけはある両親だった。

　羊子にそのことを話すと、一も二もなく賛成してくれた。

　小学校に入学と同時に、本当に一人暮らしを始めると、羊子はしょっちゅう遊びに来るようになったが、半分は男の子連れだった。二人きりで部屋に籠こもり、三〇分くらいで男の子だけが帰っていく。そのあとで部屋に入ると、なんとも不ふ可か思し議ぎな臭においがして、たいてい羊子は裸はだかでシーツに包くるまり、満足そうに微笑ほほえんでいるのだった。

　そんなとき、巳和は自分の中で《蛇へび》が蠢うごめくのを感じたが、その正体については、状況を説明できるようになると、カウンセラーが教えてくれた。

　その感情の名前が《嫉しつ妬と》というらしいとわかったときはうれしかった。エンヴィともいうというので、今ではそう呼んでいる。

　羊子は高校に入ると、もう男子を連れては来なくなった。原宿でスカウトをされてグラビアの仕事を始めてからは、遊びに来る機会も減った。

　表紙を彼女が飾っている雑誌を見るたび、《蛇》がその身を捩よじったが、なにも言わず、なにもしなかった。

　できた時間で、巳和は実家に遊びに行くようになった。

　弟がそれを望んだのだ。

　自分から両親を奪うばった弟を、巳和は嫌いではなかった。弟もなぜかよく懐き、それが両親には面おも白しろくないというのは想像できる。

　かつて両親に対して抱いだいた気持ちを、今度は両親が自分に対して抱いている、とわかったとき、巳和はとても幸福だった。

　だが、待たい望ぼうの息子が自分たちに懐かない、ということが原因で、両親は子供の教育方針のことで喧けん嘩かが多くなり、ついには娘を通わせているカウンセリングに自分たちがかかるようになって、とうとう去年、離婚した。

　それを聞かされても、巳み和わはなんとも思わなかったが、母が、巳和が住んでいるマンションを狙ねらっているのだけは困った。両親ともに、自分を引き取る気がないことはわかっている。ここを追い出されたら行くところがない。

　そうとわかっていても、小学生にできることはまったくといっていいほどなかった。

　もはや同居を納得するしかないか、と諦あきらめかけたとき味方が現れた──羊よう子こだ。彼女が、自分の所属事務所の大人たちに頼んで、ここを買い取ってくれたのだ。

　名めい目もく上じようは、羊子の一人暮らしのためのマンションだったが、実質は巳和のための家だった。なぜなら彼女には事務所の社長に買ってもらった別の、もっと立りつ派ぱな家があったからだ。

　が、結局、今はそこには母と弟が住んでいる。

　ここへ越してきたあと、誰だれも住んでいないとマンションが荒れるというので、母親に貸したのだ。もちろんしっかりと家賃は貰もらい、それは巳和のところに回ってきている。今のところ延えん滞たいはないが、そうなったら羊子の事務所の人が、取立てに行くだろう。

　巳和は、羊子にはとても感謝していた。

　家のこともそうだが、なにより、彼女の傍そばにいるとさまざまな《嫉妬エンヴイ》の形を目まの当たりにすることができて、飽あくことがないからだ。

　自分だけを見てくれない、という男の嫉しつ妬と。

　恋人を取られた、という女の嫉妬。

　同じ事務所にいるのに敵かなわない、という仕事の嫉妬。

　給料の格差に対する嫉妬。

　同じものを食べても太らない、という体質への嫉妬。

　あの嫉妬。この嫉妬。その嫉妬。

　とにかく羊子のおかげで、いろいろと勉強になった。

　いろいろと見た中で、やはり強きよう烈れつな嫉妬心を生むのは、恋愛に関することだとよくわかった。羊子は数々の嫉妬を抱いだかれていて、脅きよう迫はく電話などは日常のことだったが、実際に包丁を手に現れたのは恋愛がらみの相手だけだった。男もいたし、女もいた。すぐに、ボディガード兼けんマネージャーに叩たたきのめされてどこかに連れていかれてしまったが。

　だから、光ひかるを《堕おとす》なら、恋愛がらみの《嫉妬エンヴイ》だと決めていた。それには《嫉妬エンヴイ》を抱く状態──つまりは恋をしていなければならない。

　渋しぶ谷やの工事現場で《堕落ダウンフオール》した光ひかるが白しら鳥とり愛あいにキスをしたが、その《汚けがれ》は直後の《浄じよう化か》で吹き飛ばされてしまった。その後の光には、前と変わった様子もなく、愛との仲も特に変化は見られない、というので、巳和はただ待つしかなかったのだが──

（……これなら、大丈夫かも……）

　落ち着きのない光ひかるの様子を見ると、そう思えた。

　これまでの成果が出ているといえる。《浄じよう化か》は完全ではないのだ。

　恋は《堕おちる》もの。

　すべての《罪シン》に近しくなる。《嫉妬エンヴイ》もしかり。それが七人の誰だれかではなく、白しら鳥とり愛あいだということには不満があるが、だからこそ仕掛けられることもある。

「あっ！」

　大声で叫んで、久く美みが立ち上がった。椅い子すが弾はじかれたように倒れて、大きな音を立てる。だが、彼女だけではない。

「赤せき兎と！」

　獅しぃ子こは鞭むちを鳴らして踵きびすを返し、真っ先に食堂を飛び出している。そのあとを、負けじ、とばかりに久美が走り出す。

「ま、待ってぇ」

　スナックの袋を閉じながらドタドタと美み巳みが、ノートパソコンを脇わきに抱えた倉くら子こがあとに続き、棕しゆ櫚ろさえも、いつもの《怠惰スロース》な様子とは別人のように走り出していた。

　食堂にひとり残された巳み和わは、モニターを見つめた。

　──畳たたみの上に、光が倒れている。

　閉め切った暑い部屋の中で無理に動いたせいで、体力を消しよう耗もうしたのだろう。もしかしたら脱だつ水すい症しよう状じようを起こしてしまったのかもしれない。

　画面が揺ゆれ、ドアが開いて飛びこんできた久美が、慌あわてた様子で光を抱き起こした。すぐに獅ぃ子が入ってくる。二人はなにかを言い合い、そうして光を外に連れ出し、モニターの中には誰もいなくなった。

　巳和はモニターのスイッチを切ると、テディベアの背中を開いて中に入れてある携帯を取り出すと、片手で器用に操作しながら食堂を出た。




　　　　☆




　ぽつ、と降り出した雨は、あっという間まに土ど砂しや降ぶりになって、テラスの床に無数の飛沫しぶきをあげた。人々は悲鳴をあげながら、近くのコーヒーショップや、庇ひさしの下に飛びこんでそれを避よけたが、何人かの子供は親の制止など聞かずに楽しげに走り回り、怒られていた。

　──おい。

　天使の声が、雨の音に混じって聞こえる。だが、愛あいは返事をせずに、じっと足元を見下ろしていた。靴くつに水が染みて、見る間に色が変わっていく、その様さまを。

　──雨を避けぬのか？

（……いいです、べつに）

　むしろ、この方がありがたかった。涙がこぼれても、これなら誰だれにも気付かれない。ジェラート店のバイトの人に、すっぽかされて泣いてたぜ、と話のネタにされることもない。

　もう一〇分、あと五分、と待つ内うちに、もう四時半になってしまっていた。その間に、何度か電話もしてみたが、やはり、誰も出ることはなかった。

　まったく、馬ば鹿かだ。

　どうして、来てくれるだなんて思ったのだろう。あのキスは、光ひかるであって光ではない、《堕落ダウンフオール》して別人となった男の子がしたものなのに。それが証拠に、光はなにも憶おぼえてはいなかった。それでも同じ光なのだし、と都合よく考えて──

　本当に馬鹿だ。

　きっと、すごく迷惑だったに違いない。だから、電話にも出てくれないのだ。もしかしたら久く美みたちとお茶をしながら、

『なんだか知らないけど、勘かん違ちがいされちゃって困ってるんですよね』

　とか言って、笑いあっているのかもしれない。

　ずー、と愛あいは鼻を啜すすった。

　──馬鹿者が。

　口く調ちようはきついが、しかしどこか優しげな声が頭に響ひびいた。

　──神かみ代しろ光がそんな男子でないことは、おまえが一番知っているであろう。

（だけど……光君、この頃ごろ、変わってきてるし）

　──だから、早く契ちぎってしまえ、と言っているのだ。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使えば、彼奴きやつはおまえの真の魅力に気付く。心を変えるわけではないのだ。かまわぬだろう？

（そうかもしれませんけど……）

　だとしても、やはり簡単には決心はつかなかった。

　正直に言えば、心しん底そこ怖い。

　たとえそれが光といえども、男の子の前で裸はだかになるなど、想像もできなかった。

　赤あか坂さか純じゆん一いちにスカートをめくられ、パンツに指をかけられたときの怖おぞ気け立だつような嫌けん悪おと恐怖は、いまもまだ体の芯しんに残っていて、光の《浄じよう化か》の光ひかりのおかげでいまでは髪を七・三に分けるような、超真ま面じ目め君くんになったとわかってはいても、傍そばに来られると鳥肌が立つ。

　──ともかく、今日きようは引き上げよう。風か邪ぜを引くぞ。

　確かに、雨は完全に服に染みて、まるで服のまま泳いだかのようだった。髪も奥の奥まで濡ぬれて、ふくらんでいたスカートも、すっかり水を吸って重くなってしまっている。まだまだ夏だと思っていたが、九月の雨は思っていたよりもずっと冷たく、せっかくの新しいリップも、結局はなんの意味もなかった。

　寒さむ気けが背筋を這はい上ってきて、くしゃみが出た。と──

　ばたばたと雨が屋根を叩たたくような大きな音があたりに響いたかと思うと、突然、体を打ち据すえる雨が消えた。誰だれかが、傘を差しかけてくれたのだと気付くのに、時間は要いらなかった。

（──光ひかる君くん!?）

　そうとしか考えられなかった。やはり、きてくれたのだ。遅刻した理由など、もうどうでもよかった。

　ひょっとしたら、雨が降りそうなのに気が付いて、傘を取りに帰って、それで遅くなったのかもしれない。きっとそうだ。

　雲くも間まから光ひかりが差した気持ちで、愛あいは顔をあげて振り返った。

　──だが、そこに立っていたのは、見知らぬ少年だった。

　身長は愛よりも高い。けれど、その顔立ちには幼さが残っていて、年は、はっきりとわからなかった。格かつ好こういい、というよりも可か愛わいい感じだ。黒い長なが袖そでのシャツに黒いジーンズという服装で、肌の白さが際きわ立だっている。髪は耳にかかるほどで、色は信じられないくらい黒い。

「これ」

　急に手を取られ、傘の柄えを握らされた。嫌けん悪お感かんはまったく感じず、ただ、手の熱さだけを強く感じた。

　頭の芯しんが痺しびれたようになって、なにも言えずにただ呆ぼう然ぜんとその大きな瞳ひとみを見つめていると、少年は唇くちびるだけで薄く微笑ほほえみ、雪が掌てのひらで解けるように離れ、あっという間まに踵きびすを返して雨の中へと消えていってしまった。

　手に傘と、熱い体温だけを残して。

　──おい。……おい！

（……うるさいですよ、天使様）

　──うるさいとはなんだ！　お──

　愛は、無意識に天使の声をカットした。

　そんなことができるとは思いもしなかったが、このときの愛は、自分がなにをしたのかにも気付かず、ただ降りしきる雨の向こうを、ぼんやりと見つめていた……。
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「おは──あたっ！」

　ごちん、と派手な音が鳴り響ひびいて、二─Ａのクラスメートは何事かといっせいに振り返り、だがそこに、おでこを押さえてうずくまる愛あいの姿を見つけると、あーあ、と呆あきれたように呟つぶやいて、ある者は笑って、ある者は痛そうに顔をしかめて、おはよう、と返した。

　クラスメートからは『前方不注意委員長』、などと言われているくらい、愛はよくぶつかる。幸い、バイクとか車とか電車とか──自転車はある──にはぶつかってはいないが、電信柱やドア、廊下の曲がり角の壁、などはしょっちゅうで、おでこに絆ばん創そう膏こうがない日の方が珍しい、というくらいだった。

「うう……」

　じわりと浮かんだ涙をこらえて、愛は衝しよう撃げきに痛む頭をなでながら、ふらふらと席に向かった。まだ時間が早いためか、クラスメートは三分の二ほどしか登校しておらず、愛は自分の隣の席が空席であることに、ホッとした。

　そこは、光ひかるの席だ。

　彼がいないことに安あん堵ど感を覚えるなど、これまでなら考えられないことだった。

　いつもなら、いまごろ久く美みや美み巳みに誘ゆう惑わくされて大変なことになっているんじゃないか、と考えて、心配で心配で校門のところまでいって、風紀委員に交じって双そう眼がん鏡きようで登校してくる生徒たちの中から光たちを探す、ということまでやってしまいそうになるくらい気を揉もむのだ。

　だが、今日きようは違った。

　昨日きのうの夕立が噓うそのように晴れ上がっていても心の中は鉛なまり色いろの雲が垂たれこめていて、雨が涙となって零こぼれ落ちてしまいそうだった。

　結局、あれからさらに一時間ほど待ったのだが、光は来なかった。

　諦あきらめて愛はひとりで買い物を済ませ、なにも食べずに家に帰ったのだが、光から電話が入ったのは、夜も九時を回ったあとだった。

　彼は何度も何度も謝ってくれたが、その言葉はどこか心の上を滑ってしまって、届いては来なかった。

　光の言い分では遅刻理由は、『遅れそうになったので、電話をしようと玄げんという人の管理小屋に行ったら、外に出られなくなってしまい、なんとかしようとしているうちに籠こもった熱気のせいで倒れて、夜まで目を覚まさなかった』というものだった。

　それを噓だとは思わなかったが、じゃあ仕方ないよね、とも思えなかったのは、光ののんびりとした口く調ちようのせいかもしれなかった。前に比べれば、はきはきしゃべるようになった気もするが、それでも、昨日の電話では、必死さは感じられなかった。

　つまりは、そういうことなのだ、と愛は思ってしまった。

（わたしなら、必死に謝る。だって、嫌きらわれても仕方がないことをしたんだもの。ううん。電話なんかで、絶対に済まさない。家に行って、たとえ許してもらえなくたって、インターフォン越しでもいいから、直接謝る）

　けれど、光ひかるはそれを電話で済ませた。それで済ませられる程度の相手だ、ということだ。

（きっと、わたしの勘かん違ちがいだったんだ）

　そうとしか思えなかった。

　渋しぶ谷やで告白めいたことを言ったときの光は《堕落ダウンフオール》していた。

　あれはきっと、好きだから出た言葉ではなかったのだろう。《悪あく魔ま》は《欲》が深い。きっと赤あか坂さかや小お倉ぐらに、先を越されるのがいやだっただけだ。

　愛あいは、ため息をついて席に腰を下ろした。鞄かばんを開けて中から鏡と絆ばん創そう膏こうを取り出し、鏡を机の上に立てて、自分の顔を覗のぞきこんだ。

　おでこは赤くなっているものの、切れてはいなかった。けれどよく見れば少しだけ擦すり傷きずになっていて、愛は真四角の絆創膏から台紙を剝はがすと、それをぺたりと貼はった。

「おっはよっ」

　ぽん、と肩を叩たたかれ、振り返ると平ひら山やま綾あや香かがそこに立っていた。

　クラスメートの女子の中では、一番仲がいいといってよかった。愛が光のことを好きだということも当然知っていて──クラス中が知っているのだが──よく、励ますというか、けしかけてくれる。

　今日きようは、セミロングの髪を頭の後ろで縛しばっているが、とてもポニーテールとまではいかず、断だん尾びされたコーギー犬の尻しつ尾ぽのようでもあった。白い夏用の薄手のセーラー服の下に、ピンク色の高そうなブラが透すけている。

「おはよ」

　なんとなくぎこちない笑顔になってしまった。

　わかってしまったのか、綾香は首を傾かしげると怪け訝げんな顔で光の席とは反対側の椅い子すを引き、腰を下ろした。

「なに？　どうしたの？」

「あ、うん……ちょっとおでこぶつけちゃって……」

「それはいつものことじゃん」

　す、と手が伸びてきて、おでこにあてられた。彼女の手は汗ばんではおらず、ひんやりとして気持ちがよかった。

「なんか、熱っぽくない？」

「そ、そう……？」

　自分では気付かなかった。いや、いつもより足元がふらつくなあ、とは思ったが、それは昨日きのうのことのショックでそうなのだとばかり思っていた。

「風か邪ぜ引いたんじゃないの？　心当たりは？」

「う……ある……」

　ひとつしかない。昨日きのうの夕立だ。

　気分だけでなく、髪も服も重くさせた雨──だが、そんな中にあってただひとつ、雲くも間まから差しこむ陽の光のように眩まぶしく思い出されるのは、傘を押し付けるようにして去ってしまった少年のことだった。

　掌てのひらが燃えるように熱かったのは、自分の体が雨で冷え切っていたからだろうか？　だとしても、彼の優しさは太陽のように心を温めてくれた。

　だからこそ、そのあとまだ、一時間も待つ気になったのだ──光ひかるは来なかったが。

「どうせ湯冷めでもしたんでしょ？　しょうがないなあ、もう」

　手を離し、綾あや香かは苦笑した。

　昨日、光と二人で買出しに行くことは、彼女にも話してはいなかった。

　綾香のことを信用していなかったわけではないが、こうなると、もしも来なかったらと、どこかで最悪の状況を想定していたのかもしれない、と思えた。

　彼女が、光がすっぽかしたことを知れば、問題は、二人の間のことだけではなくなる。

　綾香はその性格から、女子の信頼が厚い。その彼女が光に対して怒れば、他ほかの女子からも光が攻撃されるのは間違いない。無視とか。陰口とか。

　その場合、久く美みと美み巳みはまず間違いなく光の味方につくが、愛あいの立場は微妙だった。

　光を庇かばえば、綾香はともかく、他たの女子から反発を買うだろう。あんたのためにやってあげているのに、と。

（そんなことになったら、わたし、きっと苛いじめられる……上うわ履ばき隠されたりとか、みんなで無視とか、買い物に行かされてお金払ってもらえないとか、机に『死んじまえ』って書かれたりとか……それで、登校拒否になって、果ては自殺──）

　ぶるっと愛は体を震ふるわせた。

　大げさな想像でもなければ、あり得ない話でもない。

「そ、そうなんだよね」

　愛は無理やりに笑顔を作った。

「昨日もほら、暑かったから。ついつい薄着で漫まん画が読んでたら、いつの間まにか眠っちゃって。髪の毛、乾かしてなかったから、たぶんそれでだと思う」

　わかる、といった綾香の笑顔に、愛は罪悪感を覚えた。心配してくれている友人に噓うそをつくとは、我ながらいやな性格だ、と気持ちが悪くなった。

　だが、綾香はそんなことにはまったく気付いた様子もなく、楽しみだね、と言った。

「え、なにが……？」

「なにがって──文化祭に決まってるじゃない！　愛ってば、大丈夫？　明後日あさつてだよ？」

「あ、うん。わかってるよ？　もちろんわかってるって」

　あはあは、と愛は笑ったが、本当に熱があるのか、すぐに連想ができなかった。

　授業は今日きようが最後で、明日あしたは丸一日かけて準備と前夜祭。そして明後日あさつてが、区く立りつ千ち代よ神がみ中ちゆう学がく文化祭『千せん中ちゆう祭さい』の本番となる。

　出し物の多くは模も擬ぎ店てんだ。

　学校は、研究発表などよりも、自分たちでお金を稼かせぐ大変さ、大切さを学ばせたい、という方針から、模擬店の出店を奨しよう励れいしていた。二─Ａでもその方向で話し合いが進められて、最終的に喫茶店で許可を申請することになった。

　文化祭実行委員は学級委員が兼けん任にんすることになっていて、光ひかると愛あいは二人で、クラスの希望を通すべく抽ちゆう選せんに挑み、これを見事もぎ取った。

　粉こな系けい──お好み焼きやたこ焼き──は、技術が必要だが、喫茶店ならコーヒーは機械が作ってくれるし、ケーキは工場直売のものを買ってきて盛り付けをして売ればいい。

　ランチメニューとして、スパゲッティー二種類とトーストを入れることにしたが、そのくらいならばクラスの女子で作れる者は多かった。愛もそのうちのひとりだ。

　教室の隅すみには、明日のための道具がまとめて置かれている。

　愛が昨日きのう買ってきたのは、メニューの台紙だったが、それは鞄かばんの中に入っていた。最近はそうしたものも、専門の店に行かなくても、新宿のデパートで簡単に手に入る。

「そういえばさ──」

　あたりの様子を確認して声を潜ひそめた綾あや香かが身を乗り出してきて、つられるように愛は彼女に絆ばん創そう膏こうを貼はったおでこを寄せた。

「……なに？」

「愛、どうするの、後夜祭？　神かみ代しろのこと、誘うの？」

　どきり、とした。

　光を後夜祭に誘う──考えていなかった、と言えば噓うそになるが、改めて人の口から聞くと、妙になまめかしい現実感を伴った。

「ま、あんなの噓だとは思うけどさ。昔から──なんだっけ？　驕おごる平家は久しからず──は違うか。溺おぼれるものは藁わらをも摑つかむ？」

「それを言うなら、鰯いわしの頭も信心から、だと思うけど。あと、苦しいときの神頼み、とか？」

「そうそう、そんな感じ」

　綾香は微笑ほほえんだ。

　こんな古ふる臭くさい諺ことわざを知っている中学生っていうのもどうかと思うが、二学期の初めの国語の授業が、諺だったのでちょっとそれを使うのがはやったのだ。いまはこんな風に稀まれにしかもう使われることはないが。

「誘っちゃえば？」

「そんな……簡単じゃないよー」

　愛は唇くちびるを尖とがらせた。

　どの学校にも《七不思議》とか《七怪談》とかいう話はあるものだが、千ち代よ神がみ中ちゆう学がくにも、多分に洩もれず、そうした話は存在する。そのひとつが『千せん中ちゆう後夜祭、炎えん舞ぶ伝説』だ。

　名前は仰ぎよう々ぎようしいが、その内容は恐ろしげなものではない。

　簡単に言ってしまえば、後夜祭のキャンプファイヤーで好きな人とダンスを踊り、その場で告白をしてＯＫしてもらえれば、高校が離れ離れになっても幸せなカップルでいられる、という、ずいぶんとご近所的なものだが、受験を冬に控えた三年生には、ある意味、クリスマスやバレンタインデーよりも盛り上がる。

　つまり、後夜祭に誘うということ自体がすでに、告白と同じなのだ。

「大丈夫だって。神かみ代しろなら、気付かないから」

「う……それはそれで、寂しいけど……」

　わがままねえ、と言って、綾あや香かは笑った。

　しかし、十分にあり得そうだった。そもそも伝説そのものを知らない可能性が高い。男子の大半は、端はなから馬ば鹿かにしているし、興味がない類たぐいの話だからだ。彼らが夢中になるのは、幽霊などの怪談話の方だ。もっとも光ひかるは、そっちにも興味はなさそうだが。

　と──

「おはようございます」

　教室の後ろの出入り口の付近から、そんな声が聞こえて、愛あいは体を硬くした。

「はよーっす」

「おはよ～♪」

　すぐに、二つのまったく異なる印象の声が続くと、クラスメートたちが応じた。

　誰だれであるかを知るのに、振り返る必要などない。

　光が、久く美みと美み巳みと一緒に登校してきたのだ。

　男子に対してあからさまな態度をとる女子というのは、基本、あまり好かれないことが多いのだが、久美と美巳の二人は、対象がはっきりしているのと、それが光であるということからあまり気にされてはいない。

　むしろ人気はある方で、久美は横おう暴ぼうな男子を一いつ喝かつする男おとこ気ぎで、美巳は美お味いしいものに対する的てき確かくな情報で、それぞれ一目置かれている。

　では、愛よりも彼女たちが光とくっつけばいい、とクラスメートが思っているかといえば、そうではない。

　愛の方がずっと前から光に思いを寄せていることは知っているので、そこは、あとから来て奪うばうような真ま似ねはちょっとね、と思ってくれているらしい。

　もっとも、久美も美巳もそんなことはまったく気にしてはいない様子で、目もつ下かのところ、当事者である愛だけが──特に久美に──ライバル視されていた。

　ほら来るよ、と綾香が囁ささやく。

　わかっている。振り返って明るく、おはよう、と言うべきだということは。だが、そんな気分にはなれなかった。

　怒っているわけではない──と思う、と愛あいは自分の気持ちを分析した。

　電話でさんざん謝ってくれ、来られなかった事情も聞いた。その理由が噓うそだと決め付ける材料は、なにもない。そのときに愛も、

『そういう理由なら仕方ないよね。あ、おつかいはわたしが済ませたから』

　と答えている。

　つまりは許したということだ。だったら、いつもどおりに振舞うべきだと、頭ではわかっている。だが、どうしても先に挨あい拶さつをするのには抵抗を覚えた。

　愛は真っ直すぐに黒板を見、緊張感が漂う微妙な雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、綾あや香かが眉まゆをひそめるのが横目に入った。

　久く美みも気付いたのか、後ろで、なんだ？　と呟つぶやいたのが聞こえた。

　光ひかるが隣の席にたどり着き、鞄かばんを置いた。

　ただそれだけで、愛は眩暈めまいを覚え、心臓が痛いくらいに脈打つのを感じた。

「……あの……」

　おずおずとした光の声が耳をくすぐった。

　自分が話しかけられているのだ、ということはわかっている。だがそれでも、真っ直ぐを向いて黒板を見つめるしかなかった。

「……その……昨日きのうは、ごめんなさい……」

「昨日？」

　綾香が、話が見えない、というように、光の言葉を繰り返す。

　愛は、これが光なんだとわかっていても、彼の不用意さに苛いら立だった。内緒だといっていたことなのに、こんなに簡単に、しかも、綾香がいるのをわかっていて口にするなんて。

　感情を無理やり押さえこみ、作り笑顔で愛は綾香を振り返った。

「なんでもないよ？　ちょっと委員会のことで話が食い違っただけ」

「ふ、ふうん」

　信じたかどうかはわからない。だが、綾香は、ちらりと光を見たものの、それ以上は訊きかなかった。が──

「おい」

　愛は軽く椅い子すの脚を蹴けられ、振り返ると久美がすぐ真後ろに立って見下ろしていた。瞳ひとみに怒りが見える。その凶きよう暴ぼうさに鳥肌が立ったが、愛は退ひかなかった。

　真っ直ぐに見返し、

「なに？」

　と訊き返していた。

　怒りを伝染された感じがする。いつもの自分なら絶対に出ない声だ。

「光ひかる様さまが、謝ってんだろ？　なのにその態度はなんだよ？」

「田た名な網あみさんには、関係ない話です」

「んだと──」

「久く美みちゃん！」
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　久美は拳こぶしを握りしめたが、それは美み巳みによって押さえこまれた。そして、彼女が何事かを囁ささやくと、はっきりと舌打ちをしたが拳を収め、ふん、と鼻を鳴らした。

　そのとき、黒板の上のスピーカーが予鈴を奏かなで、美巳に引っ張られるように久美は自分の席へと戻っていった。

　愛あいは、何なに気げなさを装って前へ向き直ったが、その実、先ほどの強気はいったいなんだったのか、と思うほどに心臓は激しく鼓こ動どうを打ち、膝ひざはスカートの中でがくがくと震ふるえていた。

　──《憤怒ラース》にあてられるとは、情けな──

　天使の声が聞こえたが、それはまた途中で、チューニングが悪くなったかのように聞こえなくなってしまった。

「あの──」

　光がなにか話しかけてこようとしたが、予鈴が鳴り終わると同時に、がらりと教室の前の扉とびらが開いて来くる栖す先生が入ってきて、日直が、起立、と号令をかけた。

　愛あいは、その声と立ち上がる生徒たちの椅い子すの音に紛まぎれて、光ひかるの声は聞こえなかったふりをして立ち、なにも答えずに、礼、の声に従った。




　　　　☆




（やっぱり、怒ってるんだ……）

　空っぽの席を見ながら、光は気持ちが落ちこむのをどうしようもなかった。

　いつもなら真正面に座っているはずの、愛の姿が今日きようはない。彼女は四時間目の授業の終了の鐘が鳴ると、声をかけるまもなく席を立って、巾きん着ちやく形がたのポーチを手に教室を出ていってしまったのだった。

　先週まで、仲良く四人でいつもお昼を食べていたのに、しかしこれは、自分のせいだ。

　変に内緒にしたせいで、結局、みんなに迷惑をかけてしまった。

　玄げんの小屋からは、結局、自力では出ることができず、右う往おう左さ往おうしているうちに、気が遠くなって倒れてしまい、気が付いたときには皆がいて、光のことを覗のぞきこんでいたのだった。

　目を覚ましてしばらくは、そこがどこなのかも、どうして全員で自分の顔を覗きこんでいるのかもわからなかった。

　頭が軽く痛み、少しだけ気持ち悪さも残っていたが、起き上がれないほどではなかった。上半身を起こして、あたりを見回してみれば、そこはどこあろう自分の部屋で、洋服のままベッドに横になっていたのだった。

　その瞬間、光は自分がなにをしようとしていたのかを思い出し、時計を見て絶望的な気分になった。針は、午後九時を回っていたのだ。

　もう、言い訳のしようもない。

　それでも、謝るだけは謝らないと、と食堂に行き、愛の家に電話をかけて事情を説明したのだが──やはり、許してはもらえていないようだった。

　仕方がないことだ。

　理由はどうあれ、学級委員としての仕事を放ほうりだし、愛に押し付けてしまったのだから。

「どうしたんだよ、光様」

　思わず洩もれてしまったため息を聞きつけられてしまったのか、机に久く美みが身を乗り出して、首を傾かしげた。なんとなく、機嫌がいいように見える。

「さっきから、ぜんぜん箸はしが進んでねーじゃん」

「うん……」

　所しよ在ざい無なく、光は箸を動かした。目の前には豪勢なおかずが詰まった重箱が広げられて、その美お味いしそうな彩いろどりと匂においで光を誘っていたが、なんだか喉のどがふくらんだような感じがあって、食べたいと思えなかった。

「光ひかる様さまぁ、あたしの作ったお料理、美お味いしくない……？」

「う、ううん、そんなことはないですよ」

　泣きそうに見えた美み巳みに、光は慌あわてて首を振った。

　噓うそやごまかしではない。

　美巳の作る料理はどれも絶品で、ついつい、これ以上入らないのに、それを超えて食べすぎてしまうくらい美味しい。

　なのに、今日きようはどうしてだか、食欲が湧わかなかった。

　学級委員の仕事を放り出したのは悪いと思っているし、あとでもう一度、ちゃんと謝るつもりでもいる。

　なのに、どうしてこんなに気が塞ふさぐのか、その理由がわからない。

　喉のどが腫はれているのかと思い、トイレの鏡で見てみたが、少なくとも外見的にはなんの異常もなかった。ならば中か、と思い、ひとまず扁へん桃とう腺せんの周辺を見てみたが、やはり腫れているような様子はなかった。炎えん症しようを起こしている様子もない。

　けれど事実、光は煮物を一個食べただけで食欲がなくなり、どうすることもできなかった。

「昨日きのうのことなら、しょうがねーじゃん」

　普通の三倍はあるような大きなおにぎりに、別に持ってきた焼やき海の苔りを貼はり付けながら、久く美みが言うのを光はぼんやりと聞いた。

「運が悪かっただけだって。光様が玄げんの小屋に入ったのも、オレが獅しぃ子こに頼まれて、ミネラルウォーターのタンクをドアの前に置いちまったのも、電話が工事で不通だったのも、どれもこれも偶然の積み重ねってやつだろ？」

「でも、約束を破ったのは僕ですから……」

「破りたくて破ったわけじゃねーし」

　久美は、黒くろ豹ひようの腹に虎とらが牙きばを立てるように、おにぎりに齧かじり付いた。海苔がバリバリと音を立てて破れ、真っ白な飯が現れる。ほとんど嚙かまずに吞のみこみ、久美はそれを上からお茶で押し流して、息をついた。

「それに、光様は体調が万全じゃないのに、とにかく一番最初に、白しら鳥とりのところに電話して謝ったじゃんか。それでもまだ許せないってんなら、許してもらう必要なんかねーんじゃん？」

「そんな……駄だ目めですよ」

「なんで？」

「なんで、って……」

　カチカチと箸はしの先を軽く打ち鳴らして、光は、どうしてなのだろう、と考えた。

　愛あいは大切な友人だから──それは事実だ。

　けれど、両親が他た界かいしたときにも、これほど気は塞がなかった。自分の家族が失われたときよりも、愛を怒らせた今度の方が落ちこむというのは、なにか自分には欠陥があるのではないだろうか、とも考えてしまう。

「ねーねー光ひかる様さまぁ。これ、食べないんだったら、あたしが食べちゃってもいい？　いい？」

「美み巳み、おまえなあ！」

　そんなことはあとにしろ、と言わんばかりに久く美みが声を荒あららげると、美巳は長い栗くり色いろのウェーブのかかった髪に埋もれるように首を竦すくめ、頰ほおをふくらませた。

「だって……もったいないんだもん」

「そんな場合じゃねーだろ！」

　どん、と机を叩たたくと、重箱の中で料理が跳はねた。

「光様が悩んでるんだ！　少しはその底なしの食欲を我が慢まんしたらどうなんだよ」

「うー……無理っ！」

「あっ！」

　止める間まもなく、美巳は重箱を抱かかえこみ、ものすごい勢いで食べ始めた。早食い大食いの類たぐいは普通、ＴＶとかの競技だと、ぼろぼろとこぼして食べていない量の方が多いのではないかと思えるようなものもあるが、彼女はそんなことはない。それこそ、重箱を洗ったように綺き麗れいになる食べ方をする。

　久美は、しょーがねえなあ、と呟つぶやくと、光を振り返った。

「オレのおにぎり、少し食べるか？」

「いえ、いいです……ありがとうございます」

「そっか」

　久美はそう言うと、美巳に劣らぬ食欲を見せて、巨大なおにぎりをあっという間に平らげ、指についた飯めし粒つぶを舐なめ取った。具は鮭さけの切り身が丸ごとだった。

「とにかくさ」

　ペットボトルのお茶を飲み干し、久美はそれを片手で軽く握りつぶした。

「行けなかったのは不幸な偶然の出来事なのに、光様はそれをちゃんと謝ったんだ。それでも気にいらねえ、口もききたくねえ、ってんなら、しかたねーよ。これでもし、あいつが光様に委員会の仕事を押しつけたりしたら、こいつで制裁を加えてやるぜ！」

　久美は拳げん骨こつを握ってみせた。

「だ、駄だ目めですよ、暴力は……」

　いまにも教室を飛び出しそうな久美に向かってそう言いながら、光は、困ったなぁ、と思った。まさにいま、お詫わびになにかひとりで仕事を引き受けようか、と考えていたところだったからだ。けれど、この久美の様子では無理そうだった。たとえ光から申し出て、無理やりやらせてもらったのだとしても、結局は、愛あいに迷惑をかけてしまいそうだった。

（……とにかく、許してもらえるまで謝ろう……）

　ストローに口をつけ、牛乳をちまちまと飲みながら、光はそうこっそりと決めた。

　本当は、昨日きのうの夜も直接会って謝るつもりではあったのだ。

　電話だけで、気持ちが伝わったか不安だったから。

　だが、安静にしていなかったせいで明日あした倒れたりしたら、もっと迷惑をかけることになりはしませんか、と倉くら子こに淡たん々たんと言われて、それで光ひかるは諦あきらめたのだった。

　しかし、それを愛あいに言うつもりはなかった。

　言い訳をしているかのように思われたくはない。とにかく、行かなかったのは事実なのだから、ひたすら謝る以外にはないだろう。

　それでも許してもらえなかったら？──不安がそう囁ささやくのを首を振って追い払い、光は空っぽの席を見つめた。




　　　　☆




（やっぱり、ちょっと意地悪だったかな……）

　図書室の、ひとりひとり仕切られた個室で、購買で買ったプリンをちまちまと食べながら、愛は小さくため息をついた。

　今け朝さは、時間がない上に気分も乗らなかったので、お弁当を作らなかったのだが、それで正解だった。

　綾あや香かの言うとおり風か邪ぜを引いてしまったのか、体がだるい上に食欲がなく、プリン一個でも全部食べきることができるかどうかわからず、愛はプラスチックの小さなスプーンで、こつこつとカップの縁ふちを叩たたいた。

（光君だって、遅れたくて遅れたわけじゃないんだし、お家うちにまで謝りに来てくれたら、それはもちろんすごくうれしかったとは思うけど、そうしたら、きっと那な賀が花はなさんや田た名な網あみさんもついてきて、あのすごーく怖い目で睨にらまれて、うれしさも吹き飛んじゃったかもしれないし、それどころか七人全員で来られたりしたらどうなってたか）

　──そのとおりだ、白しら鳥とり愛。

（天使様……）

　カップの縁を叩くのをやめて、震ふるえるプリンの黄色いボディに目を落とした。別にそこに天使の姿が見えるわけではない。他ほかに目をやるべきところがなかっただけだ。

（いまは、はっきり聞こえますけど、さっきはどうしたんですか？）

　昨日きのうは待ち合わせをしている途中で。朝は文句を言っている途中で、彼の声はかすれたようになって聞こえなくなったのだ。

　──どうした、ではない。

　天使の声には憮ぶ然ぜんとした響ひびきがあった。天使様もずいぶんと変わった、と愛は思った。現れた当初は、なんともとっつきようのない硬こう質しつで平へい淡たんなしゃべり方しかしなかったのだが、ずいぶんと人っぽくなったように思う。

　──おまえが神かみ代しろ光ひかるを疑ったからだ。わたしの声がおまえに届くのは、おまえが神代光への純粋な愛を胸に抱いだいているからだということを忘れるな。

　愛あいは、こつ、とカップを叩たたいた。

（忘れるなって言われても……そんなの、初耳なんですけど）

　──そうだったか？

（そうです！……でも、じゃあ、わたしが光君を嫌きらいになったら、天使様の声とか姿とかも聞こえなくなったり見えなくなったりしちゃうってことですか？）

　──そういうことだ。

（ふうん……）

　プリンを掬すくい、つるりと落とす。それを繰り返しながら、それで昨夜ゆうべはなにも言ってくれず、部屋にも現れなかったのか、とわかった。

　──言っておくが。

　僅わずかに声のトーンが落ちた。

　──そうなれば、人の世は終わるということを忘れるではないぞ。

（そんな、大げさな）

　──大げさではない。神代光が大天使アークエンジエル《ルシフェル》ではなく、悪あく魔ま神しん《ルシファー》へ転てん生せいした場合、彼奴きやつは《地獄の七将軍ヘル・セブンス》を率いて、天界へ攻めこもうとするだろう。我らは総力をもって、これを迎え討うつ。そのとき、戦場となるのは、この人の世だ。

（…………）

　天使の声は真剣そのものだったが、愛には正直、よくわからなかった。

　愛にとって戦争とは、あくまで教科書やＴＶの中の出来事でしかなかった。想像することはできるが、そこに実感は伴わず、わかったつもりになることしかできないと思えた。

　だから、なにも言わずにプリンを食べた。つるんとした喉のど越ごしのあとに、カラメルシロップの甘苦さが舌の上に残った。

　言葉には限界がある、と感じたのか天使がなんとなくため息をついたように思えた。もちろん音として聞こえたわけではないので、気のせいかもしれなかったが。

　──とにかく。

　気を取り直したらしい感じの声が、頭の中に響ひびく。

　──少し考えればわかることだろう？　あの神代光が、約束をすっぽかしたり、忘れたり、噓うそをついたりするかどうか。

（それはそうですけど……）

　──おそらく《地獄の使徒ヘル・アポストル》共どもの妨害があったに違いない。連中はどこからか情報を入手し、しかるべく手を打ったのだ。

（でも、わたし、誰だれにも言ってないですよ？　それに光ひかる君くんだって……）

　──教師は知っているのだろう？

　愛あいはハッとした。そうだ。彼に許可を取ったのだから、当然、二人で出かけることを、彼は知っている。

（じゃあ、先生も那な賀が花はなさんたちの仲間……？）

　思ってもみなかった話に、愛はごくりと固かた唾ずを吞のんだ。と──

「──白しら鳥とり君くん」

　後ろから不意に小声で話しかけられて、愛はプリンを倒しそうになった。

　危ういところで押さえ、大きく息をついてから振り返ると、そこに立っていたのは、今まさに話題になっていた、来くる栖す教諭だった。

「せ、先生……」

　人のよさそうな、どちらかといえば天使の仲間、といわれた方が納得できる感じの男性教師は、愛の表情が微妙に引きつっていることに気が付いたのか、眉まゆを僅わずかにしかめた。

「どうしたんです？　なにか問題が──も、もしかしてイジメかっ？」

　どうして、そういう発想になるのかわからなかったが、愛は慌あわてて手を振り、小声で、違います、と否定した。

「そ、そうか。それならいいんですが……イジメの問題は難しいからね。先生のクラスではそういうことはあってほしくないとは思うんだが……」

　来栖教諭はため息をついた。

　少し前の光のこと、それから斉さい藤とう始はじめのことを思い出したのだろう。いずれも、赤あか坂さか純じゆん一いちと小お倉ぐら健けん二じが首しゆ謀ぼう者しやだったが、この二人は光の《浄じよう化か》の輝きによって、本来持っていた《汚けがれ》まできれいさっぱり洗い流されて、いまでは気持ちが悪いほどの模範生になっている。

　せっかくそれが落ち着いたのに今度は女子か、と考えて暗い気持ちになるのはわからないではない。

「大丈夫です。それより……なんですか？」

「ん？　あ、ああ、そうだ。今日きようの放課後、緊急の文化祭実行委員会が開かれるから、神かみ代しろ君くんにも、そう言っておいてください。たぶん、本番の注意事項とかそういうことの最終的な確認だろうから」

「わかりました」

「ホームルームのときでもよかったんだけどね。ここで会ったのも縁だから」

　大げさなことを言う、と愛は思ったが口にはしなかった。

「ところで──」

　来栖教諭は声を潜ひそめると、腰をかがめて僅かに顔を近づけてきた。思わずのけぞりそうになるのを、愛はなんとかこらえた。そんなことをしたら先生が傷つきそうだったから。

「──昨日きのうはどうでした？」

　愛あいは眉まゆをしかめた。どうしてそんなことを訊きくのか。美み巳みたちとつるんでいるのなら、もう知っているはずだ。ひょっとして知らないふりをして、こちらの反応をうかがっているのかもしれない、と思った。

（……天使様、どうしよう）

　──結果だけを素直に答えればいい。どう思ったか、感じたかは交えるな。連中が知りたいとすれば、そこだろうからな。

（はい）

　愛は声が裏返ってしまわないように、深呼吸をひとつした。

「……神かみ代しろ君くんなら、昨日は来られなかったので、わたしひとりで買い物しました。あ、お金なら大丈夫です。ちゃんと管理してますから」

「い、いや、お金のことはいいんですが。そうか……神代君は来なかったのか……」

「先生？」

「ん？──あ、ああ、ごめん。じゃあ、放課後、頼んだよ」

「はい」

　来くる栖す教諭は頷うなずくと、踵きびすを返して立ち去った。

　その背中を見送りながら、もし先生が美み巳みたちの仲間だとしたら、いまの反応はおかしい、と愛には思えた。なにやら、デートが流れたことを残念がっているようにも見えたからだ。

　──気のせいではないぞ。

（え？）

　──微かすかすぎて、おまえの脳は言葉と認識しなかったかもしれないが、間違いなくあの男は去り際ぎわに『神代君は、白しら鳥とり君くんのことを好きだと思ったんだが、見こみ違いだったのか？』と呟つぶやいていたぞ。

「ええっ!?──っぷ」

　思わず声が出てしまい、愛は慌あわてて自分の口を押さえ、机に向き直って突っ伏した。

（ど、どういうことですか？）

　──私にわかるか。おまえの五感を通じて得られる情報に、あの男の思おも惑わくは入っていない。

　それは愛も同じだった。

　天使にわからないものが、自分にわかるはずもない。

　だが、普通に考えて、教師が生徒の恋愛を後押しするなど、逆はあっても、考えられなかった。校則にも、度を超した異性との付き合いはこれを禁ずる、と書かれている。そして、教師はもちろん知るはずもないが、愛はその度を超すことが目的なのだ。

　いまどきの中学生が自分の頃ころとは違うことくらい、来栖教諭もわかっているはずだ。それなのに、あえてくっつけるようなことを考える、その意味がわからない。

　──だが、ひとつは、はっきりとした。あの男は《地獄の使徒ヘル・アポストル》共どもとは関係ない。でなければ、おまえと神かみ代しろ光ひかるの尻しりは叩たたくまい。

（うん……）

　愛あいはプリンをつついた。角が崩れ、カラメルの中に落ちて雫しずくが跳はねた。

（けど──それじゃあ、どうやって那な賀が花はなさんたちは、わたしと光君のデートのこと、知ったのかな……）
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「ったく！」

　獅しぃ子こは携帯電話を畳たたむと、苛いら立だちを隠そうともせずにテーブルに叩たたきつけた。こうして何個壊したか知れなかったが、そんなことは気にも留とめなかった。

「なんだい？」

　部屋の隅すみで本を読んでいた棕しゆ櫚ろが、目もあげずに言う。この時間──お昼休み──は、彼女は本当なら光と同じ学校に行っていなければならないのだが、相変わらずこの廃教会からほとんど外に出てはいない様子だった。

　今日きようは獅ぃ子が部屋にいるとわかると、朝からずっと入いり浸びたって、けれど特に一緒になにかをしようと持ちかけてくるわけではなく、勝手に獅ぃ子の本を読んでいる。

《怠たい惰だ》にもほどがある、と思わなくもなかったが、言っても仕方のないことだった。獅ぃ子が《高こう慢まん》に振舞ってしまうのと同じく、それが《罪シン》なのだから。

　動かぬ足を手でその位置を直し、獅ぃ子手てずから紅茶を入れながら、ったく、と呟つぶやいた。

「そんなに怒ることが？」

　ページをめくりながら訊きいてくるも、やはり顔はあげない。ティーポットを置き、香りを吸いこむと、ほんの少しだけは気分が静まった。

「……わたくしの使っている探たん偵てい社しやの連中が、盗とう聴ちように失敗したんですわ」

「どういうことだい？」

「光様の教室と職員室、それに特別教室などにも取り付けていた盗聴器のいくつかが、何者かによって排除されたんですの」

「へえ……それで、さわぎになっているのかい？」

「？　いいえ。それは聞いておりませんわ」

「対外的でなく、先生の間でも？」

「ええ」

「それはおかしいね」

　ようやく棕櫚は顔をあげた。短髪で、一見、美少年にも見える彼女は、男物のシャツを素肌に着て、ボタンを二つ目まで開けているために、襟えり元もとからちらちらと微かすかなふくらみが覗のぞき、獅しぃ子こはそれが気になって仕方がなかった。ふくらみ始めこそ、きちんと大きさにあったブラをして、形を整えるべきなのに、と。これは、下着を扱う会社のオーナーをしているという、その仕事柄かもしれない。

「なにがですの？」

「だってそうだろ？　誰だれかが盗とう聴ちようしていたなんてことがわかったなら、外に向けてはともかく少なくとも先生たちはさわぐはずさ。それをしないってことは、こっちの目的を知ってるってことかもしれないね」

「まさか」

　獅ぃ子は、鼻で笑った。

「単に、自分のクラスでさわぎがあったと、知られたくないだけだと思うけれど？」

「まあ、そういう考えもあるけどね」

　棕しゆ櫚ろは再び本に目を落とした。

　獅ぃ子は、とりあえず反論はしたものの、紅茶を飲みながら棕櫚の意見について、気持ちを落ち着かせて考えてみた。

　光ひかるのクラスの担任は、来くる栖す、といったはずだ。

　一いち応おう、二─Ａについては、白しら鳥とり愛あいも含めた生徒全員、その家族、そして担任についても身元調査を行ったが、特に問題のある者はいなかったはずだ。

　それとも、調査が甘かったのだろうか？

　だが、今回使っている探たん偵てい社しやも、決して無能なところではない。盗とう聴ちよう器きにしても、そこらの市販の発見用の装置で見つけられる安物ではないはずだ。

（もう一度、洗い直す必要があるかもしれないですわね）

　自分たちが《罪シン》を自覚したのと同じように、天使の側についている者がいるのかもしれないというのは、考えていたことだ。

　そのひとりが白鳥愛だったが、いまのところ、光が彼女に思いを寄せている、また、彼女の方でも光のことが好きである可能性が高い、という、単純だが憂ゆう慮りよすべき問題はあるものの、それだけといえばそれだけだった。

　そのとき、テーブルの上で携帯が派手なメロディーを奏かなで始めた。モーツァルトの『魔ま笛てき』だ。いまは、仲間たちからの連絡はこの曲にしている。

　サブディスプレイには、田た名な網あみ久く美み、と表示されている。

　軽くうんざりしながら獅ぃ子は電話を開いた。物言いがストレートで嫌きらいではないのだが、人を怒らせる《罪シン》に長たけた久美と話をすると、たいていの場合、ひどく疲労するのだ。

「──はい」

『おせえよ！』

　獅しぃ子こは、咄とつ嗟さに耳から携帯を離した。初しよっ端ぱなからこれだ。

「そんなに大声を出さなくても聞こえますわ。それで？　光ひかる様さまのご様子は？」

『ん、ああ……落ちこんでるよ』

「やはり昨日きのうのことで？」

『だと思うぜ。──ったく、あの女、しつけえんだよな。ねちっこいっていうかよ、まだ怒ってやがるんだぜ？　今日きようは昼飯も一緒に食わなかったし、光様が謝ったってのに、なにが不満なんだっつーの』

「そう、ランチを別に……ですけどそれは、あなたのせいじゃないんですの？」

『ああ!?　なんだそりゃ!?』

「ですから、あなたの《罪シン》が、白しら鳥とり愛あいを怒りっぽくさせているのではないか、と言っているんですわ。赤あか坂さかとかいう生徒がおかしくなったのが、あなたの《罪シン》にあてられたせいなのは間違いのない話でしょう？　白鳥愛はあの連中よりもよほどあなたたちの傍そばにいるんですから、むしろ影響が出るのが遅すぎるくらいですわ」

　言葉を切り、獅ぃ子は紅茶で喉のどを潤うるおした。

「……ですけれど、これはいい兆ちよう候こうですわね」

『なんで？』

「わからないんですの？」

　これだからお猿さるは、と言いかけて、獅ぃ子はそれを吞のみこんだ。

「よろしくて？　二人の仲が冷えてくれるのは、わたくしたちにとっては好都合。恋が愛に変わる前に──いいえ、恋にすらなる前に二人が自発的に離れてくれれば、よりやりやすくなりますわ」

『お、そうか！』

　受話器の向こうで声が弾はずんだ。その向こうに危険な匂においを感じ取って、獅ぃ子は、

「ただし！……煽あおるようなことをするのは禁止ですわ」

　と即座に付け加えた。

　すると案あんの定じよう、すぐに怒りに満ちた疑問が返ってきた。

『なんで！』

「そんなの、光様と白鳥愛、二人の反抗心に火をつけないために決まってますわ。もしもあなたたちが白鳥愛はひどいやつだから、と煽るようなことを言ってごらんなさい。光様は、そんなことはないです、とあの女を庇かばうでしょうし、あの女も、あなたたちに光様を取られる、と気付いて態度を改めるに決まってますわ」

『おー、そうか！』

「ですから、わたくしたちは見守っていればいいのです。余計なことはせずに。もし仲直りをしたとしても、それはただ元に戻っただけのことでしょう？」

『なるほどな！　わかった！　オレたちは、厳しく見守るだけにしておくぜ！』

「それがいいですわ。で、今日きようは？　何時に帰って──」

『あっ！』

　突然の大声に、鼓こ膜まくがジンと痛んで、獅しぃ子こは眩暈めまいを覚えた。

　油断した。

　話の流れからは、まったく読めないタイミングだった。

　怒りがふつふつとこみ上げてきて、思い切り怒ど鳴なり返してやろうかと思ったが、しかし、そんなことにはまったく気付いていない声で続いた言葉に、獅ぃ子はそれを引っこめた。

『し、白しら鳥とりのやつ、光ひかる様さまに──』

「どうしたんですの？　思い切り平手打ちをしたとか？」

『──謝ってる』

　は？　と獅ぃ子は思った。謝ってる？　訳がわからなかった。約束をすっぽかされた方が謝るなどという話は聞いたことがない。

「わかったんじゃない？」

　棕しゆ櫚ろの声に目をやると、相変わらず本から目をあげてはおらず、そのまま続けた。

「光様が、ただ約束を破るはずがないってことがさ。……ああ、ボクらが仕組んだのかもしれないって考えたのかも」

「誰だれかが洩らした、ということですの？」

　受話器の送話口を押さえて言うと、棕櫚は肩をすくめた。

「そうは言わない。けど、このまま仲が悪くなるのは、邪魔した《誰か》の思う壺つぼって考えた可能性はあるんじゃないかな。お昼、今日は一緒じゃなかったんだろ？　ひとりで食べてるうちに冷静になって、こうしているうちに、美み巳みちゃんや久く美みちゃんと光様が仲良くなってしまったら、と考えてもおかしくないさ」

「……あり得ますわね」

　獅ぃ子は送話口から手を離した。

「久美、それで光様の様子は？」

『……ちえっ、ホッとした顔してるよ。そりゃ、落ちこんでる光様よりは、元気な方がいいけどさ、それが、どっちにしてもあいつが原因、ってのは腹が立つぜ』

　それについては同感だった。

　やはり、あの女は邪魔かもしれない。けれど、光の気持ちがあくまで白鳥愛あいに向いている以上は、乱暴な手段には出られなかった。

　光の怒りを買うことは避けたい。そうでなければ、彼が《堕落ダウンフオール》して覚かく醒せいしたあと、自分たちは救われないかもしれない。

　それではなんのために光を《堕落ダウンフオール》させるのかわからない。

「わかりましたわ。とにかく、なるべく光ひかる様さまについているように」

『あ、そりゃ無理だ』

　あっさりと返されて、獅しぃ子こはこめかみの奥が痛んで指で揉もんだ。

「……どういうことですの？」

『白しら鳥とりが言ってんだ──今日きようの放課後、緊急の文化祭実行委員会があるんだと』
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　時間がたつのが今日はずいぶんと早かったような気がして、気が付けばもう放課後だということに、愛あいは魔法にかけられたような気分だった。

　頭がぼうっとして、ひどく重い。

　そのせいかもしれないが、午後の授業の内容もあいまいで、教科がなんであったのかさえ、どうにも思い出せないままに、起立の声に従って立ち、礼をした途と端たんにおでこを打って、そのまま、ほとんど崩れるように着席をした。

「あの……大丈夫ですか、白鳥さん？」

「え？　あ、うん」

　心配そうな光の声に、愛は頑がん張ばって体を起こした。おでこが熱いのは、打ったのと、それとも風か邪ぜと、どちらのせいだろう？

　振り返ると、なんだか光は泣きそうな顔をしていた。なので思わず、

「……ごめんなさい」

　と謝ってしまい、あ、と思った。これでは昼休みの再現だ──そう思うと、今度は笑いがこみ上げてきて、くすくすとそれが止まらなかった。

　図書館で、来くる栖す教諭から委員会のことを告げられたあと、愛は、意地を張るのは誰だれのためにもならないと思い直し、なけなしの勇気を振り絞って光にこちらから謝った。

　すると、光はすっかり恐きよう縮しゆくして、結局はお互いに、

『ごめんね』

『そ、そんな、ごめんなさい』

『ううん、こっちこそ』

『い、いえ、僕の方こそ』

　と頭を下げあって、クラスメートに『なにやってんだか』と笑われ、なんともいえず周囲が和なごむ結果となったのだった。久く美みと美み巳みは、苦い顔をしていたが。

　それと同じことを繰り返すところだった。

　大丈夫、と言って鞄かばんを机の上に置き、委員会が終わったらそのまま真っ直すぐ帰れるように、教科書やノートを詰めこんだ。もう一度教室に戻らなくてはならないのは大変だ。

「ひ──じゃなかった。神かみ代しろ君くんも、鞄かばんとか持っていった方がいいよ？」

「う、うん」

　光ひかるが同じように準備を始めるのを見て、愛あいはうれしくなった。これは、今日きようは一緒に帰れちゃったりするかもしれない。

　前は、委員会があったときなどに稀まれにあったことだったけれども、久く美みたちが来てからは彼女たちが必ず一緒だったので、その楽しみはなかった。

　が──

「光様、オレたち待ってるからさ」

　後ろから、そう久美の声がして、愛は落らく胆たんした。

　だが、半ば予想はしていたことでもあった。当然、そうくるだろう。

　それに、でしょうね、と思う自分もいて、こんなのは昨日きのうの雨の中で光が来るのを、ただ待っていたことに比べれば、まったくたいした落ちこみではなかった。

「だから、鞄は置いてって大丈夫だぜ？」

「ありがとうございます」

　と、光は振り返って微笑ほほえんだ。

「けど、今日の委員会はいつもの学級委員会とは違うから、いつ終わるかわからないから、先に帰ってくれて大丈夫ですよ。時間が見えないのに待ってもらうのは、申し訳ないですから」

「あ、平気平気。気にしないでくれよ」

　久美はパタパタと手を振った。

　すると横合いから、馬ば鹿かねえ、と声が飛び、見ればそれは綾あや香かだった。

　彼女は机に寄りかかって胸の下で腕を組み、ちら、と愛を見ると、振り返って久美を指さし、睥へい睨げいした。

「田た名な網あみさ、わかんないの？　あんたが平気でも、神代が気になるでしょうが。終わりが見えないのに、いつまでも待たれたら」

「んだと!?」

「それってさあ、ストーカーっぽいよ？」

　久美の顔が真っ赤になる。

「あの、ち、ちょっと待ってください」

　やばい、と思ったのか、光が慌あわてて間に割って入った。

「た、田名網さん、僕もできたら一緒に帰りたいんですけど……今日は本当に、時間が読めないし、那な賀が花はなさんもお腹なかが空すいちゃうと思うし、みんなの夕ごはんを待たせても悪いので、そういう事情だから、ってみんなに伝えてほしいんですけど」

　お腹が空く、という言葉に反応したのか、美み巳みがなんとも切なげな表情になった。

　久美は、そんなことは携帯電話で済むことだ、とは言わなかった。

　代わりに綾あや香かと、そして愛あいを睨にらんで、乱暴にもう一度着席した。帰るとも、意地でも待っている、とも答えず。緊張感のある沈黙があたりに下り、美み巳みも、ごはん、と呟つぶやいたものの、諦あきらめたように自分の席に着いた。

　そんな二人に見えないように綾香は、行った行った、というように手を動かした。

（ありがと、綾香）

　そう、心の中で礼を言って、愛は光ひかるに目配せで、行こ、と合図をして、席を離れた。光は後ろで久美たちに思い切り頭を下げて、くるりと踵きびすを返してついてくる。

　二人して教室を出ると、張り詰めていた緊張感から解放されてホッとし、再び笑いがこみ上げてきて、我が慢まんするのが大変だった。

「あの……本当に大丈夫ですか？」

「え？」

　歩きながら振り返ると、心配そうな光の顔があった。

「顔、赤いですよ？」

「ん……平気平気」

　そう答え、愛は前に立って生徒会会議室に向かった。

　本当はかなり高い熱があるような気がするのだが、そんなことを知ったら、光のことだ、自分のせいだとすごく気にするに違いない。気にはかけてもらいたいとは思うが、そんなことで気を引くのは、ずるい気がしていやだった。

　──そんなことを言っている場合か。

　天使の声が響ひびいて、頭がずきりとした。

（あの、天使様……すみませんが、しばらく話しかけないでもらえますか？　声、直接、頭にすごく響くので……）

　──む、そうか。では、呼ばれるまでそうしよう。

「ごめんなさい」

「え？」

　光の声に、自分が言葉に出して返事をしていたことに気付いて、愛は慌あわてて首を振った。そのせいでまた、くらりとしたが、なんとか壁に手をついたりはせずに済んだ。

「な、なんでもないよ？　ちょっとボーっとしちゃって」

「本当に大丈夫ですか？　なんだったら、僕ひとりでも──」

「ううん、本当に大丈夫だから」

　愛は首を少し傾かしげて微笑ほほえんだ。

　おそらく光にも、口で言っているほど大丈夫ではない、とわかってはいるだろう。

　だが、ここで委員会を休めば、彼に余計な負い目を持たせてしまうことになると思い、愛は頑がん張ばれと自分に活を入れた。

　昨日きのうの雨は、こっちでも降ったらしい。とすれば、いくら光ひかるが暢のん気きだとはいっても、そのことと、愛あいの発熱を結び付けられないということはないだろう。

　そのことで光が落ちこみ、そこを《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちにつけこまれるのは避けたかった。

「じゃあせめて、鞄かばん、持ちますから貸してください」

　男の子にしては小さめの、きれいな手が差し出される。

「いいの？」

「はい。白しら鳥とりさん、さっきからふらふらしてますし。そのくらいさせてください」

「……あ、ありがとう」

　いつもの光の優しい言葉だ。

　だが、どうしてだか、このときは急に感かん極きわまってしまい、愛はこみ上げてくる熱いものを必死になってこらえた。

　この状況で泣いたりしたら、光を思い切り困惑させてしまう。それは駄だ目めだ。

　愛は唇くちびるを嚙かんで目を逸そらし、鞄を突き出すようにした。光の手がそれを受け取り、腕が軽くなると、軽くなりすぎて、廊下に足がついていないような感じがした。

　渡り廊下を進み、別べつ棟むねの特別教室棟とうの四階に生徒会会議室はある。あいにくと人が乗るためのエレベーターはついていないので、階段を一歩一歩上り、ようやく目指す階についたときには、頭痛はますますひどくなっていて、頭の中でビリヤードをやられているようだった。

　光がドアを開けてくれ、普ふ段だんは学級委員会が開かれる会議室に入ると、そこには他ほかのクラスの人たちがかなりの数、集まっていて、全員が揃そろうのを待っていた。

　部屋の隅すみには来くる栖す先生もいて、愛たちを見つけると笑いかけようとしたらしかったが、その笑顔は途中で固まり、慌あわてた様子でパイプ椅い子すから立ち上がると、小走りで近づいてきて、愛の顔を覗のぞきこんだ。

「白鳥君、どうしたんです？　ひどい顔色ですよ。大丈夫なんですか？」

「あ、はい。大丈夫です」

「本当に？　顔は真っ赤だし、そのくせ唇は変に紫色してるし、我が慢まんしなくても──」

「ほ、本当に、大丈夫です。──もう駄目だと思ったら、帰りますから。わたし、文化祭実行委員ですもん。くじけてなんかいられません」

「そ、そうですか……」

　なにやら気け圧おされたように言って、先生は光をちらりと見た。どうなんだ、と聞きたかったのかもしれないが、光は心配そうに眉まゆ根ねを寄せただけで、どうとも答えなかった。

「じゃあ、とりあえず席に着きなさい。でも、無理をしないように。そんなに時間はかからないと思うから。──神かみ代しろ君、頼みますよ？」

「は、はい」

　光の手が背中に触れるのがわかって、そこから安心感が広がっていくのを感じた。押されるというのではなく、支えてくれている感じだ。その手の形まで、はっきりとわかる。

　会議室の席は一般教室とは違い、扇おうぎ状じように配置されていて、さらに映画館のように後ろに行くほど高く、斜めになっている。

　愛あいたちはその微かすかな勾こう配ばいの通路をあがり、『二─Ａ』と書かれた紙の札が置かれた席に行き、並んで座った。

　すると今度は、先せん刻こくまでとは逆に、どっと体が重くなって、どこまでも沈みこんでいってしまいそうな錯さつ覚かくにとらわれ、思わず机にしがみついてしまった。

「白しら鳥とりさん？」

「だ、大丈夫……」

　そうは言ったものの、これは完全な強がりだった。肘ひじを机について、体を支えないと、そのまま突っ伏して、動けなくなってしまいそうだ。ゆらり、ぐらり、と世界全体が揺ゆれている。ゆっくりと深呼吸をして、愛はなんとかこらえようとした。

　続々とそのあとも生徒たちが入ってきて、それぞれの席についた。

　やがて、愛にとってはものすごい長い時間の末に、おおよそ二〇人の生徒が揃そろうと、最後に生徒指導の芥あくた木ぎ教諭が入ってきて、来くる栖す先生が立ち上がり、彼女に軽く会え釈しやくをした。

　愛は、ぼんやりした頭で、あれ、と思った。

　教室のドアが開けっ放ぱなしなのだ。何事にもきっちりとしている芥木教諭の普ふ段だんからは考えられないような行動だった。

「揃ったわね？」

　と教諭は声を張り、それは頭にずきりと響ひびいた。

「今日きよう、集まってもらったのは、委員の皆さんにお話ししておくことがあったからです。あなた方も、千ち代よ神がみ中ちゆう学がくが交流の一いつ環かんとして、文化祭に他校の生徒を招待していることはご存知ですね？」

　そうだっけ、と誰だれかが呟つぶやくのが聞こえた。

　気持ちはわかる。

　文化祭を見に来るためには生徒の事前申告による招待が必要だが、それ以外に学校側が直接招待する人がいる。だが、特になにか目印があるわけではないので、他ほかの一般招待者との区別はつかない。

　芥木教諭は、的てき確かくにいま呟いた生徒を見極めて睨にらむと、咳せき払ばらいをしてもう一度、生徒たちを見回した。

「今年は、四よん神しん中学との交流が予定されていますが、さらにもう一校、急きゆう遽きよ、申し込みがあって、お受けすることにしました──それは、私立・帝てい開かい中ちゆう学がくです」

　教室がざわめき、愛の頭も僅わずかにはっきりとした。

　帝開中学といえば、知らぬ者はいない超が付くほどの進学校だ。小中高の一貫教育で、毎年何十人もの赤あか門もん合格者を出している。完全な能力主義で、成績次第では、飛び級もできるという話だった。

　そんな学校が、はっきりと言ってしまえば、凡ぼん庸ような都立中学と交流を持ちたいと申し出てくるなどは、とても珍しいといってよかった。

「帝てい開かいの生徒会の皆さんが、ぜひ、我が中学の文化祭を見学なさりたいということで、異例なことではありますが、ご招待申し上げることにしました。皆さんには、決して帝開の方々に失礼のないよう、心を配ってくださるようお願いいたしますよ」

　それが言いたくて委員会が招集されたのか、と愛あいは力が抜ける思いだった。

　自分だけではない。他たの生徒たちも、そんなことかよ、という顔をしている。

　別に、帝開だろうが、四よん神しんだろうが、こちらには同じだった。言ってしまえば、自分たちが招待する友人や家族の方が、ずっと大事だった。

　だが、芥あくた木ぎ教諭は、皆が、自分と同じようにそれは素晴らしいことなのだ、と感じている、と疑っていない様子だった。

「実に名誉なことです。その上、今日きようは帝開の生徒会の皆さんが、ご挨あい拶さつに来てくださっています。──さあ、皆さん、どうぞ！」

　愛はやっと、ドアが開けっ放ぱなしであった理由がわかった。そこから男女とも鮮あざやかなワインレッド色のブレザーの制服を着た生徒たちが入ってきて、愛はそのうちのひとりの少年を目にした瞬間に、だるさも、頭にかかっていた靄もやも、一瞬にして吹き飛んだ。

（あれは──）

　抜けるように白い肌に真っ黒な髪、幼い顔立ちの中にひときわ目立つ赤い唇くちびる──とくん、と胸の奥で鼓こ動どうが強く打つ。

「白しら鳥とりさん……？」

　光ひかるの声が聞こえたが、目が離せなかった。

　間違いない。

　あれはあの人──テラスで傘を貸してくれ、自分は濡ぬれながら駅に走っていってしまった、あの男の子だ！

　ずらりとブレザーの生徒たちが並ぶと、芥木教諭はまるで自分の手て柄がらを自慢するように、彼らを紹介した。

「帝開中学生徒会の皆さんです」

　ブレザーの生徒たちは深々と頭を下げ、それはとても長く感じた。やがて、黒髪の少年が顔をあげると、一歩前に進み出た。生徒が──特に女生徒がざわめく。慣れているのか、少年の脇わきに控えた少女たちは特にさわぐ様子も、不快に思う様子もなかった。

「初めまして」

　と言った声は、胸に甘く刺さった。それは、叩たたきつけるような雨の中に聞こえた、あのときの声に違いなかった。

「帝てい開かい中ちゆう学がくで生徒会長をさせていただいている、黒くろ島しま竜りゆう一いちと申します。この度たびは、急なお願いで、申し訳ありません。当日は、いろいろとご迷惑をおかけすることになるかと思いますが、よろしくお願いいたします」
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　言い終わると、もう一度、竜一は頭を下げた。

　その礼儀正しい姿勢に、芥あくた木ぎ教諭は満足そうに頷うなずき、自分たちの生徒を見回して鼻を鳴らしたが、それはいかにも、見習いなさい、といわんばかりの態度で、千ち代よ神がみの生徒たちは、うんざりした顔になった。

　そんなことには少しも気付いた様子もなく、芥木教諭は咳せき払ばらいをした。

「よろしいですか？　いらっしゃるのは、生徒会の皆さん一〇名と引いん率そつの先生が二人。案内はこちらでいたしますが、皆さんのところにもお邪魔することになると思いますので、お待たせすることのないように──いいですね!?」

　そんな、と声があがる。

　今回の文化祭はほとんどが模も擬ぎ店てん、もしくは喫茶店や軽食店だ。

　ようするに芥木教諭は、帝開中学の生徒が来た場合は優先させろ、と言っているのだ。そのくらいは、進学校の生徒でなくてもわかる。

　生徒たちは、救いを求めて来くる栖す先生を見た。これはちょっといきすぎ──いや、浮かれすぎだ。それは彼もわかっているのか、少し呆あきれ顔になっていて、生徒たちの視線に気付くと目を瞬しばたたかせ、あの、と芥あくた木ぎ教諭に声をかけた。

「先生、それはちょっとまずいのではありませんか？」

「なにがですっ!?」

　きつい口く調ちように、う、となる。小声で誰だれかが、頑がん張ばれ、と声をかける。

　来くる栖す先生は、僅わずかにうつむき加減になりながらも、続けた。

「そ、その……今回は、ほとんどが模も擬ぎ店てんです。先生が今、彼らに頼んだことは、横入りをさせろ、と言っているのと同じだと思います。それを、事情を知らない他ほかのお客さんが許すでしょうか……？　下へ手たをすれば喧けん嘩かになったりするかと──」

　芥木教諭は不愉快そうに表情を歪ゆがめ、こめかみをひくつかせた。その迫力に、来栖先生の声は尻しりすぼみになる。

　すると、

「あの……特別扱いはしてくださらない方が、僕らとしてはいいんですが」

　そう竜りゆう一いちが、来栖先生を助けるように言った。

「待つのも勉強のうちですから。ご招待していただけるだけで感謝しています」

「まあ、そ、そうおっしゃるなら……」

　芥木教諭はまだ不満そうに呟つぶやいたが、彼らの意見を無視してまで、好意の押し売りを重ねるようなことはしなかった。ごり押しをして、この話が流れては困る、と思ったのだろう。

　竜一は、ありがとうございます、と言って頭を下げたが、その所しよ作さはとても自然で、嫌いや味みなところはまったくなかった。昨日きのうの、ぶっきらぼうな優しさとは、また別の誠実さが感じられて、好感が持てた。

　竜一は顔をあげると、ゆっくりと千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの生徒たちを見回し始め、その様子に、愛あいは鼓こ動どうが速くなった。憶おぼえているだろうか、と、心のどこかでそんな不思議な期待をしていることに気が付いた。

（あ──）

　目が合った。

　すると、竜一の動きはそこで止まり、驚いたように目が見開かれた。

　けれどそれは僅わずかの間で、それから、まるでほころぶように、微笑がその顔に広がった。

「君は……」

　竜一は微笑ほほえみのまま列を離れると、ゆっくりと、勾こう配ばいを上ってきた。彼が誰のところへ向かおうとしているのかは、明らかだった。

　皆の視線が刺さる。

　超・進学校の生徒会長は、やはり、愛たちが座る机の列の真横で足を止めた。

「昨日は大丈夫──じゃなかったみたいだね」

　竜りゆう一いちは、申し訳なさそうな表情になった。

「ひどい顔色だ。なのに、僕たちのために、放課後に残らせてしまったみたいで……ごめん」

「い、いいえ……」

　愛あいはなんとかそれだけを言った。口がうまく回らなかった。

　光ひかるは二人の間で、なんの話がやり取りされているのか、さっぱりわからないといった様子で、きょとんとしている。それでいい。光には知られたくなかった──彼を待って、それで濡ぬれたということは。

　竜一は、そんな光のことは無視して、愛に向かって手を差し出した。

「改めてよろしく。ええと……」

「し──」

　白しら鳥とり愛です、と答えようとした瞬間、忘れていた、だるさや寒さむ気け、熱などが一気に戻ってきて、世界はぐにゃりと歪ゆがみ、ひっくり返った。

　ごつん、と大きな音がして、どうやら机に突っ伏したらしい、ということはわかったが、体にはまったく力が入らず、

「し、白鳥さん!?　白鳥さん!!」

　という、驚いた光の声を聞きながら、愛は意識が遠くなるのをどうしようもなかった──
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「愛あいちゃん、今日きようもいなかったねー」

　重箱を包んだ風ふ呂ろ敷しきをぶらりぶらりと揺ゆらしながら、学校へ向かう道すがら、美み巳みが残念そうに言った言葉に、光ひかるは少しだけ慰められた。

　なんとなく二人は愛とあまり仲がよくないのではないか、と感じることがあったのだが、それは表面的なもので、いざというときはこうして心配してくれるんだ、と安心できたからだ。

　だが──まるで希望を打ち砕くだくように、美巳の隣を歩いていた久く美みが、彼女の肩を抱くようにして笑った。

「残念だったな、美巳！　今日もあいつの弁当、食べられなくてよ！」

「うん……愛ちゃんのお弁当、なんだかこう温かくて、好きなんだよねえ……家庭の味、ってやつ～？　ああいう、ちょっと適当な感じの料理って、憧あこがれるなあ～」

「それさあ、褒ほめてんのか？　それとも、貶けなしてんの？」

　すると美巳は、ぷく、と頰ほおをふくらませた。

「褒めてるに決まってるじゃん～。あたし、ああいうの作れないんだよ～。どうしても分量とかが気になってえ、かっちりしたのになっちゃうの。だから、レシピがあれば再現はできるけどぉ、材料だけポンって渡されてぇ、なにか作れって言われるのが駄だ目め～」

「ま、確かにおまえの作る料理は、美う味まいけど、レストランの料理みたいで、家庭の味っていうのとは違うよな」

「うう……」

　少し涙目になって美巳はうつむき、唇くちびるを尖とがらせた。丸い肩が下がり、鞄かばんが落ちそうになる。

「でも、美お味いしいですよ？」

　別に慰めようと思ってのことではなく、本心から光はそう言った。確かに久美の言うとおりではあるのだが、それを仕事にしている人たちが作るものと遜そん色しよくのない料理を作れるというのは大変なことだと思えた。

「それに、いろんな料理が沢たく山さん出てくるから、なんだか毎日がサプライズパーティみたいで、すごく楽しいです。僕、美巳さんの料理、好きですよ？」

　それを聞くと美巳は目を瞠みはった。餅もちのような肌が、見る間まに綺き麗れいに桜色に染まっていく。

「光様……うれしいっ!!」

「う──」

　重箱を提げた腕で思い切り抱きすくめられて、光は息を詰まらせた。

　たくましい、といえないこともない彼女の腕に力が籠こもり、光の腕の関節、それに、押される形になった肋ろつ骨こつは、悲鳴のような軋きしみをあげた。

　その一方で光の胸には、美巳のふっくらした胸が遠慮なく押し付けられて、こちらは他ほかでは感じることのできない柔らかさと気持ちよさがあって、光は青くなりながら赤くなる、という、なんとも不ふ可か思し議ぎな顔色の変化を見せた。

　美み巳みが身を捩よじると、乱れた襟えりから水色のカップに包まれた胸のふくらみの上部が見えて、これにも目のやり場に困った。

　うといだのなんだのと言われているのはそのとおりだとは思うけれども、だからといって、女の子にまったく興味がなかったり、反応しなかったりするわけではないのだ。

「放せって、この馬ば鹿かっ！」

　すっぱーん、と久く美みは容よう赦しやなく、美巳の頭を平手で叩たたいた。

　実に、いい音がした。

　聞いていて、すがすがしいくらいだった。

　だが、やはり相当痛かったのか、美巳は光ひかるを放してその場にしゃがみ、頭を押さえて、うう、と呻うめいた。再び唇くちびるを尖とがらせ、涙目になっている。

　彼女は完全に歩道を塞ふさぎ、行き交う人々──ほとんどは学校に行く生徒──は迷惑そうな表情を浮かべたが、黙って車道に迂う回かいをしてくれた。

　そこに、久美がいたからかもしれない。彼女の武ぶ勇ゆうはすでに学校中に知れ渡っている──キャットファイトのことは、まったく洩もれてはいなかったけれども。

　拷ごう問もんのような抱ほう擁ようから逃のがれた光は、ガードレールに寄りかかり、

「田た名な網あみさん、暴力はよくないですよ？」

　とやんわりと言った。

　久美は手加減したつもりかもしれないが、音といい、美巳の反応といい、痛そうだった。

「暴力って……いまのが!?」

　光は頷うなずいた。が──

「冗談！」

　久美はそう言うと、爽そう快かいな笑い声をあげた。

「スキンシップだよ、スキンシップ！　なあ、美巳？」

「そう思ってるの、久美ちゃんだけだしぃ……」

　しゃがみこんだまま恨みがまし気げな瞳ひとみで久美を見上げ、美巳は唸うなった。

「え、そうなの？」

　初めて知った、と言わんばかりに久美はきょとんとした顔をした。誤ご魔ま化かしとか、そういうことではなく、本当にこれまで考えたこともなかった、という表情に、光は微笑ほほえみながら、そうですよ、と言った。

「久美さんは力が強いし、軽くやっているつもりなのかもしれないですけど、痛さは人それぞれですから、そのあたりも考えてくれるとうれしいです」

「……う、うん」

　ちょっと落ちこんだ顔になって頷き、久美は、ほら、と言って美巳に手を差し伸のべ、立つのを手伝った。光がやったのなら一緒に倒れてしまいそうだが、さすがは力が強い。まさに軽々といった様子で、久く美みは美み巳みを立たせてしまった。

「じゃあ、少し急ぎましょう。遅刻しちゃいそうですから」

　光ひかるの言葉に二人は頷うなずき、三人で、少しだけ足早になって学校へと急いだが、走らなくてはならないほどでは、まだない。けれども、光も美巳も足の速い方ではないので、このくらいでちょうどよかった。

　住宅街の通学路を抜けてしばらく行くと正門が見えて、いつもとは違う様子に光は少しだけ弾はずむような気持ちになった。

　そこには、紙で作った花で囲まれた中に『千せん中ちゆう祭さい』と書かれた巨大なアーチがすでに立てられていて、いよいよ文化祭なんだ、と実感させられた。

　校庭を見れば、トラックが入って大きな木材を降ろす作業をしている。後夜祭のためのキャンプファイヤーの準備だろう。

（今年も、盛り上がるんだろうなー）

　普ふ段だんは六時には閉めてしまう門も、今日きょうと明日あしただけは九時ぐらいまで開いていて、その代わり、正門の両りよう脇わきにはいかめしい顔をした制服の警けい備び員いんが立って、不ふ審しん者しやが入ってこないように目を光らせることになる。

　けれども、夜まで学校に残るという、いつもはあり得ないそれだけで、生徒たちは興奮し、ここぞとばかりにさわぎを起こしたりする。

　光はしたことはないが、夜中に特別教室を探検したり、肝きも試だめしをするなどということは当たり前で、中には酒を持ちこんだりして停学処分になる者も、少しだがいた。

　光が家を追い出されたときに、廃はい棄き処分になるお弁当をこっそりと横流ししてくれた三年の林はやし田だ是これ政まさはそうしたことの常連で、きっと今年もなにか計画しているに違いなかった。

（あんまり、派手なことしないといいけどなー）

　去年はものすごい数の打ち上げ花火を仕掛けて、危あやうく火事になるところで、消防車が出動するさわぎにもなったのだ。

「ん？　なんだ？」

　いぶかしむような久美の声に、光は彼女を振り向いた。

「どうしたんですか？」

「ほら、あそこ」

　久美は、校門の向こう、玄関の近くにできた人だかりを指した。

「別の学校の生徒がいるみてーだけど……なんであんなに人が集まってるんだ？」

「ほんとだ……なんでしょうね」

「限定パンの販売とか!?」

　脈みやく絡らくもなく、美巳がそう言って目を輝かし、胸の前でぐっと両りよう拳こぶしを握った。確かにあの場所は、パンの移動販売車の止まるところだが、こんな時間から売るということはこれまでにはなかったことだ。

　だが、事件ということではないと思えた。そうだとしたら、正門のところに立っている警けい備び員いんがなにもせずにいるということはないはずだ。

「行ってみればわかるぜ」

　言って久く美みは、光ひかると美み巳みの腕を摑つかんで早足になった。ほとんど駆けているといってもいい。

　美巳は、痛い、と抗議の声をあげたが、久美が聞くものではなかった。何度もつまずいて転びそうになりながら正門を越え、人ごみに近づくと、それが岩が開くように割れて、その中心が現れた。

（あれ？　昨日きのうの、他よ所その学校の人……？）

　ワインレッドのブレザーの制服は、確かにそうだった。帝てい開かい中ちゆう学がくの生徒会長で、黒くろ島しま竜りゆう一いちとかいったと思う。向こうでもこちらに気付いたのか、なにかいろいろとはなしかけている女生徒たちを手で制すると、ゆっくりと近づいてきた。

　こちらへ来る、とわかって久美は足を止めた。目的が自分たちだと気付くと、光は背中に庇かばわれる格かつ好こうになった。

　竜一は、久美から十分距離を取った場所で止まった。ブレザーの前のボタンを外して、片方の手をポケットに入れてゆったりと立つ。昨日は気にしなかったが、千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの生徒はまだ半袖のシャツなのに、竜一はきちんと上着を着ている。

「なんだあいつ？　暑くねーのか？」

　久美の呟つぶやきに、そういえば、と光は思い出した。

「確か、帝開中学では、一年を通して上着の着用が義務付けられているんですよ。人前でジャケットを脱ぐのは裸はだかになるのと同じだから、とか」

「下にシャツ、着てんじゃんか」

「紳しん士しの身だしなみってことみたいですよ？……そういえば、お父とうさんも人前ではジャケットを脱いだことってなかったです」

　不意に、生前の父の様子を思い出し、考えてみたらこのところ、少しも両親のことを考えていなかった、ということに気付いて、光は驚いた。まだ一年も過ぎていないというのに、とても昔のことのように思える。

　もともと住んでいた屋や敷しきは千代神区に寄付してしまったが、今も手付かずでそのまま残っている。なにやら手続き上のトラブルがあって、所有者が宙ぶらりんの状態になっているらしいことを、財産の管理をやってもらっている倉くら子こが言っていた。

　決して両親のことを忘れたわけではないはずなのだが、二人のことも、そしてあの屋敷で過ごした日々のことも、実際にあったことだとは思えないほど遠くなってしまっている。

　両親がいなくなったのを実感したのは、追い出された屋敷に一度戻ったその夜のことだったが、悲しみに押しつぶされずに済んだのは、久美たちのおかげだと思えた。毎日が騒動で、悲しんでいる暇などなかった、といっていい。

「やあ」

　片手をポケットから出さず、竜りゆう一いちは微笑ほほえんだ。その笑顔はどこかで見たことがあるような気がしたが、既視感デジヤヴユなのか、思い出すことができなかった。

「昨日きのうはちゃんと挨あい拶さつできなかったけど……君が神かみ代しろ君くんだね？」

「てめぇ、なにもんだ！」

　光ひかるが目的だとわかり、久く美みは凄すごんだ。

　その咆ほう哮こうのような声に、周りの生徒の表情に不安がよぎり、正門の警けい備び員いんが振り返って身構えたが、竜一はそんな迫力を意に介かいした様子もなかった。

「神代君は知ってると思うけど？」

　ぐるん、と久美が振り返る。

「そうなのか？」

「知ってるっていうか……昨日、委員会で紹介されただけですけど……。でも、黒くろ島しまさんはどうして僕のことを知ってるんですか？　昨日は、ばたばたしてて自己紹介とか、してなかったと思うんですけど」

「！　やっぱり怪しいぞ、こいつ！」

　今一度、竜一を振り向き、久美はスポーツブラで揺ゆれないように固めた胸の前で、指を掌てのひらに押し付けるようにしてぼきぼきと鳴らし、威い圧あつすると同時に、筋を伸ばした。

「おっと、待ってほしいですね」

　竜一は、あくまでも笑みを消さずに手をあげた。

「我が校の生徒会では、彼の事を知らない人はいませんよ。なにしろ神代家といえば、千ち代よ神がみ区くでは知らない人のいない名めい家か。どうしてうちの小学校に入らなかったんだろう、って先生方はいまだに残念がっていますから。そこへきての派手な没ぼつ落らく。話題にもなります」

「てめえ！」

　久美が眉まゆを吊つり上げて足を踏み出す。ずん、と軽い振動があたりに走って、皆は驚いて周囲を見回した。まさか、久美の一歩がそんな揺れを起こせるはずもない。あたりでタイミングよく工事でも行われたのか、と皆と同じく思い、光も首をめぐらせた。すると、ちょうど校庭でトラックが木材を下ろしたようで、おそらくはその揺れだろう、と思われた。

　黒島は一歩後ろに下がると、首を振った。

「別に馬ば鹿かにしているわけじゃなかったんですけど、気に障さわったなら謝ります。すみません」

　口だけだと感じたのか、久美は拳こぶしを固めた。このままでは殴なぐりかかりかねない。もしこんな公衆の面前でそんなことになったら、停学間違いなしだった。せっかくの文化祭にも参加できなくなってしまう。

「く、久美さん、落ち着いて！──あの、それで僕になにか用ですか？」

　後ろから抱きつくような格かつ好こうで、光ひかるは久く美みを止めた。彼女は力は強いが光よりも背が低いので、形だけは抑えることができる。後ろでなぜか、いいなぁ、と美み巳みが呟つぶやくのが聞こえたが、なにがいいのか、光には意味がわからず、とにかく振り回される腕に目をつぶった。

「止めるな光様っ！　一、二発殴なぐればゲロするぜ！」

「だから、暴力は駄だ目めですってば」

「任せろっ、すぐに──あっ」

　不意に久美が暴れるのをやめたのと、手の中に、こりっとした硬さの残るふくらみを感じたのは同時だった。光はなにを摑つかんでいるのかわからず、確かめるように指を動かした。腕の中で、久美の体が熱くなっていく。

「……なんとも大だい胆たんですね、君は」

　竜りゆう一いちのその声に光は目を開けると、自分がなにを摑んでいるのかやっとわかった。

　──久美の胸だ！

「わあ！」

　自分でも驚いて光は手を離し、その勢いで尻しり餅もちをついた。それをきっかけに、周りから、囃はやし立てる声がどっと沸わき起こった。

「うるせえ！」

　しかし、それに声を張り上げたのは、光ではなく触られた久美の方だった。

「光様ならオレは、いつだってどこだっていいんだよ！　手て前めえらにぐだぐだ言われることじゃねえんだ！　つまんねえことでさわぐんじゃねえ！」

「えっとぉ……美巳も、おんなじだよ？」

　顔を真っ赤にしたまま拳こぶしを振り上げて久美が言ったのに続いて、ぽっちゃりした頰ほおを赤らめて、美巳までもがそんなことを言うと、生徒たちは黙ってしまった。呆あきれた、というより、こうまではっきりと言われては、囃した自分たちの方が恥ずかしくなってしまった、という感じだった。

「……まあ、君たちの仲はどうでもいいんですけど、話を元に戻してもいいですか？」

　こちらは間違いなく呆れた声で竜一が言うのが聞こえ、光は、離した手にまだ残っている感触に戸と惑まどいながら、頷うなずいた。

「君を探していたのは、ひとつには、昨日きのうの彼女のことですよ」

「白しら鳥とりさん？」

「そういう名前なんですか？　白鳥──」

「愛あい、です。白鳥愛さん」

「そうですか……」

　竜一は、その言葉の響ひびきを嚙かみしめるように口の中で何度か呟いた。

「いい名前ですね。──彼女、昨日あれから大丈夫だったのか、それが気になって、来てしまったというわけなんですよ」

　ようやく、竜りゆう一いちがここに来た理由がわかって、光ひかるはうれしくなった。愛あいのことを心配してくれてのことだったのだ。

（すごーく、いい人なんだ）

　そう思えた。

　誰だれでも、目の前でいきなり机に人が突っ伏し、そのあとで慌あわてた先生に教室から担かつぎ出されれば、それは気にはなるだろうが、翌日にわざわざ学校にまできて様子を訊たずねるということはしない気がした。

「大丈夫ですよ」

　頷うなずいて、光は言った。

「あのあと、保健室に行って先生に診てもらったら、すごく熱が高くて、たぶん風か邪ぜだろう、っていうことで、来くる栖す先生がお家うちの人に連絡したら、お母かあさんが迎えに来て、タクシーで帰っていきましたから」

「ふうん……風邪か……やっぱり、一昨日おとといの雨が原因かな？」

「一昨日？」

　なにかが引っかかって光が訊ねると、竜一は大きく頷いた。

「ああ、偶然なんですけどね。一昨日の夕方、新宿で彼女に会ったんですよ」

「え……？」

「誰かを待っていたみたいなんですが、約束をすっぽかされたみたいで、折おり悪あしく降ってきたひどい夕立に、濡ぬれながらもどうしてだか雨あま宿やどりをしようとしなかったので、見かねて傘をお貸ししたんです。たぶん、そのときに体を濡ぬらしたのが原因でしょうね」

　光は頭を殴なぐられたような気分になった。

　愛の具合が悪くなったのが、よもや自分のせいであったとは！　雨が降ったことも知らなかった。彼女はなにも言わなかったし──と考え、愛があえてそんなことを言う人ではない、ということを自分は知っていたはずだった。

「──あれ？」

　竜一の声に、光はぎくりとした。

「もしかして、すっぽかした相手って……ははあ、そうなんだ。しかもその顔は、ぜんぜん知らなかったって感じだね」

　光が黙っていると、竜一は微笑ほほえんだ。

「──だけどこれなら、わざわざ君を負かす必要もなくなったかな？」

「光様を負かすだと!?」

　勝ち、負け、という言葉にこだわりがある久く美みが敏びん感かんに反応したが、なんのことだか、光にはわからなかった。

「ええ」

　竜りゆう一いちはあっさりと言った。

「僕の流りゆう儀ぎなんですよ。とりあえず負けを認めてもらって、それから、っていうのが。そのほうが気き兼がねをしないっていうか。相手もそれを聞けば、僕へ気持ちを向けてくれますから。それがもうひとつの目的だったんですけどね。君はすごく、彼女と仲がいいように見えたので。だけど、今回は戦わずして勝利、って感じですか」

　竜一がいったいなにを言っているのか、光ひかるにはよくわからなかった。

　どうやら愛あいが、光が行かなかったために雨に濡ぬれ、風か邪ぜを引いたらしい、というのはわかったけれども、それがどうして、勝負がどうの、という話になるのだろうか。

　つながらない──というより、彼はわざとそこをぼやかしているように思えた。

　けれど、戦わない、ということについては同意見だった。なんであれ、争いとか勝負とかは苦手であり、できる限り関わらないでいたいと思っている。

　が──

「ざっけんな！　なんのことかわからねーけどな！　光様がてめえみたいなやつに、なんであっても負けるわけがねーだろ!?　勝手に勝ったつもりになってんじゃねーよ!!」

　久く美みは光の気持ちなど、まったく気が付いていない様子で、竜一に嚙かみつかんばかりの勢いで吼ほえた。

　すると、竜一は目を眇すがめて口の端はしで微笑ほほえんだ。

「……じゃあ、やりますか？」

「おう！　やったろうじゃんか!!　殴なぐり合いか!?」

「まさか。そんな野や蛮ばんなことはしませんよ。そうですね……明日あしたはせっかくの文化祭です。そこで行える勝負にしませんか？」

「いいぜ！　なんでも来い!!」

　ぐ、と久美は拳こぶしを握った。

　すると竜一はブレザーの内ポケットから折り畳たたまれた紙を出して開いた。

「これは昨日きのう頂いた案内です。すべてのクラスの出し物が書かれている。……話には聞いていましたが、見事に食べ物屋ばかりですね。では、こうしませんか？　どちらがより多く模も擬ぎ店てんのメニューを制せい覇はできるか、ってのはどうです？　それぞれアシスタントを数人用意して食べ物を買ってきてもらい、それを皆の前で食べていく。これなら平和的だし、模擬店の売り上げにも貢こう献けんできる上に、一種のイベントとしても盛り上がる」

「おお、いいぜ！」

　久美が拳を掌てのひらに打ち付けると、周りの生徒たちから歓声があがった。皆、イベントがひとつ増えた、という感じでしか見ていないのだろう。だが、こんなことを学校側が許可をするだろうか？

「では、僕の方で当日の許可を、芥あくた木ぎ先生に頼んでおきましょう」

　光ひかるの考えを読んだかのように、そう竜りゆう一いちは言った。

「もっと積極的に参加したいから、と言えば、きっと許してくれるでしょう。実に平和的なイベントですからね」

「へっ、あとで後悔したって遅おせーんだからな。謝るんなら今だぜ？」

　久く美みの挑ちよう発はつにしかし、竜一は肩を竦すくめて踵きびすを返し、外来者の受付へと歩きだした。何人かの女生徒がついていき、他ほかの生徒たちはそれぞれの教室に向かうために離れていった。

　自信に満ちた竜一の背中を見送りながら、光は息をついた。

　心の中は、愛あいに対する申し訳ない気持ちで一杯だった。理由はどうであれ、自分が行かなかったせいで彼女は風か邪ぜを引き、苦しんでいるのだ。

（なんだろう……）

　胸が締めつけられるように痛い。

　竜一が、ずぶ濡ぬれの愛に傘を貸したという話を思い出すと、どうしてだか、ひどく息苦しくなった。愛が心配だから、というのとは違う、これまで経験したことがない息苦しさだった。腹の奥で、なにかが蠢うごめいているような感じもある。

　強い焦あせりに背中を押されるように、お見舞いに行った方がいいよね、と考えていると、肩に手が置かれ、振り返るとそれは久美だった。彼女は瞳ひとみに闘とう志しを燃やしていて、置かれた手に力が籠こもり、光は思わず悲鳴をあげそうになった。

「頑がん張ばれよ！」

　そう久美は力強く言ったが、なんのことだかわからなかった。頑張るのは久美のはずである。

「えっと……なにがですか？」

　すると久美はきょとんとした顔になった。

「なにって、光様が明日あした、あいつと勝負するんだろ」

「…………」

「…………」

「……ええっ!?」

　光は耳を疑った。いったい、いつそういう話になったのか、まったくわからなかった。

「え、でも、だって、田た名な網あみさんが、そんな、なんでも来いって──」

「おう！　オレが光様の代わりに買ってやったぜ、この喧けん嘩か！　あんなやつに馬ば鹿かにされてたまるかってーの！　身の程を思い知らせてやろうぜ！」

「そ、そんな……」

　光はその場にしゃがみこんでしまいたくなった。

　確かに前よりは食は細くなくなったとは思うが、大食い勝負をするほど、食べられるようになったわけではない。竜一がどのくらい食べるかはわからなかったが、少なくとも、自分よりも少ないということはないように思える。

　なんでこんな意地悪を、と光ひかるは泣きたくなった。

　しかし、久く美みはまったく悪びれた様子はなかった。本気で光が勝てると、負けるはずがないと思っている顔だった。

　そんな彼女に向かって、あーあ、と背中で美み巳みが呟つぶやいた。

「知らないよぉ、久美ちゃん。獅しぃ子こちゃんに怒られても」

「なんでオレが怒られるんだよ？」

　久美は唇くちびるを尖とがらせた。

「オレは光様の名誉を守ったんだぜ？　それに、これで勝てばこの学校の連中も、光様に一いち目もく置く。オレたちの光様は、もっと尊敬されていいはずだ！　あんなやつに大勢人が集まって、光様に集まらねえってのは変だろ！」

「久美ちゃん、ひょっとして妬やいてんのぉ？」

「ああ、そうさ！」

　久美はまったく否定をしなかった。

「ムカつくし、腹立たしいったらねーぜ！　おまえは悔しくねーのかよ！」

「んー……ちょっとは」

「だろっ!?　というわけだから──」

　久美に真っ直すぐに見上げられて、光は逃げるに逃げられなかった。

「絶対に勝とうな！　あいつの目的がなんであれ、よ!!」

　光はただ、引きつった微笑ほほえみを浮かべるしかなかった。

　そう、目的だ。光には、それがわからなかった。こんな勝負を仕掛けてきて、黒くろ島しま竜りゆう一いちはいったいなにが目的なのだろう。

　勝って、それでいったいなにをしようというのだろう？




　　　　☆




　トントン、とドアが叩たたかれる音に愛あいは腫はれぼったく重たい瞼まぶたを無理やりに開き、光にはとても聞かせられないガラガラの声で、どうぞ、と力なく返した。

　その一言だけで、喉のどの奥が引きつれたように痛んだ。扁へん桃とう腺せんのあたりが、からからに渇いていて、ちょっとしたことで裂けてしまいそうな感じだった。

　ベッドのヘッドボードの棚の上、目覚まし時計の隣に置いておいた、ミネラルウォーターのペットボトルを取り、横になったままこぼさないように吞のむと、中身はすっかり温かかったが、少しだけ楽になった。

「愛？」

　母親の声がした。返事が聞こえなかったのだろうか？

「なぁに？──ごほっ」

「お友達がお見舞いに来てくれたわよ？　入ってもらう？」

　真冬のように重ねられた上うわ掛がけの下で、自分の汗の臭においを嗅かぎながら、愛あいは硬直した。もしかしたら光ひかるだろうか？　だとしたら、熱がさらにあがってしまいそうなほどうれしいが、絶対に入ってもらうわけにはいかなかった。

　なにしろ、仕方がないこととはいえ、一昨日おとといからお風ふ呂ろに入っていないのだ。自分でも、汗臭くさいのがわかる。こんな状況で光を部屋に入れて、

『……白しら鳥とりさんって名前はきれいだけど、臭いんですね』

　などと言われたり、

『……契ちぎる？　あはは、お風呂に入らない女の子となんて、あり得ないですよ』

　とか言われてしまったら──もう生きてはいけない。

　人生の終わりだ。想像するだけで、涙が出てくる。

　けれど、せっかく訪ねてきてくれたのを無む碍げに追い返したりしたら、それはそれで、

『白鳥さんって、人の好意を足あし蹴げにするような人なんですね』

　と思われたり、

『僕なんかが来たら迷惑だったんですね、ごめんなさい。もう二度と話しかけたりもしませんから。さようなら』

　などと、先走って考えられたりしたらと思うと、背筋が凍りそうになる。

　涙目になりながら、愛は必死に靄もやのかかったような頭で知恵を絞しぼった。

（そ、そうだ）

　一番いいのは、少しだけ待ってもらい、母親に手伝ってもらって体を拭ふき、着替え、消臭スプレーを布ふ団とんやカーペット、カーテンにもかけて、お迎えすることだ。

　そうしてもらおうと、愛は、

『ちょっと待ってもらって。──お母かあさん、ちょっと』

　と言おうと口を開きかけた。

　だが、そのとき。

　ガチャリ、と、ノブの回る音がやけに大きく響ひびいて、再びのノックもなにもなくドアは開き、愛は腫はれた喉のどで悲鳴をあげそうになった。

　おしまいだ。

　光が地じ獄ごくに落ちて、人の世界が滅びるまでもなく、ひとりの少女の人生は終わった。ああ、お母さん、お父とうさん、親不孝な娘を、どうか許してください。

　愛は、ぽろりと涙をこぼした。

　だが──

「あ、すぐに帰りますから、おかまいなく」

　そう言って部屋に入ってきた、《友人》を名乗る人物の姿に、愛あいは目の前が一気に晴れる思いがした。ああ、ハレルヤ。それは、光ひかるではなかったのだ。

「……綾あや香か……」

「やほ」

　コンビニの袋を提げていない方の手をあげて、彼女はにっと笑顔になった。なにを考えたかわかるぞ、と言いたげな表情だった。

　じゃあ、と言ってドアを閉める母親に会え釈しやくをして、綾香はカーペットの上に転がっていたビーズクッションをベッドの脇わきに引っ張り寄せて座ると、コンビニの袋を掲げてみせた。

「ゼリー買ってきたよ」

「あ、ありがと」

「うわ、すごい声。まじ、大丈夫？」

　愛は頷うなずいた。

「熱は、かなり下がったから。注射が効いたんだと思う……」

　昨日きのう、タクシーでそのまま病院に直行し、夏なつ風か邪ぜですね、と診断されて、そのままやたらとぶっとい注射をされ、それから抗こう生せい物ぶつ質しつを貰もらって飲み、あとはひたすら眠っていたのがよかったのだろう。ひどく汗をかいて、朝に仕事を休んでくれた母親が体を拭ふいてくれ、パジャマもシーツも替えたが、すでにもう汗で湿っている。

「ごはんは？」

「少し」

　喉のどの痛みがひどいので、朝と昼にミルク粥がゆだけ食べた。あとはひたすらに水。そういえば何時なのだろう、と思って時計を見ると、午後四時半を回っていた。

「あ、すぐ帰るから」

　そう言った綾香に、愛は慌あわてて手を振った。

「そ、そういう意味じゃなくて、時間の感覚がなかったから……もう夕方なんだ……」

「うん」

「あの……文化祭の方は……？　準備とか……」

「それは大丈夫よ。やることって、もう全部決まってたから。準備もほとんど済んで、わたしも、自分の仕事済んだから帰ってきちゃった、って感じ。──あ、そうそう！　今け朝さ、面おも白しろいことがあったの」

「なに……？」

　綾香はいたずらっぽい笑顔になった。

「なんかね、帝てい開かい中ちゆうの生徒会のやつが乗りこんできて田た名な網あみに喧けん嘩かを売ったのよ。──っていっても、殴なぐり合いとかになったわけじゃなくて、明日あしたの文化祭でなんか勝負をするって話に落ち着いたみたいだったけど」

「帝てい開かい……」

　ぽん、と頭に浮かんだのは、黒くろ島しま竜りゆう一いち、と名乗った少年の姿だった。だが、そうだとして、どうして彼が久く美みに喧けん嘩かを売るのだろうか？

「ま、正確に言えば、神かみ代しろに代わって田た名な網あみが買った、って感じだったみたいだけど」

「どういうこと？」

「んー……わたしも、その場にいたわけじゃないからわからないんだけど、なんか、帝開の生徒が神代に向かって、勝負するまでもない、とかなんとか言ったみたい。それで、田名網が怒ったって感じ？　負けると決めつけるとは、って」

　なんだか、よくわからなかった。

　話を聞く限りでは、あの傘を貸してくれた少年とも、優等生然とした少年とも、イメージが微妙に重ならない。大体、喧嘩を売る相手が光ひかるというのがわからなかった。

「……それで、ひ──神代君は……？」

「うん、てっきり田名網が勝負するんだと思ってたら、自分のことだってわかって困ってたみたい。今日きようは三時くらいに、特訓だ、っていって田名網と那な賀が花はなに捕まって帰ったよ」

　またしても、綾あや香かはいたずらっぽく笑った。

「ごめんねえ、神代じゃなくって」

「……そういう意味じゃないって……」

　と言いつつも、頰ほおが赤らんでしまうのは仕方がない。勝手なもので、来ない、とわかるとそれはそれで少し寂しい気がした。と──

「愛あい、お見舞いが届いてるわよ？」

　そう言って、ドアを開けて入ってきた母の手に抱かかえられているものを見て、愛はもちろん、綾香も驚きの声をあげた。

　それは、とても大きな薔ば薇らの花束だったからだ！

「黒島竜一さんって方。お友達？」

「えっと……友達っていうか……知ってる、人……」

「そう。じゃあ、お母かあさん、この花飾ってあげるわね。──あ、これ」

　一通の手紙を、母は愛に差し出した。

　だるい腕をあげてそれを受け取ると、母は花束を抱えて鼻歌を歌いながら出ていき、手の中には薔薇の香りの残る手紙だけが残された。

　封ふうはされておらず、裏には『黒島竜一』と書かれている。閉じていないということは、他ほかの人に読まれても大丈夫な、たいした内容ではないということだろう。

　中に入っていたのは手紙というより、メッセージカードだった。一いち読どくして、愛は心臓が跳はね上がった。

　なぜならそこには、

『僕なら、君を雨の中に放ほうっておいたりしない。いつだって傘を差しかけてあげる。


黒くろ島しま竜りゆう一いち』



　と、意味ありげに書かれていたからだ。これではまるで──

「これって告白じゃないの!?」

　いつの間まにか脇わきから覗のぞきこんでいた綾あや香かの声に、口から心臓が飛び出しそうになりながら、愛あいは慌あわててメッセージカードを体の下に隠した。

「ねえ、それって誰だれ？」

「……帝てい開かい中ちゆうの生徒会長……」

　ぼそり、と愛が呟つぶやくと、綾香は目を瞠みはった。

「なんで？　どうして？　そんなとこの生徒会長と、どうやって知り合ったの？」

「学校交流の一いつ環かんで、明日あした、文化祭に来るの……だからそれで、昨日きのう、ご挨あい拶さつに来てたんだけど……日曜日に、ちょっと雨に降られたときに、傘を貸してくれたの……」

　綾香は口笛を吹いた。

「それって、すごい運命じゃない！──はぁ……そんなことってあるのねえ」

「わたしも──」愛は咳せきこんだ。喉のどがひくつく。「──びっくりした。だけど、二回しか会ってないんだよ？　その両方とも……すごく短い時間だし」

　そう言うと、綾香は指を振った。

「愛に時間は関係ないの。ねえ、愛。いい機会だからさ、鈍感な神かみ代しろなんてやめて、その生徒会長と付き合っちゃったら？　それ、絶対に愛に気があるわよ。──あ、もしかして今け朝さの帝開中の生徒ってその生徒会長じゃないの？　だったら、神代に喧けん嘩か売ったのもわかるし！」

「どうして……？」

「馬ば鹿かねえ。そんなの、男の意地に決まってるじゃない。あんたが神代を好きだってことは、学校中の人間が知ってるんだから」

「う、噓うそ……そんなに……？」

「たぶん、ね。だからきっと、神代を打ち負かして自分をアピールするつもりなのよ。けどまあ、きっと神代はぜんぜんわかってないと思うけど。こんなにあからさまな愛の気持ちにも気付かないくらいなんだから」

「……ほっといて」

　愛はひどく咳きこみ、それが合図だったかのように、綾香は立ち上がった。

「じゃ、わたしは帰るね。明日は来れそう？」

「……わかんない……熱が下がったら、かな」

「そっか。一いち応おう、教えとくけど、神代と喧嘩売った帝開中の生徒との勝負は、キャンプファイヤーのときだから。昼間は一般招待客の迷惑になるから、って帝開中の生徒がそう提案して、学校側もＯＫ出したみたい。治ったら見に来て、勝者に思い切って告白しちゃえば？　きっと幸せになれるよ？」

　綾あや香かのとんでもない提案に、愛あいは水を飲んだわけでもないのに、むせ返り、咳せきこんだ。

「ち、ちょっと……」

「冗談冗談」

　笑いながら、綾香はドアを開けた。廊下から、涼しい風が入ってくる。今日はクーラーをつけていないので、外の方が涼しい。

「でもさ、愛。告白はともかく、ちょっと本気で考えてみたら？　神かみ代しろって、ずっとあんな調子な気がするし、せっかくの一〇代、片かた想おもいで終わらせるのって寂しいと思うけどなあ」

「う……」

「ま、愛らしいっていえば、愛らしいけど、それも。──じゃね！」

　静かにドアは閉まり、愛はまたひとり、部屋に残された。

　いや、ひとりではない。

　──本当に冗談ではないぞ。

　ベッドの上に突然、一枚の羽毛が現れて渦うずを巻いたかと思うと、巨大な翼つばさの繭まゆとなり、それが開くと中には、大天使アークエンジエルラファエルが胡坐あぐらをかいていた。しっかりと実体を持った姿だ。それが、布ふ団とんに包くるまった愛の、腹の上のあたりに浮いている。

（聞いてたんですか、天使様？）

　口をきくよりもずっと楽なので、愛はただ頭で考えた。

　──当然だ。

　そう言った口く調ちようには怒っている感じがあった。

　──白しら鳥とり愛。おまえ、先ほどの娘の言葉に僅わずかに心を動かされたであろう？

（ま、まままま、まさか！）

　──噓うそをつくな！　おまえの心の揺ゆれがわからない私だと思うのか？

　じろりと睨にらまれ、愛は上うわ掛がけを鼻の上まで引き上げた。ラファエルは天使だけあって中性的な美形なのだが、怒っているときの目は厳しい。

　──そもそも、こんな偶然があると思うのか？

（傘を貸してくれた人が、翌日に学校に訪ねてくるってことですか？）

　──そうだ。しかも、おまえに惚ほれるなどと。

　断定的な言い様に、愛は少し腹が立った。

　端はなから、おまえにはそんなめぐり逢あいは絶対に起きたりしない、と決め付けられているような気がした。あり得たとしても、そんな魅力はない、と。

（でも、運命っていうのは、そういうものなんじゃないですか？）

　愛は、反論せずにはいられなかった。

（確かに、できすぎてる気もしますけど、あり得ないことじゃないんですし。帝てい開かい中ちゆうの生徒なら、日曜日に新しん宿じゆくに遊びに行くって、わたしたちとおんなじで珍しいことじゃないし──そもそもですよ？　大天使様が現れて、世界を救え、って頼まれることに比べれば、ずううううううううっと、あり得ることだと思うんですけどっ!?）

　──な、なに!?

（もう！　放ほうっておいてください！　まだ熱があって、頭が痛いんですから！）

　言い捨てて、愛あいは布ふ団とんをかぶった。

　なにか反論をしてくるかと思って身構えていたのだが、それきり天使の声は聞こえず、恐る恐る顔を出すと、そこに彼の姿はなかった。

（……怒ったのかな？）

　そうかもしれない。

　だが、もう一度彼を呼んで仲直りをする気力は、いまの愛にはなかった。

　向こうも、ひどいことを言ったのだ。

　それにどのみち、今日きようはなにもできない。こんな自分にできることは、よく眠って、明日あしたまでにこの熱を下げることだけだった。

（……光ひかる君くん、勝ってくれるかな）

　愛は、布団の中でため息をついた。そして、

（あ──）

　二人がいったいなにで勝負をするのかを聞いていなかったことを、愛は思い出した。

　だが、興奮したせいでまた熱が少し上がったのか、綾あや香かに電話やメールをする気力を奮ふるい立たせることができず、愛はそのまま、メッセージカードから立ち上る微かすかな薔ば薇らの香りに包まれて、浅い眠りへと引きこまれていった。




　　　　☆




「いったいどういうつもりですのっ!?」

　いつもよりも激しく打ち据すえられた鞭むちの音に、さすがの久く美みも首を竦すくめ、赤せき兎との肩の上の獅しぃ子こを上うわ目め遣づかいに見た。

　その表情は怒りに燃えており、肩は小刻みに震ふるえている。真の力に目覚めれば、口からは炎を吐はけそうだった。言葉はすでに、燃えるように熱かったが。

「おかしな男の挑発に乗って、そんな勝負を受けるなど！　浅はかすぎますわっ」

「だ、だってよ！……光様が絶対に負ける、みたいな言い方されたら、退ひけないじゃんか。あそこで引き下がったら、すげー悔しくて、死んじまうし……」

「だったら、あなたが出ればいいでしょう!?」

「い、いや……喧けん嘩か売られたのは、ほら、光ひかる様さまで、オレじゃないから……」

「じゃあ、あなたは！」

　びしっと、鞭むちの先端を突きつけられ、久く美みは僅わずかにのけぞった。

「光様に売られた喧嘩を！　光様の意見も聞かず！　わたくしたちにも無断で！　買ったというわけですわねっ!?」

「ま、まあ、そうなるかな……」

「そうなるかな──じゃ、ありませんわっ!!」

　獅しぃ子こは鞭を部屋の壁に叩たたきつけた。すると、そんなものはどこにもないのに、まるで丸太で殴なぐりつけたかのように、壁は幅が三〇センチ、長さは数メートルにわたって陥かん没ぼつし、引っ張られた壁紙の端はしが、剝はがれてめくれ落ちた。

　どこからか、獣けものの唸うなり声が聞こえる。少なくとも三頭。すると、赤せき兎との服の袖そでや裾すその陰、その中に三つの双そう眸ぼうが輝いた。

　久美は、ごくりと唾つばを吞のみこんだ。《大罪》が極まれば、真の姿が解放される。いま、獅ぃ子が感じているのは《怒り》だ。《高慢プライド》ゆえに、自分が無視されてことが進んだことに対する《怒り》であり、その可能性はあった。

　だが、《怒り》ならこちらの本ほん領りようだ。

「……やるのか？」

　すとん、と腹が据すわった。久美もまだ完全解放をしたことはないが、この場所へ来て《大罪者》たちと暮らすうちに、それができると感じられるようになっていた。むしろ、試合のときなどには、解放されないように抑えるのに苦労するほどだ。

　久美の様子が変わったのがわかったのか、獅ぃ子の表情も変化した。赤兎の体の下で、なにかが蠢うごめき、袖から獅し子しの尾らしきものが覗のぞく。と──

「……やめてください」

　そんな声とともに、食堂の壁に巨大な、やたらと背が低く尾の長い、爬は虫ちゆう類るいのような影が映りこんで消え、久美と獅ぃ子とは同時に振り返った。

　すると、薄暗い戸口から現れたのは、

「み、巳み和わ!?」

「うわ……エロっ……」

　久美も、獅ぃ子も、ただただ彼女の格かつ好こうに驚かされ、毒どく気けを抜かれてしまった。

　巳和は、なぜか極小の黒い紐ひもビキニだけをつけて、胸も下も申し訳程度にしか肌を隠してはおらず、その手には大きなお盆ぼんを持って立っていたのだ。

　真っ白い肌が薄うす闇やみにぼんやりと光ひかりを放はなち、ほとんどふくらみのない胸の下は、肋ろつ骨こつを一本一本数えることができるほど、肉は薄く、腰骨もはっきりとわかった。

　さらに、足には黒いローヒールを履はき、手にはレース飾りの付いた手袋をはめており、そのギャップがなんともいえない淫いん靡びさをかもし出している。
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「な、なんですの、その格かつ好こうは!?」

　獅しぃ子こが訊きいたのは当然だった。彼女が訊かなければ、久く美みが訊こうと思っていた。

「……これは、光ひかる様さまの特訓用のコスチュームです……」

「特訓!?」

　獅ぃ子の怒ったような声に、巳み和わはワンレングスの黒髪を揺ゆらして頷うなずいた。

「……明日あしたの勝負の。今、お二人はそのことでもめていたんですよね……？」

「あ、ああ……」

「ええ、そうですわ。このお猿さるが勝手に話を決めてきてしまったんですの」

「猿言うな！」

　久美は吼ほえたが、獅ぃ子は黙もく殺さつした。

「……そうでしたか」巳和は頷いた。「……けど、いいと思います」

　思わぬ援えん軍ぐんだった。

　よし、と久美は喜んだが、反対に獅ぃ子の顔つきは厳しくなった。

「なぜですの？」

「……勝負の内容、『大食い』ですから。……勝っても、負けても、《大食グラトニー》の罪を犯すことになります……。それに……食べ放題と違って、やめたら負けですから……光様の性格として、やめるにやめられないのではないかと……」

　獅しぃ子こは考えこむ顔になった。

　久く美みも、なるほど、と思った。確かにこれは、理想的な罪の犯し方だ。

「……そうですわね。巳み和わの言うとおり、これは《大食グラトニー》の罪ですわ」

「だ、だろ!?」

　ここぞとばかりに、久美は勢いこんで言ったが、

「お黙りなさい！　どうせそこまで考えていたわけではないでしょう!?」

　図ず星ぼしを突かれては、黙るしかなかった。

　息をつき、獅ぃ子はしかし厳しい表情のまま巳和を向いた。

「──ですけれど、気になるのはその男子ですわ。光ひかる様さまとはたった一度会っただけの男子が、どうして光様に勝負を仕掛けてくるんですの？　その目もく論ろ見みがわからなくては──」

「それなら、簡単さ」

　そう言ってまたひとり、食堂に入ってきたのは、棕しゆ櫚ろであった。彼女は短パンにチューブトップという格かつ好こうで、髪の毛は櫛くしなど通したことがないかのように乱れており、まるで寝起きのようだった。

「気が向いたから、ちょっと調べてみたんだけど、どうもその生徒会長さんは、白しら鳥とりと顔見知りだったらしいね。それと、白鳥の家に張り付かせてる君の手下から、君が携帯に出ないからってことで伝言を受け取ったんだけど、風か邪ぜで倒れた彼女の家に、薔ば薇らの花束が届けられたってさ。送り主は、黒くろ島しま竜りゆう一いち。その生徒会長さんだね」

「どういうことですの？」

　久美も頷うなずいた。話が見えない。

　棕櫚はあくびをかみ殺すと、手近のテーブルに腰をかけた。

「要するに、その会長さんは白しら鳥とりのことが好きだってことさ。じゃなかったら、薔薇の花束を贈るなんて気き障ざなことはしない。中学生がだよ？　かなり本気だとボクは見るね。だったら、光様が喧けん嘩かを売られた理由はひとつしかない。恋のライバルだからさ」

「そうですのっ!?」

　急に話を振られて、久美は焦あせった。慌あわてて、竜一が語った内容を思い返してみたが、そんなことをはっきりと言ってはいなかった。言われてみれば話が通らないわけではない、という程度にぼやかしてあった。

「……わからなかったけどなあ」

「ま、状況から推察すると、ってことだけどね。でも、筋は通るだろ？　あとはきっちりと身元を調べて、背景も調べないとちゃんとしたことはわからないけど、そんなにすぐにわかるもんじゃないし」

　棕櫚の言葉に、獅ぃ子は頷いた。過去になにかあればともかく、そうではない場合、調査に数日はかかるらしい。特に、個人情報の保護に力が入れられるようになってからは、さらに時間がかかるようになった、とぼやいていたのを久く美みも聞いていた。

「それに、どのみち勝負は明日あしただ。さて──」

　棕しゆ櫚ろはテーブルに乗り出して、肘ひじをついて手を組み、周囲を見回した。

「白しら鳥とりの気持ちはわからないけど、この勝負、負ければ光ひかる様さまから彼女を遠ざけられる可能性はある。黒くろ島しま竜りゆう一いちは、そうとういい男らしいしね。ただし、これは同時に、光様が白鳥への気持ちを自覚する危険性もある」

　久美は獅しぃ子こと顔を見合わせた。

　愛あいに誰だれか他ほかの男をあてがってはどうか、という話は、以前にも出たことがある。だがそのときは、光が彼女を失って、愛への気持ちを自覚したら困る、ということで却きやつ下かになった話だった。だが、結局、じわじわとではあるが、二人は接近しつつあるように思えた。

「ボクとしては、いい機会かも、って思うけどね」

　と棕櫚は続けた。

「光様は、理由はどうあれ、白鳥との約束をすっぽかしたんだ。ただでさえ、光様は白鳥の気持ちに、クラスでもただひとり気付いていないって状況だ。報われない恋はつらい。そこへ、頭脳明めい晰せき、顔もいいって男が現れてくれた」

「このままなにもせずに、より二人が近づくよりはまし、ということですわね？」

　棕櫚は頷うなずいた。と──

「……虎こ穴けつにいらずんば虎こ子じを得ず……」

　ぼそり、と巳み和わが言った。

「確かに……」獅ぃ子は指を嚙かんだ。「そうかもしれませんわね。光様が、わたくしたちに黙って、白鳥愛に逢あいに行こうとしたという事実は大きいですわ。現状を打だ破はするのには、いい機会かもしれませんわ」

「ち、ちょっと待った！」

　話がおかしな方向に流れ始めたのを感じて、久美は慌あわてた。

「それは、わざと負けるってことか!?」

「まあ、そういうことになりますわね」

「冗談だろ!?　この勝負は学校中の生徒が見てる中で行われるんだぞ!?　光様に大恥をかかせようっていうのかよ!?　いまのこいつの」久美は棕櫚を指した。「話が本当なら、光様はよその生徒に女を奪うばわれた間ま抜ぬけ、ってことになるじゃねえか！」

「それはそうですけれど……」

「だろ!?」

　久美はテーブルを叩たたいた。が──

「それって、そんなに大事なことかな？」

　のんびりとした棕しゆ櫚ろの声に、久く美みは気け色しきばんだ。

「んだと？」

「落ち着いて考えてごらんよ。この勝負に負けても、光ひかる様さまの《罪シン》が減るわけじゃないし、これから《罪シン》を犯し難にくくなるわけじゃない」

「そんなのわかるかよ！　光様がショックでなにもかもやる気をなくしたらどうするんだよ！」

「はは、そうなったら、いよいよボクの出番だね」

　棕櫚はそう切り返し、目を眇すがめた。

　確かに、それは彼女の望むところだろう。なにしろ棕櫚の《罪シン》は《怠惰スロース》だ。これはなかなか犯させるのは難しい。光はあれで、勤勉な性格だからだ。

　それに、と棕櫚は続けた。

「光様が勝利したら、白しら鳥とり愛あいは自分のために頑がん張ばってくれた、と光様にますます一いち途ずになりかねないと思うけど、違うかな？」

　なるほど、確かに、これが自分のことを賭かけた勝負だと知れば、それが多少事実とは違っていても愛は、棕櫚の言ったとおり、いいように解釈するかもしれない。

　それは、とんでもないことだった。

「……わかったよ」

　ここまで言われればいくら久美でも、勝った方が分ぶが悪くなるのは理解できた。

　獅しぃ子こは、これで決まった、というように鞭むちで手を打った。

「では、悔しくはありますけれど、光様にはこの勝負、負けていただきましょう。白鳥愛がその男子を選ぶかどうかはともかく、勝ってますます好きになられるよりはまし。では、巳み和わ。すぐに特訓の中止を──」

「いや」

　棕櫚が、獅ぃ子の言葉を遮さえぎった。

「特訓はこのまま続けていいんじゃないかな？　明日あしたの朝もたっぷりと食べてもらって、満腹感を与え続けておいた方がいいと思うよ。それと、食事の量とタイミングは、那な賀が花はなさんに任せよう。もしも、光様の《大食グラトニー》の《罪シン》が勝負の最中に発動したら、黒くろ島しま竜りゆう一いちに勝ち目はなくなる。彼女にならできるだろう？」




　　　　☆




　その美み巳みは、宿舎の一階のキッチンで、次々と粉こな物ものの料理を作っては、調理台の向こうに座る光の前に、途と切ぎれることなく出し続けていた。部屋の中には一いち応おう、冷房が効いてはいるが、火の傍そばにいればあまり役には立たない。

　なので、裸はだかにエプロンだけという格かつ好こうは、油跳はねさえ気を付ければ意外と快適だった。特に背中が涼しくて助かる。

　もっともこの格かつ好こうは、美み巳みが自分で考えてしたわけではなかった。

　すべては羊よう子こ──いまは、膝ひざの上に光ひかるを座らせて、自分もやたらと布ぬの面積の少ないビキニをつけて、手てずから光に料理を食べさせている彼女が、どうせなら自分の《罪シン》も交ぜて、と言ってこんなことになったのだった。

　久く美みが一いつ旦たん断ると、

「ほら～、明日あした、どんなハプニングが起こるかわからないでしょ～？　そのときに平常心で～、料理を食べられるかどうかは重要だと思うな～」

　と言って、久美が獅しぃ子こに呼ばれたのをいいことに、光に無理やりに承しよう諾だくさせたのだった。

　だが、美巳はこんな特訓は別に必要ないと思っていた。

　いざとなれば、《大食グラトニー》の《罪シン》を発動させればいい。周りの連中も空腹にはなるが、光の食欲には誰だれもかなわなくなるはずだ。これは、久美がどうしても特訓をさせる、と聞かなかったので、それで付き合いでしていることだった。

　一通りの調理が終わって振り返ると、テーブルにはほとんどが手付かずで残っていた。量が多すぎる、というのもあるが、光はただでさえ箸はしが遅いのに加えて、羊子に食べさせてもらっている状況では、特訓もなにもなかった。

　勝負は早食いではないとはいえ、それなりにスピードも要求されるはずだ。先に全ぜん屋や台たいのメニューを食べきった方が勝ち、という内容なのだから。

　美巳はガスの火を止めて、光の隣に座った。

「光様ぁ？　お料理、美巳も食べていいかなぁ？」

「ど、どうぞ」

　助かる、というように光は頷うなずいたが、彼を抱きかかえている羊子は首を傾かしげた。後ろから抱き付いているとビキニは紐ひもしか見えず、裸はだかも同然だった。その大きな胸を容よう赦しやなく押し付けられて、光の顔はずっと赤いままだ。

「いいの～？　美巳ちゃんが食べちゃったら、光様の特訓にならないけど～」

「大丈夫ぅ♪　大丈夫ぅ♪」

　言って、美巳は一番手近にあったお好み焼きを引き寄せると、大きな一枚のそれを畳たたんで小さくして齧かじり付いた。マヨネーズとソースがはみ出て掌てのひらを流れる。それを舐なめとって、あっという間まに一枚を完食する。我ながらいい味だ。

「んん？」

　光に、じっと見つめられていることに気付いて、美巳は首を傾げた。

「なんですぅ？」

「あ、いえ……なんだかすごく美お味いしそうに見えたんで……」

「見えただけじゃなくて、本当に美お味いしいですよぉ？　そうだ、美み巳みも光ひかる様さまに食べさせてあげますねぇ」

「だ、だいじょうぶですよ、ひとりで食べられますから」

「あー、羊よう子こさんにはさせてあげて、美巳はお料理だけ作ってればいいっていうのぉ？」

「そ、そういうわけじゃなくて……」

「じゃあ、食べさせてあげますぅ」

　美巳は、たこ焼きをひとつ摘つまみ上げると、それを光に押し付けた。僅わずかに口を開くのが遅れて、ソースとマヨネーズ、それに青あお海の苔りが唇くちびるに付く。

「あーあ」

　美巳はいたずらっぽく微笑ほほえむと、光の顔を両りよう脇わきから挟はさむようにして押さえ、否いやと言う間まを与えずに唇に吸い付いた。ちゅうううううう～っ、ぽん──そんな音を立てて、ソースやマヨネーズをぺろりと舐なめ取ると、光は呆ばう然ぜんとして、それからなにが起こったのかに気付いて、ますます真っ赤になった。

「なっ、なっ、なっ……」

「えへ」

　言葉を継がせず、美巳はもう一度吸い付いた。ペロンと舐め上げると、極ごく上じようのスィーツを食べたときのように、体の奥がぞくぞくとした。

　光は目を白黒させている。と──

「ずる～い、わたしもする～」

　そう言って、羊子も光の肩を押して体を下げると、顔を摑つかんで首を捻ひねり、その唇くちびるに思い切り吸い付いた。ちゅるうううううん、と舐めながら吸い上げ、ぽん、と唇を離す。
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　すると、光はまるで骨が溶けてなくなってしまったみたいに、ぐにゃぐにゃになって、目もとろんとしてしまった。

「あなたたちっ、なにをなさってるんですのっ!?」

　そんな怒ど声せいがキッチンに響ひびいて振り返ると、赤せき兎との肩の上に座って、顔を真っ赤にした獅しぃ子こがふるふると体を震ふるわせていた。

「なにってぇ、特訓だよ？」

「なんのっ!?」

　美巳は羊子と顔を見合わせ、光をその胸に抱いたまま、あれ、と首を傾かしげた。







[image: ５　後夜祭の告白]







　窓の向こうで鳴り響ひびく花火の音を聞きながら、愛あいは布ふ団とんの中で小さくため息をついた。あれは、千ち代よ神がみ中ちゆうの文化祭が滞とどこおりなく行われる、という知らせだ。

　といっても、誰だれでも自由に入れるわけではないから、千代神中に通う生徒の家族や友人以外には関係のない話であり、今日きようの愛にも、ただ頭に響き、寂しさを募つのらせるだけの音でしかなかった。

　熱はなんとか下がったのだが、いま無理をすればぶり返すということで、今日も休むよう母親に言い渡されては、とりあえずはおとなしく横になっているしかなかった。

　少し防虫剤臭くさい上うわ掛がけの臭においを嗅かぎながら、愛はボリュームを落としたＴＶを眺めた。

　もう、お昼のニュースをやっている。

　今日は水曜日だが休日で、週の真ん中に休みがあると、一週間が早い気がしてうれしい、と街頭インタビューを受けたＯＬが答えていた。朝あさ寝ね坊ぼうができるから疲れが取れる、と答えたサラリーマンもいた。

　愛も、それには同感だった。なんだか何年分も、眠ったような気がする。

　このところ、朝はずいぶんと早く起き、二人分の弁当を作ったあとで、光ひかるの住んでいる廃教会の前で待ち伏せて、一緒に登校をするようにしていたから、こんなにゆっくり眠ったことはなかった。

　土日は土日で、朝からやはり光のことを見張るべく、にわか探たん偵てい──というよりも、プチ・ストーカーとなって、教会の周りをうろうろすることがほとんどだった。

　比べると、本当によく眠った。頭も、久しぶりにすっきりとクリアーだ。おそらく夕方には問題なく出かけられるだろう。

　愛は、枕の下からメッセージカードを取り出して眺めた。

（……これって、ラブレターだよね？）

　文面はそう読める。

　好きな人に約束をすっぽかされたのだとわかっていて、自分ならばそんなことはしない、と言っているのだから、たぶん間違いはないだろう。

　こんなものを貰もらったのは、生まれて初めてだった。

　しかも、あんな薔ば薇らの花束と一緒に、である。

　いまその薔薇は小分けにされて、家のあちこちに飾られていて、この部屋にも一〇本ほどをまとめて花瓶に挿さし、机に上に置いてある。

　格かつ好こうつけすぎと思わなくはないが、風か邪ぜで熱を出して弱っているところに、あれは効いた。

　単純にうれしかった。

　けれども。

（これが、光君がくれたんだったら……）

　そう想像するのは楽しく、そして同時に、とても切せつなかった。現状ではあり得ないことだということはわかっている。ではこの現状が打だ破はされることが今後あるのか、と考えると、どうなのだろう、と思ってしまう。

　──してもらわなくては困る。

　大天使アークエンジエルラファエルの声がして、愛あいは慌あわててカードをしまい、部屋の中を見回した。すると今度はベッドの上ではなく、扉とびらの傍そばに天使は現れた。白い翼つばさを開き、今日きようは立って、壁に寄りかかるようにして。

　──わかっているのだろうな？　おまえは──

（はいはい）

　まだ少し喉のどは痛いので、愛は声に出さずに言った。

（何度も言われなくっても、わかってます。けど、お見舞いにだって来てくれないんだから、しょうがないじゃないですか）

　──来たらやるんだな？

（ちょっ──露ろ骨こつすぎですよ、天使様！　来てくれただけじゃ、駄だ目めですよ。いくらなんでもわたしが光ひかる君くんを、お、お、お、おお押し倒すわけにはいかないんですからっ）

　──なぜだ？

（なぜって……そんなの、恥ずかしいからに決まってるじゃないですか！　光君にエッチな女の子だって思われたらどうするんですか！）

　──いいではないか。事実なのだし。

（事実じゃありませんっ！　いつそんな事実がっ!?──もう……）

　こんなやり取りを続けていたら、また熱がぶり返してきそうだった。

　息をつき、愛が枕に頭を沈めると、天使はため息をついた。

　──だから、とっとと《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使えばいいのだ。前にも言ったがあれは、人の目を開かせるだけで、決してその心を操作するものではないのだからな。

（かもしれないですけれど……）

　天てん井じようを見上げて、愛は唇くちびるを尖とがらせた。

　そうはいってもやはり、道具を使うということには抵抗がある。なんだか、ずるい、という気持ちがどうしても拭ぬぐえないのだ。

　──それはともかく、としてだ。

　天使の声に、愛は目だけを動かして彼を見た。

　色白の肌のたくましい肉体をギリシャ風の服で隠し、呼吸をするように背中の白い翼を震ふるわせている。淡い金髪の頭の上には、微かすかに光の輪が見えるが、手に取れるような実体はないように見える。

　だが、彼にはどこか肉にく感かんがなかった。確かにそこにいるのに、まるで大きな絵を見ているような気がする。

　──どうするのだ？

　なんのことかはわかっている。光ひかると黒くろ島しま竜りゆう一いちの対決──そのことだ。

　今け朝さ、綾あや香かからメールが来て、その内容が『大食い勝負』であることがわかったのだ。

　もちろん、愛あいも気にはなっている。

　しかし、その中身は、天使とは少し違っていた。

　彼が気にかけているのは、光が《大食グラトニー》の《罪シン》を犯すのではないか、ということだ。

　愛も、それは当然あるのだが、同時に、光がどのくらい頑がん張ばるのだろうか、ということも気になっていた。

　彼が、自分のために勝負を受けたのでないことはわかっている。こちらの気持ちにまったく気付かないような鈍い少年が、今回に限って勝負の裏に隠された意味を悟さとるなどということがあり得ないことも。

　それでも、どこかで期待してしまっている。

（……時間になったら、見に行ってみます。熱も下がったことですし）

　たとえ、それが妄もう想そうだとしても、見てみたかった。好きな人が、自分のために戦ってくれているその姿を。

　──そうか。頼んだぞ。

　天使は、愛の思いに気付いていたはずだったが、それについてはなにも言わなかった。止めても仕方がない、もしくは、それこそが戦う理由だ、とわかっているのかもしれない。

　すべては──《愛》ゆえ、だということが。




　　　　☆




『それでは、これより後夜祭を始めますっ！　みんなっ、おつかれさまっ!!』

　文化祭実行委員長がマイクを手にそう吼ほえると、校庭に集まった生徒たちの間から、いっせいに怒ど濤とうのような歓声があがった。

　陽ひが沈みつつある空の、その東の端はしからはじわじわと夜が広がりつつあり、校庭の真ん中に積み上げられた木材は、点火の瞬間をいまかいまかと待っている。

『今年はたった一日だったけど、特に大きな混乱もなく、実に素晴らしい盛り上がりを見せてくれて、実行委員長としてうれしいですっ！　しかぁし!!　まだひとつ！　今日きようの締めくくりとして、特別イベントを開催しますっ!!』

　うおー、と獣けもののような咆ほう哮こうがあがる。

「まったく大げさですわねっ！」

　赤せき兎との肩の上で、耳を両手で押さえて獅しぃ子こはそう怒ど鳴なった。そうでもしなければ、とてもじゃないが耐えられない。

「たかがこのようなことでっ！　だいたい、わたくしがどうしてこのような格かつ好こうをしなくてはならないんですのっ!?」

　そう言った獅しぃ子この服装は、パーティグッズ用品コーナーなどで売っている、いかにも安い作りの、本物とはほど遠い、ゴシックロリータっぽい、ミニスカートのメイド服であった。
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　光ひかるのアシスタントをするならこれに着替えなくては駄だ目め、と実行委員会の方から渡されたのである。その格好をして、競技に参加するのであれば、黒くろ島しま側がわ同様、部外者である獅ぃ子たちも残ってもいい、と言われたのであった。

　ただし、棕しゆ櫚ろだけはメイド服ではなく、燕えん尾び服ふくであった。執しつ事じのつもりなのかもしれない。

　彼女はここの生徒だから許されたので、これがもし、獅ぃ子と同じくここの生徒ではない羊よう子こと倉くら子こもこんな格好はできない、と言ったのであれば他ほかの方法を考えただろう。

　だが、二人が素直に着てしまい、光に、

「わー、似合いますね♪」

　と言われるのを聞いてしまっては、獅ぃ子も着ないわけにはいかなかった。

　だが本来、メイド服というのは、使用人のためのものである。《高慢プライド》の《罪シン》を抱いだく獅ぃ子にとっては、そんなものを着せられた段階で、羞しゆう恥ちプレイも同然だった。

　しかもこの服、下にペチコートを重ねたミニスカートもおかしいが、胸むな元もとがやけに大きく開いているのもおかしな話だ。

　羊よう子こなどはいまにもはみ出してしまいそうになっているが、その一方で、巳み和わや、そして獅しぃ子こにはスカスカで、前かがみになったのなら胸が丸見えになってしまいそうだった。

「まー、いーじゃんか」

　ミニスカートのメイド服を着ていても、リングコスチュームのようで、少しも従順そうに見えない久く美みが顎あごをしゃくって、テーブルを示した。

「光ひかる様さまも喜んでるみたいだし」

「……とてもそうは見えませんですわよ？」

　その光はといえば、すでに勝負のテーブルについて開始を待っていたが、脇わきを固めた羊子の過か剰じようなスキンシップに晒さらされ、顔を真っ赤にしている。

　これほど盛り上がっている理由の一いつ端たんが、彼女だった。

　なにしろ現役のトップグラビアアイドルが、特に学校が頼んで呼んだわけでもなく現れ、その上、イベントにまで参加して、あのような格かつ好こうまでしてくれているのだ。

　盛り上がらない方がおかしい。

　羊子の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに、携帯電話のカメラのフラッシュが輝く。ちょっとした撮影会の様よう相そうを呈ていし始めている。昼間は不ふ審しん者しやの侵入を防ぐ仕事をしていた警けい備び員いんは、急きゆう遽きよ、人員の整理に回されていた。羽は目めを外して近づこうとする者は、たちまち排除の目に遭あっている。

「……それで、どうですの？」

　赤せき兎との肩の上にいる以上、誰だれも覗のぞけるわけもないのだが、それでも気になって手で胸むな元もとを押さえながら、獅ぃ子は訊きいた。

「なにが？」

「光様の様子に決まっているでしょう？……負けられそうですの？」

「大丈夫だろ？」

　言って、久美は少し離れたところに立っている美み巳みたちを振り返った。

「とりあえず、昼ひる飯めしもたっぷり食べさせたし、おやつにはドーナツとクレープをけっこう食べてたみたいだからな。たぶん、あっという間まに腹一杯だと思うぜ？　あとは美巳がコントロールしながら満腹状態を維持し続けるってさ。たぶん、早くにドクターストップがかかるんじゃないか、って言ってたぜ」

　獅ぃ子は設営されたテントの下に待機する白衣の女を見た。ここの学校医だそうだが、このイベントには乗り気ではなく、芥あくた木ぎ教諭という女の強引な説得でしぶしぶ了りよう承しようをしたという話だったから、少しでも異常があれば、すぐにストップをかけると思われた。

　悔しいが、今回はその方がよかった。

　今度だけは、負けてやる。

　ただし、もしもあの黒くろ島しま竜りゆう一いちという男子が、光に勝ったことを自慢げに言いふらしたり、あの男はたいしたことがなかった、などと触れ回るようなことがあれば、そのとき、あの少年の人生は終わる。終わらせるつもりだった。

『この特別イベントはっ！』

　再び、実行委員長の声が響ひびき、そのやかましさに獅しぃ子こは顔をしかめた。

『私立・帝てい開かい中ちゆう学がくと、都立・千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの友好を深め、しかしながらっ、互いに切せつ磋さ琢たく磨まして競うという目的の下に行われますっ！』

　意味があるとも思えない盛り上がりを生徒たちがみせる。

『ルールは簡単！　ずらりと並んだ模も擬ぎ店てんのメニュー！　そのすべてを先に食べ終わった方を勝ちとします！　ただし、端はしから食べればいいというわけではなく、なにから食べるかも重要になってきます！　腹のふくれやすいものもあります！　同じ料理ばかりで飽あきてしまうこともあります！　それをいかに飽きさせず、食べさせることができるかも大切なこと！　つまり、チームプレイが重要なのです！──さあ、それではプレイヤーの紹介です!!　まずはっ！』

　明らかに録音のドラムロールが鳴り響き、シンバルの音で〆しめられた瞬間、実行委員長は会場となる一いつ角かくを指した。

『我が千代神中学の代表！　二─Ａの文化祭実行委員！　神かみ代しろ光ひかるっ!!』

　光は立ち上がると、なにやら申し訳なさそうにあちこちに向かって頭を下げた。

　うおー、と歓声があがる。

　予想外に人気が高いことに、獅ぃ子は懸け念ねんを覚えた。期待が大きいということは、負けたときの反動も大きい、ということだ。それは、自分が立てている計画にとっては、あまり面おも白しろいことではなかった。

『そして、彼をサポートするのはっ！　クラスメートの田た名な網あみ久く美み、那な賀が花はな美み巳みと、そのお友達の面々！　みんな、知ってますねっ!?　そのうちのひとりは、トップグラビアアイドルの、牧もく鷹おう羊よう子こさんっ!!』

　地鳴りのような歓声が沸き起こる。人々──主に男子のリビドーの高まりが、残暑をさらに暑くする。モックー!!　という声に、羊子がにこやかに手を振ってこたえると、男子はさらにヒートアップした。

「おー、すげえ」

　感心したように、久美が呟つぶやく。

『盛り上がってきましたあっ!?──さあ、対するは！　成績優秀！　スポーツ万能！　去年貰もらったバレンタイン・チョコレートの数は八〇個という！　一般人とは思えない人気者！　名門・帝てい開かい中ちゆう学がくの生徒会長、黒くろ島しま竜りゆう一いちっ!!』

　実行委員長が彼を指すと，今度は対照的に、ブーイングと歓声とが半々に分かれた。野や次じったのは主に男子、歓声をあげたのは女子だ。

『そして、彼をサポートするのはっ！　なぜか全員が女子という！　帝開中学生徒会執行部の役員の面々ですっ!!　全員が眼鏡めがねをかけているのは、会長の趣味かっ!?　それとも勉強のしすぎかあっ!?』

　過剰な紹介にも、しかし、眼鏡めがねにメイド服という女子たちは表情ひとつ変えるでもなく、淡たん々たんとお辞儀をした。その仕し草ぐさは堂に入いっていて、まさかそんなことはないだろうが、普ふ段だんからそうして黒くろ島しま竜りゆう一いちに傅かしずいている様を思い起こさせた。

『みんな、準備はいいですかっ!?　キャンプファイヤーへの点火が、勝負開始の合図！　そして同時に後夜祭の始まりですっ!!　さあ!!──』

　実行委員長が腕をあげると、灯油を染みこませた布を先端に巻き付けた角かく材ざいを手にした生徒が二人、前に進み出た。教師らしい男が、ねじった新聞紙にライターで火をつけ、それが地面に置かれ、薪まきが入れられた一いつ斗と缶かんに放ほうり入れた。すぐに炎が上がり始める。生徒は、その中に角材を入れ、火が燃え移るのを確認して、それを掲げた。

　赤々とした光ひかりが、あたりを照らし出す。

　実行委員長が頷うなずくと、二人の生徒は先端が燃え上がる角材を手に積み上げられた木材の傍そばに向かい、左右に分かれて立った。あたりに静けさが広がる。太陽は完全に没して、空の半ばまでを、すでに夜が支配している。

　ざ、と実行委員長は腕を降り下ろした。

　炎を掲げていた二人の生徒は、それを木材の一番下に突っこむ。すると、下に敷かれていた布にまずは引火し、その炎は見る間まに木材を包んで燃え上がった。

『さあ、後夜祭の始まりですっ!!』

　音が割れるほどの大声での宣言と同時に、数発の花火が打ち上がり、轟ごう音おんとともに夜空に光の花を開かせた。歓声が沸わき起こり、ブラスバンド部が演奏を始める。ある者は踊りに火の回りに向かい、ある者は模も擬ぎ店てんへ食べ物を買いに走る。

「……行きますわよ？」

　獅しぃ子こは久く美みにそう声をかけると、おう、と答えて、久美は掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた。

　料理の調達は、獅ぃ子、久美、倉くら子こ、羊よう子この役目。なにを持ってくるかは美み巳みに従い、巳み和わは光ひかるの傍について、皿を下げる、水を注つぐなどの、食事のサポートをする。

　夜空に響ひびく轟音と、さまざまに色が変化する輝きの下を、黒いメイド姿の少女たちは歩き出した──光を負けさせるべく。




　　　　☆




　花火の音が聞こえたのは、玄関で靴くつを履はいているときだった。

　──始まったな。

　天使の声が頭の中に響いたが、もう頭痛はしない。

　愛あいは心の中で頷うなずいて、つま先をタイルに打ち付け、踵かかとを靴の中に収めて家の外に出た。

　微かすかに涼しい風が顔を、夏服のセーラー服の袖そで口ぐちから出た腕を、撫なでる。昼間はまだクーラーがいるほどであっても、陽ひが沈めばそこに秋を感じることができた。

　天を仰あおげば、空はもう紺色に染まっていて、家の前の車道の脇わきに等間隔に立てられた街灯には明かりが灯ともり、行き交う車もヘッドライトを点つけていた。

　愛あいは鍵かぎをかけてちゃんと閉まっていることを確認すると、キーホルダーは肩に下げたトートバッグの中に入れ、門を出て学校へと向かう道を歩き出した。

　体は──問題ない。

　三時過ぎに測ったときにはほぼ平熱で、だるさもほとんどなかった。沢たく山さんかいた汗とともに、熱も、ウィルスも流れてしまったのだろう。

　けれども、体力が完全回復しているかといえば、そうとは言いがたかった。

　なるべく急ぎたいとは思っているのだが、足がやたらと重く、まるでなにかがぶら下がっているようにも感じられた。

　母親からは夕方に電話があって、またぶり返すといけないから、ちゃんと寝ているように、と釘くぎを刺されたが、行かないわけにはいかなかった。

　天使がうるさいからとかではなく──まったくないとはいわないが──見届けなくてはならないと思った。それが、黒くろ島しま竜りゆう一いちに対する礼儀だろうと。

　──おまえは、生き真ま面じ目めすぎるのだ。

　そう、天使の声が聞こえた。けれど、それは非難をしているというのではなく、むしろ微かすかな気き遣づかいを感じた。

（だけど、天使様もわたしに行ってほしかったんでしょ？）

　──まあ……それはそうだが。

（大丈夫ですよ。いざとなったら武器だってあるし）

　トートバッグの中には、天使から授かった《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》が入っている。

　──おお、とうとう使う気になったか！

　声に喜き色しよくがにじむ。

　あまりに素直な反応に、愛は苦笑した。

（違いますよ。もしこの勝負で光ひかる君くんが《堕落ダウンフオール》したら、そのときに、正気に戻すのに使うんです。他ほかのことには使いません）

　──なんだ……。

　あからさまにがっかりしているのがわかり、申し訳ないような気分になりかけるのを、愛は心を鬼にして振り払った。どうも、姿が見えずに声だけの方が、ストレートに感情が伝わってくるような気がする。

　だからといってここで同情して、光に矢を打ちこむようなことは、やはり、したくない。約束もできなかった。そんなことになれば、早く果たせ、とうるさいに違いない。

　──白しら鳥とり愛あい。

　不意に、なにやら真剣な声で名前を呼ばれ、愛はほんの少し緊張した。なにやら、いつもの調子と違う気がする。

　──神かみ代しろ光ひかると黒くろ島しま竜りゆう一いち……今こ宵よい、おまえは、どちらを応援するつもりなのだ？

　唐とう突とつで難しい質問に、愛は歩みを緩ゆるめ、電信柱に手をついて立ち止まった。車のライトに照らされて、影が長くブロック塀に伸び、そして消えた。

　それは光、と、愛はすぐに答えられなかった。

　どうしてなのかはわからない。

　光のことは、いまでももちろん好きだ。

　だが、人を好きでい続けるのにはエネルギーがいる、正直、気付いてはもらえず、しかもライバルが多い相手を思い続けることに、少し疲れているのも本当だった。

　あの日、雨に濡ぬれながら、なにをしているんだろう、と思ってしまったそんなときに、傘を差し出され、雨からだけでなく、他ほかのなにかからも濡れるのを救ってもらった気がする。

「……行けばわかりますよ、きっと」

　天使が聞いているかはわからなかったが、そう呟つぶやき、愛は、夜道を再び歩きだした。




　　　　☆




「もう、ギブアップかな？」

　どこか嘲あざけりを含んだ竜一の声に、光はなんとか顔を起こすと、真正面に座っている彼の顔を見た。竜一は口の周りに付いたソースをふきんで拭ぬぐうと、それをテーブルの上において、描いたような微笑を浮かべた。

　勝負開始から、まだ三〇分。

　その間に光が食べたのは、お好み焼き、イカ焼き（大阪風）、今川焼き、たこ焼き、と見事に粉こな物ものばかりで、しかもそのどれもが『ジャンボ』と冠かんむりの付く、普通のものよりもボリュームのあるものばかりだった。

　一方、竜一が平らげたのは、チョコバナナやベビーカステラ、クレープ、カットフルーツといったデザート系で、皿数は同じでも、ずいぶんと量が少なかった。

　すべてのメニューを食べきることが条件であるから、いずれ彼も粉物を食べなければならないが、その前にこちらがギブアップをしてしまいそうだった。

　もうすでにお腹なかはかなりふくれて苦しいことこの上なく、前かがみになろうものなら、食べたものをすべて出してしまいそうなほど危うい状況だった。

（僕、いったいなにしてるんだろう……）

　いやな汗を流しながら、答える気力もなく、ただそう思った。自ら望んだわけでもないのに、こんな勝負をさせられて、いったいなんの意味があるというのだろうか？　こんなのは、食べものに対する冒ぼう瀆とくでしかない気がする。

「やはり、戦うまでもなかった、っていうことかな？　あんなに濡ぬれてまで、待つ甲か斐いがある相手なんだから、もう少し手て強ごわいと思っていたんだけどね」

　目の前にもう一枚皿が置かれ、竜りゆう一いちは箸はしを手にした。メイドの格かつ好こうをした、書記、だという少女が置いたのは、六個入りのジャンボたこ焼きだ。

　風に乗ってソースと青あお海の苔りの香りが流れてきて、光ひかるは口を押さえた。

　それを見て、竜一は片方の眉まゆを大おお仰ぎようにあげた。

「おいおい、目の前で吐はかないでくれよ？　僕はまだ、食事を楽しんでいるんだから」

　言って、一口で拳こぶし大のこ焼きをひとつ食べてしまう。続けてもうひとつ。唇くちびるに付いたソースを、今度は舐なめ取り、上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「君も、昔はずいぶんといい暮らしをしていたんだろう？　神かみ代しろ家けの唯ゆい一いつの継けい承しよう者しやで、都内でも屈くつ指しの豪ごう邸てい住まい。知らないものはいなかった。それが、両親に死なれ、財産を奪うばわれ、いまは寂さびれた教会で他人と共同生活……人の運命はわからないもんだね」

　光の前にあった空の皿が、巳み和わによって片付けられる。

　だが、すぐには次の一皿は運ばれてこない。どうも連れん携けいがうまくいっていない様子で、少し時間がかかる。しかしそれは、光にとってはありがたいミスだった。

　またひとつ、見せ付けるように竜一は、こんがりと焼けたたこ焼きを食べた。

　生徒の手にしては意外とよくできていると評判だったらしく、他ほかのメニューにしてもそうで、どの模も擬ぎ店てんも盛況だったらしいが、なぜか光は美お味いしいとは感じなかった。もし評判どおりなら、きっともっと食べられると思うのだが。

　竜一は、今度は二ついっぺんにたこ焼きを食べ、光は胃が反抗するのを必死になだめなければならなかった。

「少し、調べさせてもらったよ」

　最後の一つも平らげ、竜一は口を拭ふいた。

「君は、自分のことを情けないとは思わないのかい？　君の境遇には同情するけどね。しかし、同じ年とし頃ごろの女の子に、面倒をすべて見てもらっているっていうのはどうなのかな？　比べて君のやっていることといったら、庭掃除くらいときている」

　ふん、と竜一は鼻を鳴らした。

「はっきり言うが、僕は君に比べてなにもかも勝っている。君の成績はまさに平均だが、僕は常に学年トップだ。君は運動が苦手だが、僕はどんなスポーツも得意だし、武道も一通りたしなんでいる。君は学級委員をやっているが、それは押し付けられたものだ。だが、僕は生徒会長で、それは自ら立候補して、自分で獲得したものだ。君はそうしたものがあるか？」

　気持ちが悪く、よく回らない頭で、光は考えた。

　確かに、そうしたものはただのひとつもなかった。すべて、誰だれかから与えられたもので、自分でなにか努力をして獲得したものは、なに一つないように思えた。

　そのとき、巳み和わが新しく、今度はホットケーキを運んできて目の前に置いた。立ち上るバターの臭においがおかしかった。古くなったものを使ったのか、腐りかけの牛乳のような臭いだった。

　限界に達しようとしていた胃に、それが止とどめを刺した。

　光ひかるは、椅い子すから落ちるようにして竜りゆう一いちに背中を向けると、しゃがみこみ、食べたものをすべて戻してしまった。苦しさと、食べ物を粗末にしてしまったという罪悪感に胸を締め付けられ、じわりと涙が浮かんだ。

「……光様……」

　すぐに巳和が来て、口の周りを拭ふいてくれた。すると、荒々しく箸はしを置く音がして、顔をあげると苛いら立だった表情の竜一が見下ろしていた。

「僕の勝ちだな」

　それは間違いなかった。吐はいてしまったのだから、その時点で負けは確定だった。

　だが、光はほっとしていた。

　そもそも、どうしてこんなことになったのかがわからない勝負だったのだ。これで解放されると思うと、ただただ安あん堵ど感かんが広がった。が──

「これで彼女も、君を見る目が変わるだろう」

　ブレザーの襟えりを正し、そう吐き捨てた竜一の言葉が、胸に引っかかった。

「彼、女……？」

「そうだ。君のその、みっともない負けっぷりを見れば、彼女にもわかるはずだ。なに一つ持ち合わせていない、しかも自分がしたことすら気付いていない、惨みじめで残ざん酷こくな君と、傘を差し出し、薔ば薇らを贈った僕の差が」

　竜一は踵きびすを返し、キャンプファイヤーの巨大な焚たき火びに向かって歩き出した。

　光はそれを目で追った。

　炎の周りで人々が楽しげに輪を作り、踊っている。その向こう、潮のように満ち引きをする輝きの中に、ひとりの少女が立ってこちらを見ていることに、光は気付いた。

（……白しら鳥とりさん……）

　どくん、と心臓が大きく脈を打つのを、光は感じた。竜一は、真っ直すぐに彼女に向かって歩いていく。

『──決着がつきました!!　勝者は、帝てい開かい中ちゆう学がく生徒会長！　黒くろ島しま竜一ーっ!!』

　実行委員長の宣言に、歓声とブーイングが嵐のように巻き起こった。竜一はそれに手をあげて答えながらも、その目は真っ直ぐに、愛あいを見ているとわかった。

（う──）

　体の奥で、なにか黒いモノが蠢うごめくのを感じて、光は胸を押さえた。一度だけ感じ、しかしすぐに消えてしまった、あの未知の感覚だった。しかし今度は消える気配をみせず、逆に、大きくなってくるのを感じた。

　抑えなければ──そうでないと、なにかとても大変なことになる気がする。

「……光ひかる様さま……いいんですよ……」

　背中に温ぬくもりを感じ、耳元で巳み和わの囁ささやきが聞こえた。ぞくり、と肌が粟あわ立だつ。

「……怖いものじゃありません……それは、誰だれもが持っているもの……溜ためたら危険な毒になります……だから……吐はいちゃっていいんですよ……」

「だ、だけど……」

　本当にそうなのだろうか？

　黒いモノは、いまやはっきりと形を現していた。それは蛇へびに似ている。しゅるしゅると腹のあたりを這はい回りながら、隙すきあらば飛び出そうとしている気がする。

「……ほら、見てください……」

　細い腕が伸びて、その指が竜りゆう一いちを指した。

「……すごいですよね、あの人……同じ人間なのに、不公平だって思いませんか……？　頭がよくて……生徒会長で……きっと、思いどおりにならないことなんかないんですよ……きっと、白しら鳥とりさんも彼のモノになるんでしょうね……」

　彼のモノ──意味がよくわからなかった。

　人が人のモノになる、とはいったいどういうことなのか？　だが、意味はわからなくても、それはひどくいやな響ひびきだった。

「……わかりますか……？　白鳥さんはあと半月もしないうちに、きっと、あの人に抱かれますよ……キスを……唇くちびるだけでなく裸はだかの胸にもされて……そして──」

「おいっ!!」

　久く美みの怒ど鳴なり声がして、巳和の温もりが遠ざかるのがわかった。

「おまえ、なにやってんだよっ！」

「光様っ!?　どうなさったんですのっ!?」

　空から獅しぃ子この声が聞こえる。だが、振り返ることはできなかった。愛あいが、竜一のモノになる──その想像は胸のうちの黒い蛇へびを育て、一気に成長させた。

（いや、だ……）

　それが、愛が竜一のモノになることなのか、それとも、この黒い得え体たいの知れないものを解放してしまうことなのかは、わからなかった。

「……光様……」

　後ろで遠く、巳和の笑うような声が聞こえた。

「……それが《嫉妬エンヴイ》です……」

　その瞬間、体中の穴という穴から《それ》が噴ふき出だすのを感じ、光はねっとりとした黒い粘ねん液えきの奔ほん流りゆうに吞のみこまれ、意識を磨すり潰つぶされるのを感じた。




　キャンプファイヤーの踊りの輪の外に立って息を整えていた愛あいは、竜りゆう一いちがゆっくりとこちらに向かって歩いてくるのを見つけ、心臓が跳はね上がるのを感じた。風が吹き、火の粉こが舞う。熱風が吹き寄せて肌を焼いたが、その場を動くことはできなかった。

　実行委員長が彼の勝利を宣言し、歓声とブーイングが巻き起こる中、声に答えるように彼は手をあげた。けれど、その目はこちらを見つめて、決してぶれることがなかった。

（光ひかる君くんは……？）

　愛は視線を走らせ、彼がテーブルの脇わきに座りこんでうなだれているのを見つけた。ミニスカートのメイド服のようなものを着た少女がひとり、その背中をさすっている。一瞬、こちらを見たような気がしたが、それは炎に揺ゆらぐ夜や気きが見せた幻まぼろしだったのかもしれない。

　模も擬ぎ店てんの方から、獅しぃ子こを初めとした少女たちが集まってきたかと思うと、久く美みがいきなり、光の背中をさすっていた少女の腕を引き、引き剝はがした。

　遠とお目めにも、その子が微笑ほほえんでいるのが炎の照り返しの中にはっきりと見え、愛はその表情に鳥肌が立った。赤い唇くちびるが動いて、なにかを呟つぶやいたと思った瞬間、

　──来るぞ！

　天使の声が痛いくらい大きく頭の中に響ひびき渡り、同時に、光の体から墨ぼく汁じゆうのように真っ黒な《なにか》が噴ふん出しゆつし、津波のように押し寄せるのが見えた。

　愛は咄とつ嗟さに目を閉じて顔を腕で庇かばい、無む駄だかもしれないと思いながら足を踏ん張った。

　直後、突風のようなものが周囲を吹きぬけ……だが、それだけだった。押し流されも、打ち据すえられて倒されることもなかった。

　幻だったのか──そう思った途と端たん、声があがった。

「この浮気者っ!!」

　驚いて目を開くと、さっきまで仲良く踊っていた男子生徒が、相手の女子生徒の襟えりを摑つかんで歯を剝むいていた。

「いま、あいつのこと見ただろっ！」

「なによっ、あんただって、グラビアアイドル見てデレデレしてるじゃないっ！」

「んだとっ！」

　奇声をあげ、二人は取っ組み合って地面の上を転がった。

　だが、この二人だけではない。あたりには似たような光景が広がり、声が次々とあがって、満ちていった。

「ちくしょう！　なんであいつがレギュラーで俺おれが補欠なんだっ！」

「あたしの方が可か愛わいいのに……絶対可愛いのに……」

「なんであいつばっかり褒ほめられんだよ！　俺のが成績いいじゃねーか！」

「おかしいでしょ？　なんで、あたしのことを好きになってくれないで、あんなブスが彼女なの!?　そんなの変でしょ!?」

「どうして僕の小遣いはあいつらより少ないんだよ……」

「おかしい……絶対におかしい……わたしの写真が一次落ちだなんてあり得ない……」

「なんであの子の胸ってあんなに大きいのよ！　不公平よっ！」

「なんであいつが学年主任で、あたしが副担任なのよっ!!」

「どーして、あたしがオーディションに落ちなきゃなんないの!?　あんな田舎いなか者ものより、ずっと可か愛わいいし！　ずっと歌だって上う手まいのに！」

　殴なぐり合いや、摑つかみ合いをし始める者、天に向かって唾つばを飛ばし、地に向かって呪のろいのごとき言葉を吐はく生徒、そして教師の姿に、愛あいは震ふるえ上がった。

「こ、これ……なに……」

　愛は、一歩も二歩も後ろに下がった。

　周りの生徒ばかりではない。竜りゆう一いちも、もはや愛を見てはおらず、

「なんであんなやつがいいんだ……」

　そう呟つぶやきながら踵きびすを返し、まるで、ゲームでよく見る生ける屍しかばねのような緩かん慢まんな動きで、愛の傍そばを離れていった。

　その向かった先には、光ひかるが呆ぼう然ぜんと立って空を見上げていたが、その後ろにいたはずの少女たちの姿がなく、愛は震えながらその姿を探した。

（どこ──？）

　せわしなくあたりを見回し、そうして見つけた。

「ほほほほほほほ！　おーっほほほほほほおほほほほほほっ!!」

　獅しぃ子こは赤せき兎とごと、朝礼時に校長が挨あい拶さつに使う台の上に立って、なんのつもりか、周囲に向かってただひたすらに、高らかに嘲ちよう笑しようを放はなっていた。

「らあっ！」

　轟ごう音おんがして振り返ればそれは久く美みで、彼女は設営されたテントのひとつに、蹴けりを入れてこれを倒し、下で摑つかみ合いを始めていた教師たちを下敷きにして、天てん幕まくの上から怒りに任せてストンピングを入れていた。

　その近くで、美み巳みは模も擬ぎ店てんの商品を勝手に食べまくり、羊よう子こは手近な男子を引き倒して熱烈なキスを降らせながら体をくねらせていた。

　棕しゆ櫚ろは地面の上に死んだようにただ横たわり、倉くら子こは勝手に人のものを集めてはうずたかく山のように積み上げて、近づく者を棒で打ち据すえて追い払っている。

　そして巳み和わは。

　彼女は直立不動で、片目のテディベアを潰つぶれるほど強く抱きしめながら、何事かをものすごい速さで呟つぶやいていて、唇くちびるが裂けて顎あごに血が滴したたっていた。

　──これは《嫉妬エンヴイ》の《大罪》だ。

　呻うめくように天使が言うのを、愛あいは頭の中で聞いた。

「《嫉妬エンヴイ》!?」

　──そうだ。誰だれもが心に持つ《妬ねたみ》の心が増幅されている。このまま放ほうっておけば、殺し合いになるぞ。

「だけど──」

　──あの娘たちか？　あれは《嫉妬エンヴイ》ではない。《地獄の使徒ヘル・アポストル》共どもは、神かみ代しろ光ひかるの《堕落ダウンフオール》にあてられ、自らの《罪シン》が増幅され、人の姿を失いつつあるのだ。あの影を見よ！

　言われるまま、炎に浮かび上がる少女たちの影を見て、愛は息を吞のんだ。それは、人の形をしてはいなかったのだ！

　──《大罪》なる者の行き着く先、その《獣けもの》の姿だ。白しら鳥とり愛よ！　《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使い、神かみ代しろ光ひかるの《嫉妬エンヴイ》の《罪シン》を浄じよう化かせよ！　あれはおまえを想っての《嫉妬エンヴイ》だ！

「光君が!?」

　──そうだ！　《嫉妬エンヴイ》の《罪人シナー》は神代光のおまえに対する想いを利用したのだ！　この勝負、そのために仕組まれたのかもしれぬぞ！

　愛は息を吞んだ。

　では、黒くろ島しま竜りゆう一いちは、彼女たちの仲間だということなのだろうか？　それとも、この状況を彼女たちに利用された、彼もまた被害者なのだろうか？

　──それはあとで考えろ！　早く浄化を!!

「は、はい」

　愛はトートバッグを肩から下ろし、まるで玩具おもちやのような弓矢を取り出した。矢を番つがえ、思い切り引きながら狙ねらいを定めようと腕をあげ、

（黒島さん!?）

　光に向けて構えた矢の先に竜一の姿が重なった。

「姉ねえさんは、おまえなんかじゃなくて、僕と──！」

　竜一はそう言って、明らかになにか武道をやっている構えで光に殴なぐりかかったが、まるで見えない壁を殴り付けたかのように弾はじかれて悲鳴をあげ、そこに容よう赦しやのない一撃を食らって両足が跳はね上がり、そのまま頭から地面に落ちて動かなくなった。

　──いまだ！

　天使の声に、愛は矢を放はなった。先端がハート形をしたそれは輝きながら飛び、しかし、

「えっ!?」

　矢は光まで届かず、そのずっと手前で空中に停止したかと思うと、突とつ如じよ、砕くだけ散った。

　──愛、弓から手を離せっ！

　緊迫した天使の声に、愛は咄とつ嗟さに従った。直後、弓もまた矢と同じように、光ひかりとなって砕け散った。火花が散って、愛あいは手に軽い痛みを感じ、見ればところどころが、火傷やけどをしたように赤くなっていた。

　──無む駄だなことはやめろ、ラファエル。

　頭の中に響ひびいたその声は、いつもの天使の声ではなかった。矢の爆ばく発はつしたあたり、そこに、光り輝く人の形が現れて、愛は目を眇すがめた。声は、それが発したもののような気がした。

　──ルシファーを救うことを、我らは望まぬ。

　──黙れ！　私は、見捨てぬ！

　それは、いつもの天使の声だった。

　──愛！　行け！　神かみ代しろ光ひかるを《堕落ダウンフオール》から救うのだ！

「は、はいっ！」

　愛は、背中を張り飛ばされたかのように、走り出していた。わけはわからなかったが、いまはそんなことを気にしている場合ではなかった。もう、怪け我が人にんが何人も出ているのは、明らかだった。急がないと、もっと大変なことになるかもしれない。

　輝く人型の傍そばを走り抜けるとき、肌がちりちりとしたが、なにもされなかった。天使の声も聞こえない。耳に届くのは、誰だれかを妬ねたみ、それをうらむ声。

（だけど、どうすれば……）

　光に向かって走りながら、愛はそれを考えた。もう弓はない。光を救うには──

　そのとき、綾あや香かの声が唐とう突とつに脳のう裏りに蘇よみがえった。

『──後夜祭で告白すると、幸せになれるんだって』

　鼓こ動どうが、駆けているのが理由ではなく、速くなった。どうして、そんなことをいま思い出したのか、理由はわからなかった。けれど、いまの光を救う方法を、愛は他ほかに思いつくことができなかった。駄だ目めならそれはそのときのこと──そう思いこむ以外にはなかった。

「ひ──か、神代君！」

　動かなくなった竜りゆう一いちのことを何度も踏みつけていた光は、足を止めて振り返り、愛のことに気が付くと、体ごと向き直った。髪は逆立ち、瞳ひとみはぎらぎらと輝いている。その拳こぶしには血が付いていて、赤黒いそれが糸を引いて落ちた。

「……愛」

　渋しぶ谷やで怒りに燃えていた彼とは、様子が違っていた。確かに怒ってはいるようだったが、もっと内面に向かっているような、重たい怒りのような感じがした。

「おまえ……こいつがいいのか……？　こんな、やつがよっ……」

　光は愛を見つめたまま、竜一の顔を蹴けり上げた。

　首が、いやな方向へねじれて、愛はぞっとした。このままだと、光は彼を殺してしまうかもしれない──そう実感させられた。

「なあ……俺おれのどこが、こいつに劣ってるっていうんだ……？　生徒会長じゃないってことか？　だったらなってやるよ。それとも成績か？　だったら一番になってやるよ。だから、俺おれのことを好きになれよ。な？」

　愛あいは震ふるえながらうつむくと、ゆっくりと深呼吸をした。

「……好きよ」

　振り絞った勇気とともに、言った。

「わたし、神かみ代しろ君くんのことが好き……だけど──」

　愛は顔をあげ、真っ直すぐに光ひかるを見つめた。

「それは、あなたじゃない。わたしが好きなのは、人がよくて、優しすぎて、自分が損をしちゃっても、そのことに気付きもしない、優しい光君の方なのっ！」

　言って、愛は体当たりをするように光に抱きつき、目を閉じて、ムードとか、ロマンティックとかいう言葉にはほど遠いキスを──ただ乱暴に押し付けるだけのキスをした。
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　体の中にあの弓矢と同じ光ひかりが生まれ、それが広がって校庭から《嫉妬エンヴイ》の《罪シン》を洗い流していくのを、愛はぼんやりと感じた。

　そうして。

　気が付けば、夜の校庭にはただ、キャンプファイヤーの焚たき火びの、木材がはじける音だけが響ひびいていた。その炎に照らされ、愛は地面に膝ひざを付いて光を抱きしめていて、胸の中で彼は穏やかに寝息を立てていた。

　愛あいは、あたりを見回した。校庭には、生徒も先生も区別なく倒れていて、その中には、やはり裸はだかの、久く美みや美み巳みの姿もあった。

（……終わったの……？）

　胸の中で呟つぶやくと、いつもの声がした。

　──ひとまずは、そうだ。

（天使様……）

　──神かみ代しろ光ひかるは《堕落ダウンフオール》を免まぬかれた。だが残念ながら、澱おりのように積もる《罪シン》は、完全には消せていないようだ。いまのところは、こんなことしかできん。

（あの……さっきの光ひかりの人は……？）

　──古い知り合いだ。

　その声は、それ以上は話せない、と言げん外がいに言っていた。

　愛は小さく息をついた。隠し事をされるのはうれしいことではない。だが、天使には天使の事情があるのだろう。大切なのは、光を守れるかどうかだ。

　寝顔を見下ろし、必死だったとはいえ、自分の告白を思い出して、愛は頰ほおを赤らめた。

　けれど目を覚ましたとき、光は憶おぼえていないだろう。《堕落ダウンフオール》して人が変わっているときの出来事は、光にとってはなかったことなのだから。

　少し寂しかったが、どこかでそれがわかっていたから、言えたのかもしれなかった。

　──帰るぞ。

（あの、光君はどうすれば？）

　──目を覚ませば、《地獄の使徒ヘル・アポストル》共どもがつれて帰るだろう。またしばらくは大丈夫だ。おまえの家に居い候そうろうさせられれば、それが一番いいのだがな。

（無理、言わないでください）

　それは、扶ふ養ようされている身にはできない話だった。

　愛は光を地面に寝かせると、そっと、天使のような寝顔の頰を撫なでた。

（おやすみなさい、光君……また、明日あしたね……）




　　　　☆




「つまり……今度のことはすべてあなたが仕組んだ──そういうことですの？」

　獅しぃ子この問いかけに、巳み和わはこっくりと頷うなずいた。

　文化祭の翌日、その昼の、廃教会の食堂でのことである。メンバーは、仕事で出かけている羊よう子こを除いた六人。

　光は、といえば、代休で学校が休みのこともあり、まだ部屋で寝ているはずであった。

　昨夜ゆうべは、全員がなにが起きたのか憶えてはいなかった。

　記憶は光ひかるが《堕落ダウンフオール》した瞬間で止まっている。

　その後は、どうやらまた光は元に戻ってしまい、気を失った全ぜん裸らの獅しぃ子こたちを、先に目を覚ました赤せき兎とが連れ帰ってくれたようだった。

　もっとも、あの男は口をきかないので、目が覚めたら服がぼろぼろになって断片しか残っていないことからの推察であったが。

　そして、もうひとつ。

　光を《堕落ダウンフオール》させた《罪シン》が《大食グラトニー》ではないこともわかっていた。

　その《罪人シナー》である美み巳みが、匙さじ加か減げんを失敗するはずもないし、仮に万が一、そうであったのなら、黒くろ島しま竜りゆう一いちとの勝負に光が負けるはずがない。

　あれは別の《罪シン》──《嫉妬エンヴイ》だった。

　そうであるのなら、巳み和わがなにかを仕掛けたと考えるのが当然である。

　そこで、獅ぃ子は委員会を招集し、彼女を問いただしたのだが、巳和はあっさりとそれを認めたのだった。

「……光様が、あたしたちに黙って白しら鳥とりさんと出かけようとする、その頑がん張ばってる様子を見て、これなら仕掛けられると思ったんです……」

「だったら！」

　久く美みは大いに不満そうに言った。

「……なんで、初めからそう言わねーんだよ」

「……もし、最初に打ち明けていたら」

　巳和はゆっくりとテーブルを見回した。

「……皆さんは、光様が白鳥さんへの気持ちを自覚するかもしれないような企たくらみに、賛成してくれましたか……？」

　巳和の問いに誰だれも、した、と答えられる者はいなかった。これでは、巳和の行為を責められる者はいない。それに《嫉妬エンヴイ》の《罪シン》を犯させるのは、彼女の使命だ。ただそれを遂すい行こうしただけの彼女を、責められるはずもなかった。

「わかりましたわ」

　獅ぃ子は、ため息をついた。

「それで？　いったいどこからがあなたの作戦でしたの？」

「……初めからです」

「というと？」

「……でかけられなくなった光様を待って、ずぶ濡ぬれになった白鳥さんに、竜一が傘を差し出した、その出会いからです……」

　えっ、と声をあげたのは久美である。

「ち、ちょっと待て！　おまえ、あの生なま意い気きなやつと知り合いなのか!?」

　巳み和わは頷うなずき、そうして食堂の入り口を振り返ると、ぱんぱん、と手を叩たたいた。

　すると、そこからのっそりと現れたのは──

「黒くろ島しま竜りゆう一いち！」

　まさに、その人だった。

　少年は、帝てい開かい中ちゆう学がくの制服のまま入ってくると、巳和の後ろに立った。少し照れくさそうに、獅しぃ子こたちを見回す。

「……紹介します……離婚して、黒島と姓の変わった母に引き取られた、あたしの弟です……」

「ち、ちょっと待て！」

　久く美みが立ち上がって手をあげた。

「おかしいじゃねーか！　そいつ、中三だろ!?　それがなんで弟なんだよ！」

「……弟ですよ？　竜一は、まだ一〇歳ですから……」

　ええっ!?　と、久美ばかりではなく、獅しぃ子こも思わず声をあげてしまった。確かによく見れば喉のど仏ぼとけなどもまったく出ていないが、それにしても一〇歳には見えない。

「が、学年は！」

「……それも簡単です。帝開中学には、成績に応じた飛び級制度があるので……一〇歳でも実力さえあれば、飛び越して中三になれるんです……」

　そのとおり、と言わんばかりに、竜一は頷いた。

　獅ぃ子は息をついた。

　なるほど。姉の巳和がいるせいか、校庭で見たときとはだいぶ印象が違うが、確かにあの少年に間違いはなかった。

　では本当に今度のことは、頭から終わりまで巳和の手の上で起きたことであり、あの勝負もなにもかも、すべては、光ひかるにいかに《嫉妬エンヴイ》を起こさせるか、そのための布ふ石せきだったということだ。

（やられましたわ……）

　込み上げてくる怒りを、獅ぃ子はなんとか抑えた。こんなみっともないことはなかったが、怒れる筋合いでもなかった。

　巳和は見事に、一度は光を《堕落ダウンフオール》させて見せたのだ──なぜ元に戻ってしまったのかは、誰だれにもわからなかったが。

「とにかくこれで、光様は五つの《罪シン》を犯したことになりますわ」

　誰がリーダーであるかをもう一度きちっとわからせるために、獅ぃ子はゆっくりと言った。

「残るは二つ──わたくしの《高慢プライド》と、棕しゆ櫚ろの《怠惰スロース》」

「ボクは最後でいいよ」

　椅い子すにとても浅く座った棕櫚は、相変わらず気けだるげな様子で言った。

「やる気をなくした光ひかる様さまに、もう一度それを出してもらうっていうのも、《堕落ダウンフオール》させておいておかしな話だしね」

　獅しぃ子こは頷うなずき、そうして、巳み和わの後ろに立つ傷だらけの少年を、その猛もう獣じゆうの瞳ひとみで見つめ、唇くちびるの端はしに微笑を浮かべた。

「──手伝ってもらいますわよ、あなたにも。帝てい開かい中ちゆう学がくの、生徒会長として」
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　……残念でしたね、天使様。

　なにがだ、って──《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》のことですよ。粉こな々ごなに壊れちゃって、なくなっちゃったじゃないですか。

　え？　いま、新しいのを用意してる？　もっと強力ですごいやつ？

　い、いいですよ、そんな無理に──そ、それはもちろんですよ！　光ひかる君くんのこと、助けたくないわけないじゃないですか！

　だったら、持ってろ？

　……わかりましたよ。強引なんだから、もう……。

　わ！

　またそんな、怖い顔しないでくださいよ！

　泣きますよ？　泣いちゃいますよ？

　……わかってます。

　頑がん張ばって光君のこと、守り──そんなことはどうでもいい、ってひどい！

　え？　そんなことよりも、契ちぎってしまえばすべて解決なんだから……っていわれても！

　そんなに簡単じゃないですよ。

　……光君、やっぱりなんにも憶おぼえてなかったし。

　そうですよ。

　勇気を出した告白も、そのあとの、その……ち、ちゅーも。

　は、はずかし──

　そのくらいのこと、って！

　恥ずかしいんですよ！　十分！　もっとすごいことをするんだから、そのくらいで恥ずかしがるな、とか言わないでください！

　……ますます怖くなっちゃうじゃないですか。

　あ、はい。

　後夜祭のことですね？

　やっぱり、怪け我がした人はいなかったです。渋谷のときとおんなじで、きっと、光君から出た光ひかりが、みんなの怪我を治したんですね。

　え、黒くろ島しまさん、ですか？

　……もう、連絡とかないです。

　寂しそうな顔してる、って──そんなわけないじゃないですか！

　だって、わたしには光君がいるんですから！

　変なこと言わないでくださいよ。

　やだな、もう。

　──あ。

　そういえば、あのとき輝いていた人型って、なんだったんですか？　なんだか、天使様みたいな感じで、声が聞こえてきたんですけど。

　はあ……いまは話せない、ですか……。

　…………。

　……わかりました！　じゃあ、天使様が話してくれるのを待ってます。

　そうですよ？

　これでもわたし、天使様のこと信用してるんですから、ちょっとは。

　えへへ。

　だから、ですね？

　そのぉ……ち、ち、契ちぎるのは、もう少し気長に待ってくれると──





でぃ・えっち・えぃ　そのさん！《終》









　　　　　あとがき







　いやはや、今年の夏も暑かった──のか？

　未来予知はできないので、なんとも言えませんが、きっと暑かったんじゃないかなあ、と現在怯おびえている、ゆうきりんです。

　というのもですね。

　私の仕事場は西側に窓がありまして、去年はクーラーをガンガンにかけていても暖房がかかっているかのように暑かった、という嫌な思い出があるのですよ。

　何より心配なのがパソコン。

　執筆中にフリーズなんてことになったら、心臓、止まっちゃいます。




　さて。




　今回もやっぱり〆しめ切きり真っ最中でして……本当に終わるのかこれ、と思ってて泣きそうなんですが、まあ、それは他社の話なので、またまた脇に置いておくとして──

　三巻ですよっ！

　こうして無事にお届けできることになりました。

　さらに！　まだ続きます！

　前作の『めがね～』は三巻で終わりましたが、『ＤＨＡ』はまだまだ行きます。

　一巻の更なる重版、そして、二巻にも重版がかかりました。

　みなさま、ありがとうございます！

　そのおかげで、先月発売の『電撃ｈｐ』にはインタビューと短編を掲載させて頂きまして（た、多分、載ってたと思うんですが……）、名誉に打ち震えております。

　舞い上がって、何だかとんでもないことを口走ったような気もするんですが、めったにないことにあうあうしてたということで、笑って流してくださいませ。

　それで、よろしければ、その短編の方も読んでやってください～。




　今巻の小宮先生のイラストもすごく楽しみです！

　二巻も素晴らしかったですし！

　執筆中、もう小宮さんのイラストのキャラが動き回っております。

　三巻の表紙は巳み和わかな～？

　どんな感じになるのか、いまからどきどきです。

　先生！　今後とも、よろしくお願いします！




　という感じで。

　順調にいけば、四巻目はお正月くらいにはお届けできるかもしれません。引き続き、そうなるように頑張ります！

　次はいよいよ、獅しぃ子こ──かな？




　それではそれでは、またお逢いしましょう！




　二〇〇五年　七月上旬


ゆうき　りん　　　






※『でぃ・えっち・えぃ　そのさん！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とは何らの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。










でぃ・えっち・えぃ そのさん!
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